


 

　　　　　　１

　　　　　　８

　　　　　　20

　　　　　　28

　　　　　　42

　　　　　　１

美濃加茂市民ミュージアム紀要
第１7集（2018）

目　次

岐阜県可児地域に分布する平牧層の含巨礫凝灰岩層 

鹿野　勘次

美濃加茂地域の地形・地質と地名の関係について

鹿野　勘次

水谷　　敬

美濃加茂市川合町の古墳出土須恵器とその背景

渡邉　博人

尾崎遺跡 25 号住居址出土資料について

磯谷　祐子

森金次郎 ---- その家族と親友・有賀好風

西尾　　円

「文化の森コレクション展」展示資料について

可児　光生



1—　 　—

１　はじめに
　岐阜県可茂地域には、中新統の瑞浪層群が広く

分布する。本層群は大量の火山砕屑岩からなり、

下部の蜂屋層は火山学的な報告があるが、中村層

と平牧層は火山学的な研究が少ない。

　平牧層は凝灰岩が豊富に分布するため、特定の

凝灰岩を鍵層として層序が組まれてきた（糸魚川、

1980）。しかし、造成工事で出現した巨大な露頭

で観察すると、厚さ５ｍの凝灰岩が浸食されて急

激にせん滅する、厚さ数ｍの凝灰質砂岩が数10

ｃｍに変化する、など水平方向への変化がしばし

ばみられる。また、小露頭で観察した凝灰岩層が、

大露頭では直径数ｍの凝灰岩の巨礫として観察さ

れる。堆積場が氾濫原であることを合わせると、

平牧層において凝灰岩層対比には課題がある。

　吉田（1977）は平牧層下部層において、巨礫を

含んで岩相変化が甚々しい層準は、乱堆積構造を

示すとした。阿部・犬塚（1997）は、巨礫を含む

凝灰岩を含巨礫凝灰岩層として研究し、火山活動

に関係させた形成過程を論じた。

　本報告では平牧層にみられる巨礫を含む凝灰岩

層の分布全域を検討し、その形成過程を考察する。

図１　調査地域（赤線内）

２　地形地質概説
　可茂地域は多角形状の盆地を形成し、飛騨川・

木曽川・ 可児川・ 加茂川などが低所を流れる。

盆地の名称は、美濃加茂盆地・太田盆地・可児

盆地などと呼ばれるが、標高の最低地域が美濃加

茂市に位置することから、本論では美濃加茂盆地

図２　美濃加茂盆地周辺地域の地形

図３　調査地域の地質図
美濃加茂市民ミュージアム（2003) を使用

「赤色立体地図 © アジア航測株式会社」を使用
濃い部分の地形が急傾斜、薄い部分は平坦な地形

岐阜県可児地域に分布する平牧層の含巨礫凝灰岩層

鹿 野 勘 次
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と呼ぶ。盆地の周囲には低山性から丘陵性の山地

と準平原をなす美濃高原が広がる。

　地質は、古い順に美濃帯堆積岩類・土岐花崗

岩（鬼岩花崗岩・八百津花崗岩）・花崗斑岩類・

瑞浪層群・瀬戸層群（土岐砂礫層）・段丘堆積層・

谷底堆積層が分布する。

　瑞浪層群は、下位から蜂屋層・中村層・平牧

層（津橋層）が分布し、積算層厚は 600ｍ以上に

達する。蜂屋層と平牧層は火山砕屑岩を大量に含

み、蜂屋層は安山岩質溶岩や溶結凝灰岩を含む。

中村層は砂岩・泥岩・礫岩を主体とし、２層の

凝灰岩をはさむ。

３　平牧層
　本層は、凝灰岩・軽石質凝灰岩・含巨礫凝灰

岩・火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩などの火山砕屑

岩類を大量に含む。これらの地層は水平方向への

連続性がある。ほかに、二次堆積による凝灰質砂

図４　平牧層の総合地質柱状図

岩などの砕屑岩類が分布するが、水平方向への連

続性に欠けることが多い。本層は本地域の広域に

わたってほぼ水平に分布し、最上部は上位の土岐

砂礫層に覆われて不明だが、全層厚は 130ｍ以上

に達する。平牧層は下部層と上部層に区分される。

　下部層は、含巨礫凝灰岩の最上部までとし、凝

灰角礫岩・ 火山礫凝灰岩・ 凝灰岩・ 凝灰質砂

岩・含巨礫凝灰岩で構成され、その厚さは 40 〜

70ｍである。下位の中村層と整合関係にあるが、

地域によって凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩・巨岩

塊凝灰岩が中村層を直接覆っている。

　上部層は珪藻質泥岩から土岐砂礫層の直下まで

とし、凝灰岩・凝灰質砂岩・凝灰質泥岩・礫岩・

砂岩・泥岩・炭質砂岩・炭質泥岩・褐炭で構成

され、その厚さは 50 〜 80ｍである。

　平牧層は活発な火山活動を示唆する数層の火砕

岩を介在することを特徴とする。主要な火砕岩は

下位から、凝灰角礫岩・含巨礫凝灰岩・軽石凝

灰岩の３層準である。凝灰角礫岩（図５）は直径

10ｃｍ以上の安山岩類の角礫を多量に含む。含

巨礫凝灰岩は次項で述べる。軽石凝灰岩は多量の

軽石を含み、火山豆石（図６）、ベース サージ堆

積物（図７）、脱ガス構造（図８）などがみられる。

　火砕岩の割合が高い平牧層において、哺乳動

物・ 魚類・ 樹幹・ 植物ほかの化石が豊富に産

出する（可児市教育委員会、1977）・（糸魚川、

1980）。

　平牧層の形成年代は、５層準の凝灰岩等で

フ ィ ッ シ ョ ン ・ト ラ ッ ク 年 代 が 測 定（ 鹿 野、

2003）されており、その年代を総合地質柱状図に

示す（図４）。

図５　凝灰角礫岩（可児市土田）



3—　 　—

図６　火山豆石（可児市久々利）

図７　ベース サージ堆積物（可児市二野）

図８　 脱ガス構造（可児市二野）

４　含巨礫凝灰岩層
摸式地： 可児市羽崎

分　布： 御嵩町南山から可児市一帯、多治見市

北小木町、犬山市今井にかけての地域

岩　相： 直径25ｍから数ｃｍ以下の礫が、凝灰

岩〜凝灰質砂岩の基質中に様々な割合で混入

層　厚： 最大70ｍ、平均40ｍ

上下関係： 下位の中村層などに整合し、上位は

珪藻質泥岩に覆われる。

形成年代：18.1±1.1Ma（ＦＴ年代）

地 層 名： 羽崎凝灰岩層（新称）

　本層は、凝灰岩あるいは凝灰質砂岩の基質に大

小さまざまな、多種類の礫を大量に含む（図９）。

基質の凝灰岩は均質で層理が認められないが、凝

灰質砂岩の岩相を示す部分がある。最大の礫は直

径約35ｍで、10ｍ以上の巨礫から 1cm 以下の小

礫まで多様で、乱雑に混在する。礫種も多様で、

含巨礫凝灰岩層の下位の岩石のすべてがみられ

る。礫は角礫〜亜円礫（図11）が雑多に混じるが、

角礫の割合が高い。一部では中村層の砂岩・泥

岩・褐炭などが不定形に変形（図16下）している

ことから、未固結の状態で堆積した可能性がある。

また、美濃帯堆積岩の層状チャートのブロック化

した礫（図16上）が源岩の形体を保っている。

　礫種は、含巨礫凝灰岩と近接する地域に分布す

る岩石や下位に分布する岩石と密接に関係する。

美濃帯堆積岩の分布地域は砂岩・泥岩・チャー

ト ・メランジュの割合が高くなる。中村層の分布

地域は中村層の礫岩・砂岩・砂岩泥岩互層・泥

岩・褐炭の割合が高くなり、一部の地域では中村

層起源の礫を主体とする。また、２種類の凝灰岩

礫がみられるが、含巨礫凝灰岩の下位で平牧層に

おいて観察されていない凝灰岩や、中村層の凝灰

岩に似ている。なお、蜂屋層起源の礫は含まれない。

　基質の凝灰岩〜凝灰質砂岩は淡灰白色で、斜長

石・シソ輝石・普通輝石・角閃石を含み、軽石・

岩片・火山ガラスもみられる。斑晶の含有量は

少ないが、不均質で斑晶や軽石などの目立つ部分

がある。

　本層の最大層厚は約70ｍを越えるが、地域差

が大きく、10ｍ以下の地域もある。また、分布

も限定された範囲に限られる（図17）。

図９　含巨礫凝灰岩の産状（可児市柿田）

垂直模様がガス抜け跡を示し、焼けた樹幹からもガスが発生

色調の異なる部分が全て礫

岩相はグラウンド サージ、またはグラウンド層に相当

fi
fi
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　本層は分布中心地域や塩河地域において、中村

層をほぼ水平に覆い（図12・13）、上位は珪藻質

泥岩に水平に覆われるが、下位や上位の地層には

地域による違いがある。本層の下位に美濃帯堆積

岩、凝灰角礫岩が分布する地域がある。上位を凝

灰質砂岩、礫岩が覆う地域があり、平牧層上部層

の礫岩が本層を浸食して堆積（図14）する地域も

みられる。また、本層と中村層がほぼ垂直に接す

る地点があり、断層がみられないことから高角度

のアバット関係である（図10）。

図10　含巨礫凝灰岩層と中村層の境界

図11　灰色凝灰岩の巨礫（可児市柿田）

図12　含巨礫凝灰岩層の産状（可児市塩河）

高角度のアバット関係 , で火道壁の可能性有
花フェスタ記念公園

赤破線で囲んだ直径約６ｍの部分

中村層を水平におおう、下段の写真は上段の□部

阿部・犬塚（1997）を使用して編集・作図　　図 12 上の全体をスケッチ

図13　含巨礫凝灰岩スケッチ図（可児市塩河）
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　本層のＦＴ年代（鹿野、2003）は 18.4±1.2Ma、

17.9±0.9Ma、18.0±1.2Ma と求められた。

　阿部・犬塚（1997）は、本地域の含巨礫凝灰岩

層について、塩河・可児川・久々利の３露頭を

詳細に調査し、火山噴出物としての形成過程およ

び火山活動を論じた。

５　堆積環境
　含巨礫凝灰岩層は次の特徴をもつ。

・層厚は 10 〜 70ｍで地域差があり層厚変化がある。

・大小さまざまな大きさの角礫〜亜円礫を含み、最

大は直径約35ｍで、直径10ｍ以上の巨礫が多い。

・巨大礫が大量に分布する地域がみられる。

・礫は下位の岩石で、変形・破壊などがほとんど

みられず、源岩の状態を保っている（図16上）。

・巨礫の種類には地域差があり、その地点の下位の

岩石や近接する岩石（美濃帯、中村層）の割合が

高い。蜂屋層起源の礫は見られない。

図15 　含巨礫凝灰岩層の分布地

・本層の下位層の平牧層に由来する礫は凝灰岩と

火山礫凝灰岩で、少量である。

・中村層の砂岩・泥岩・褐炭（図21）が地層の状

態を保った状態で移動・堆積している。

・限定された範囲に分布し、その範囲の外部には

分布しない（図15・17）。

・基質の凝灰岩が淡黄褐色凝灰岩の巨礫に脈状に

貫入する（図19。）

図16　巨礫の産状
上：小褶曲を持つ層状チャート層（可児市塩河）
下：Ｕ字型に変形した砂岩泥岩層（可児市柿田）美濃加茂市民ミュージアム（2003) を使用して桃色で加筆

図13　含巨礫凝灰岩スケッチ図（可児市羽崎）
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のアバット関係である（図10）。

図10　含巨礫凝灰岩層と中村層の境界

図11　灰色凝灰岩の巨礫（可児市柿田）

図12　含巨礫凝灰岩層の産状（可児市塩河）

高角度のアバット関係 , で火道壁の可能性有
花フェスタ記念公園

赤破線で囲んだ直径約６ｍの部分

中村層を水平におおう、下段の写真は上段の□部

阿部・犬塚（1997）を使用して編集・作図　　図 12 上の全体をスケッチ

図13　含巨礫凝灰岩スケッチ図（可児市塩河）
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華立断層による水平ずれを戻して復元　　　　部に含巨礫凝灰岩が分布

図 15 より作図した分布範囲　　　　部に含巨礫凝灰岩が分布　 数値は層厚（ｍ）

図17　含巨礫凝灰岩層の露出と推定分布範囲

図18　含巨礫凝灰岩層の推定堆積盆地

図20　含巨礫凝灰岩層の堆積環境モデル図

図19　巨礫に貫入する基質の凝灰岩

（御嵩町古屋敷）
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図21　中村層の褐炭層の巨礫（可児市兼杖）

　これらのことから、形成過程および火山活動の

概要を考察する。

　平牧層における最大規模の火山活動によって大

量の火山灰が噴出し、陥没盆地が形成された（図

18）。陥没盆地内では、火道付近の岩石や地層が

礫として取り込まれ、陥没盆地周縁部の急崖か

ら崩壊した巨礫が火山灰に混じって堆積した（図

20）。噴火口は含巨礫凝灰岩層の分布地域内で、

凝灰岩と礫は複数の火道から供給された。

６　まとめ
（1）含巨礫凝灰岩層は陥没盆地を形成した火山活

動で供給された凝灰岩を主体に構成される。

（2）巨礫は、基盤や下位層の岩石から取り込まれ

た、また、陥没壁の崩壊などによって供給さ

れた。

（3）平牧層の凝灰岩は、陥没盆地内の噴火で直接

供給された火山灰で、凝灰質砂岩などの凝灰

質岩石は盆地内の火山砕屑物が二次移動して

堆積した。

（4）火山灰と巨礫は複数の火道から供給され、巨

礫の種類が火道地域の地質を反映している。

（5）含巨礫凝灰岩層の堆積後、火山活動の長期休

止期間があり、静穏な陥没盆地内でケイソウ

質泥岩が堆積し、生物が繁栄した。
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１　はじめに
　美濃加茂地域の地質は約２億年前以降に形成さ

れ、その間に、隆起・浸食・沈降・堆積などの

変動を受けてきた。地形は数10万年前から現在

までに形成されたが、現在の地形のほとんどが数

万年前以降に形成された。

　縄文時代から美濃加茂地域に、住む人たちに

よって土地の表層が利用されてきた。人々は、地

表面一帯の形状や特性に注目し、言葉や文字で

地名として表現してきた。美濃加茂地域の地形・

地質が、どのような地名で表現されているかにつ

いて検証した（図１）。

　本報告では、美濃加茂地域の地形・地質など、

大地の形状や特性を反映した地名を取り上げ、地

名が示す地点の特性を、自然科学・人文科学の

視点から考察する。

図１　調査地域

２　地形地質概説
　地形は、山地、丘陵性山地、丘陵地、崖錐性斜

面、扇状地、段丘平坦面、谷底平坦面、河跡堆積

面などが分布する（図２）。

　地質は古い時代から、美濃帯堆積岩類、瑞浪層

群の蜂屋層・中村層・平牧層、瀬戸層群の土岐

砂礫層、更新統の高位段丘堆積層・中位段丘堆

積層、更新−完新統の低位段丘堆積層・谷底堆

積層が分布する（表１、図３）。

　美濃帯堆積岩類は玄武岩・ 石灰岩・チャー

ト ・砂岩・珪質泥岩・泥岩・礫岩・メランジュ

で構成される。蜂屋層は流紋岩質溶結凝灰岩・

自破砕溶岩・火山角礫岩・凝灰角礫岩・火山礫

図２ 美濃加茂地域の地形概観

「赤色立体地図 © アジア航測株式会社」を使用し、加筆した
色の濃さが傾斜の強さを示し、薄い部分が平坦度を示す

「グーグルアース」を使用し、加筆した

美濃加茂地域の地形・地質と地名の関係について

鹿 野 勘 次

水 谷 　 敬

キーワード：地名、地形、地質、地名と自然・文化
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表１　美濃加茂地域の地質と地形

図３　美濃加茂地域の地質図

凝灰岩・凝灰岩・礫岩・砂岩・泥岩・夾炭砂岩

（褐炭）で構成される。中村層は砂岩・泥岩・礫

岩・夾炭砂岩（褐炭）・凝灰岩で構成される。平

牧層は火山礫凝灰岩・凝灰岩・凝灰質砂岩・凝

灰質泥岩で構成される。土岐砂礫層は礫層・砂

層で構成され、礫が風化して半くさり礫になって

いる。高位段丘堆積層は山之上礫層が分布し、礫

が風化してくさり礫層になっている。中位段丘

堆積層は加茂野層と木曽川泥流堆積層で構成さ

れる。加茂野層は軽石を含む礫層・砂層、木曽

川泥流堆積層は火山泥流堆積物・砂層から成る。

低位段丘堆積層は礫層・砂層、谷底堆積層は礫

層・砂層・泥層・炭質層から成る。

３　大地の形状・特性を示す地名
　本論では、大字・小字・小地名・旧地名など

を同等に扱う。地名は、各地の地形地質を加味し

て分類した。【 】は代表的な地形を示す。

① 山【山地、急傾斜地】

山之上・富士山・高木山（山之上町）

愛宕山 “ 米田富士 “（川辺町）

大山・山下（加茂野町）

奥山（三和町）

② 野【低平地、山裾の緩傾斜地、水供給少】

加茂野・南野・東野・西野・北野（加茂野町）

切野・野寺・野笹（本郷町・野笹町）

牧野・上野（下米田町）

野地原・野黒（伊深町）

上野（山之上町）、市野々（三和町）

③ 田【平坦地、水供給多】

太田・深田（太田町）

米田（下米田町）

矢田・諸田・引田・奥田（蜂屋町）

泉田・深田（加茂野町）

④ 平【緩傾斜地、緩斜面、緩崖地】

上平・中平・下平（本郷町 )

前平（前平町）

大平（下米田町 )

大平・猪ノ平（蜂屋町 )

平ノ越（山之上町 )

中田平・表平（伊深町 )

美濃加茂市民ミュージアム（2003) 発行の「美濃加
茂地域の地質図」の一部を使用した
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⑤ 坂【河岸段丘の段丘崖、傾斜度転換地】

薄坂・寒坂・坂之口・南坂（山之上町）

坂上・坂下・関坂口・石坂（古井 )

坂上・坂下（下米田町）

明戸寺坂（太田町）

仲坂（蜂屋町）

一文坂（伊深町）

坂井（加茂野町）

中神坂・奥神坂（川辺町）

国土地理院発行の 2.5 万分の１地形図「美濃関」・「上麻生」・「美濃加茂」の一部を使用、加筆した

図４　おもな地名の位置・地点
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⑥ 口【崖の上面・下面、出入り口】

一ノ口・ 口洞・ 西市ノ口・ 東市ノ口・ 関坂

口・口無（本郷町・川合町）

坂之口・細口・田之口（山之上町）

糠洞口・岩井洞口・田口洞（伊深町）

野口（下米田町）

一之口（加茂野町）

井口（太田町）

納古口（三和町）

⑦ 巾・幅【段丘崖】

北巾・巾前（太田町）

巾下（本郷町）

⑧ 島【平坦面の高まり、旧中洲】

中島（伊深町）、片島（太田町）

田島・西島・島（古井）

⑨ 河・池・渕・川・沼・浦・瀬

　【旧河道、三日月湖、湿地、扇端部】

村上・水神下・亀渕上・赤池上・川幅（古井）

河側・木曽川・荒川・西浦・亀渕（太田町）

川原・沼・小瀬（下米田町）

上沼・浦沼・下沼・池田・詰田川・下之川・

池ノ川・池之上・下池（加茂野町）

勝負池・亀渕・川添・川原・町浦・下浦・藤

浦（伊深町）

⑩ 谷【山地や丘陵地の浸食】

長谷・薬師谷・新谷（伊深町）

金谷・漆谷・降り谷（山之上町）

蜂屋 “ 蜂谷 “・谷（蜂屋町）

下り谷（三和町）

⑪ 洞【丘陵地や山地の浸食谷、水供給少短谷、

　人工改変谷間】

隠レ洞・春日洞・寺洞など約28件（山之上町）

島之洞・太郎洞・正洞・作リ洞ほか（蜂屋町）

宮洞・治田洞・樽上洞ほか（三和町）

寺洞・岩井洞・少洞・田口洞ほか（伊深町）

⑫ 猿【崖、急傾斜地】

猿飛（山之上町）

猿啄（坂祝町）

⑬ 岩・山【独立峰、岩峰、巨岩】

箱岩・馬串山・小山（下米田町）

重ね岩（川辺町）

⑭ 墾 ( ハリ )・針・貝戸・垣内【開墾地、開発地】

針田・小貝戸・針田・西桜貝戸（下米田町）

大貝戸（古井）

大針（坂祝町）

金針・深針（太田町）

針添（加茂野町）

４　地形地質と地名
　特徴的な地名について、地形学・地質学の見

地から検証・解説する。

（１） 山
● 山之上（山之上町）【急傾斜地の上面】

　川辺町の南西部に、高度差約50ｍの河岸段丘

の段丘崖が 2ｋｍ以上連なる。この段丘崖を幕引

山と呼んでいる（図５）。また、古井の北部は、高

度差約40ｍの段丘崖が 2ｋｍ以上続く。川辺町

や下米田町から眺めると、段丘崖の上の高位段丘

面は幕引山（図６）の上面に相当する。また、太田・

蜂屋・伊深・三和から「山之上」への道路は登り

坂のため、山の上へ登ることになる。

図５　山之上南部の地形
「「赤色立体地図 © アジア航測株式会社」を使用、加筆した

色の濃さが傾斜度を示し、濃いと急傾斜、薄いほど平坦面
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⑤ 坂【河岸段丘の段丘崖、傾斜度転換地】
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図４　おもな地名の位置・地点
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　蜂屋町や伊深町等から見ると標高が高いことか

ら山の上に相当する。山之上町北部は丘陵地が、

山之上町南部は緩やか〜平坦な地形が広がる。

図６　幕引山の広がり

● 富士山・高木山（山之上町）・愛宕山（川辺町）

【山地】

　富士山に関係する山として、山之上富士と

米田富士がある。山之上富士は、国土地理院

の地形図に「富士山」と記載してある。「ふじさ

ん」と読む山は、南島原市の「富士山」があるが、

図７　富士山地域の地形と地名

図８　富士山地域の地質と地名

国土地理院の地形図には「愛宕山」と記されてい

る。また、「ふじやま」と読む富士山は、埼玉県１座、

群馬県２座、栃木県３座がある。山之上富士が国

土地理院の地形図に「富士山」（ふじさん）と記載

されていることは全国的にも極めて珍しい。米田

富士は国土地理院の地形図に「愛宕山」と記されて

いる。なお、○○富士は全国に約180座ある。

　山之上富士の命名は、江戸期に駿河出身の高僧

白隠が岩瀧山で修行したことが関係しているとさ

れる。

　山之上富士や米

田富士は浸食され

にくいチャートで

形成され、富士山

と同じような円錐

型 の 景 観（ 図 ９・

10）をなす。山之

上富士の北斜面は

チャートが絶壁を

形成し、地名は「富

士ノ」である。高

木山の北斜面も絶

壁で地名は「高木

浦」である。

　山之上富士と高

木山の間を、富士

川が浸食して断崖

を形成し、その地

名 は「 猿 飛 」で あ

る。

　 地 名 の「 富 士

山」・「高木山」は

山 の 南 斜 面 一 帯

（図７）を指し、山

本体の名称も「富

士山」・「高木山」

（図８）である。

下米田町則光から西の段丘崖を望む

「赤色立体地図©アジア航測株式会社」を使用、加筆した

岐阜県地質図「ジオランドぎふ」を使用、加筆した

図９ 山之上富士
高木山から望む

図 10 米田富士
下米田町西脇から望む

図 11　愛宕山の地形
「赤色立体地図 © アジア航測
株式会社」を使用、加筆した
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● 大山・山下（加茂野町稲辺）

 【稜線状山地と山麓平坦地】

　稲辺南端のカナクズ山一帯は西北西から東南東

へ稜線が続く。この山の高い部分はチャートが分

布して浸食されにくいため、チャートの分布方向

に稜線が連なる（図12）。この稜線の北斜面一帯

を「大山」と呼び、その北側の平坦地を「山下」と呼

び、加茂野層の砂礫層が分布する（図13）。

図12　稲辺地域の地形と地名

図13　稲辺地域の地質と地名

（２） 田
● 太田・深田・宝田・小池田（太田町）
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　太田町のこの地域は礫層が広く分布するが、段

丘面の低い部分は砂層や泥層がみられる（図15）。
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図14　太田町地域の段丘崖と地名

図15　低位段丘の礫層・砂層

（３） 野
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岐阜県地質図「ジオランドぎふ」を使用、加筆した

グーグルアースの色別標高図を編集し、加筆した

左：低位段丘Ⅰ（新池町）、右：低位段丘Ⅳ（西町）
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　蜂屋町や伊深町等から見ると標高が高いことか
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山之上町南部は緩やか〜平坦な地形が広がる。

図６　幕引山の広がり

● 富士山・高木山（山之上町）・愛宕山（川辺町）
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10）をなす。山之

上富士の北斜面は

チャートが絶壁を

形成し、地名は「富

士ノ」である。高

木山の北斜面も絶

壁で地名は「高木

浦」である。

　山之上富士と高

木山の間を、富士
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を形成し、その地
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度差数ｍの段丘崖を挟んで「坂下」と「坂上」の地名

（図17）がある。

図16　下米田町地域の河岸段丘と地名

図17　河岸段丘崖と坂道（下米田町今）

（４） 平
● 上平・中平・下平（本郷町）【段丘崖・斜面】

　古井の低位段丘Ⅰの北に高度差約40ｍの段丘

崖が連なる。段丘崖と直下の緩斜面に、上流から

下流に「上平」・「中平」・「下平」の地名が並ぶ（図

18）。

図18　段丘崖付近の地名と地形

（５） 坂・口・巾
● 石坂・一ノ口・坂上・巾下など（古井）

 【河岸段丘、段丘崖】

　低位段丘Ⅰの段丘崖と低位段丘Ⅱの段丘崖付近

に、段丘崖に関係した地名が並ぶ。「巾下」・「坂

上」・「坂下」は段丘面に位置し、「口無」・「石坂」・

「切通」・「西一ノ口」・「東一ノ口」・「一ノ口」は段

丘崖に位置する（図19）。

図19　古井の段丘崖と地名

（６） 島
● 中島（伊深町）【川浦川の旧中洲】

　川浦川が大きく蛇行する内側に「中島」が位置す

る。川浦川がチャート分布地域から、浸食されや

すい砂岩分布地の北北西方向へ流れるため、大き

く蛇行している（図20）。蛇行の内側では堆積作

用が進んで他地点より堆積物が厚くなった。また、

この地域は富士川ほかの小河川が合流するため、

湛水しやすいため、「中島」の下流「牛牧」地域は氾

濫しやすい場所である。

図20　川浦川の旧中洲と地名

グーグルアースの色別標高図を編集し、加筆した
水色破線は降水の集水範囲、赤破線は中位段丘崖

グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した

グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した
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● 赤池上・亀渕上・村上・水神下（古井）

 【木曽川の旧中洲、旧河道】

  川合ダム下流木曽川右岸の旧河道沿いに河跡湖

が分布する（図21 〜 23）。２つの河跡湖（赤池、

亀渕）があり、小川で結ばれている。その北側に

図21　旧河道と地名（御門町）の関係

図22　1947年木曽川の河道と池

図23　1909年木曽川沿いの地形図と地名

「赤池上」・「亀渕上」の地名がある。旧中洲一帯の

地名は「村上」で、その一部が中ノ島に相当する。

なお、「水神下」・「川幅」はダム湖底に相当する。

● 亀渕・川添・川原・藤浦・町浦・下浦

 （伊深町）【川浦川の旧河道、川原、湿地】

　伊深町の平野部は川浦川が氾濫して蛇行を繰り

返して形成した。「天王」から「神明」にかけての地

域は扇状地を形成し、扇頂部が「天王」で、「北沖」・

「中沖」・「南沖」付近が扇端部である。「町浦」・「下

浦」は扇端部に位置し、扇状地の伏流水と「寺洞」

からの沢水により、湿地などが形成されやすい地

域である。

　平野南西部は、川浦川が蛇行して形成されたの

で川原の痕跡や河道の痕跡がみられ、「亀渕」・「川

添」・「川原」・「藤浦」などの地名がある（図24）。

図24　伊深町川浦川沿いの地形と地名

（７） 谷・洞
●長谷・薬師谷・新谷（伊深町）

● 金谷・漆谷（山之上町）

● 隠レ洞・春日洞・寺洞など多数（山之上町）

 【丘陵地の小規模浸食谷、水供給少短谷】

　谷は全国各地に分布するが、山之上地域では、

谷の地名は少なく、洞の地名が多い。

　洞は岐阜県に異常に多く分布し、西日本では九

州中央部に散在し、東北北部・東海に散見する

が、他の東日本にはほとんどみられない。洞は山

之上町から蜂屋町にかけて多い。地質的には、丘

グーグルアースの色別標高図を編集、加筆した

国土地理院の地図・空中写真閲覧サービスを使用した
11976 分の 1「美濃加茂」1947 年 12 月 20 日米軍撮影

国土地理院の地図・空中写真閲覧サービスを使用した
11976 分の 1「美濃加茂」1947 年 12 月 20 日米軍撮影

国土地理院の地図・空中写真閲覧サービスを使用した
５万分の１「太田」1909 年大日本帝国陸地測量部測定
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度差数ｍの段丘崖を挟んで「坂下」と「坂上」の地名

（図17）がある。

図16　下米田町地域の河岸段丘と地名

図17　河岸段丘崖と坂道（下米田町今）

（４） 平
● 上平・中平・下平（本郷町）【段丘崖・斜面】

　古井の低位段丘Ⅰの北に高度差約40ｍの段丘

崖が連なる。段丘崖と直下の緩斜面に、上流から

下流に「上平」・「中平」・「下平」の地名が並ぶ（図

18）。

図18　段丘崖付近の地名と地形

（５） 坂・口・巾
● 石坂・一ノ口・坂上・巾下など（古井）

 【河岸段丘、段丘崖】

　低位段丘Ⅰの段丘崖と低位段丘Ⅱの段丘崖付近

に、段丘崖に関係した地名が並ぶ。「巾下」・「坂

上」・「坂下」は段丘面に位置し、「口無」・「石坂」・

「切通」・「西一ノ口」・「東一ノ口」・「一ノ口」は段

丘崖に位置する（図19）。

図19　古井の段丘崖と地名

（６） 島
● 中島（伊深町）【川浦川の旧中洲】

　川浦川が大きく蛇行する内側に「中島」が位置す

る。川浦川がチャート分布地域から、浸食されや

すい砂岩分布地の北北西方向へ流れるため、大き

く蛇行している（図20）。蛇行の内側では堆積作

用が進んで他地点より堆積物が厚くなった。また、

この地域は富士川ほかの小河川が合流するため、

湛水しやすいため、「中島」の下流「牛牧」地域は氾

濫しやすい場所である。

図20　川浦川の旧中洲と地名

グーグルアースの色別標高図を編集し、加筆した
水色破線は降水の集水範囲、赤破線は中位段丘崖

グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した

グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した
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陵地〜丘陵性山地をなす蜂屋層分布地に多い。蜂

屋層が浸食されて小さな谷を多数形成し、谷の氾

濫原を利用して水田が開発され、集落が分布する。

　谷や洞の地形や形態は地質によって大きな違い

がみられる（図25）。美濃帯堆積岩類が分布する

地域の谷は、大きい、深い、長い、数が少ない、

などの特徴があり、急峻な地形を成す。蜂屋層が

分布する地域の洞は、小さい、浅い、短い、数が

多い、などの特徴があり、緩やかな丘陵性の地形

を成す。

図25　蜂屋層と美濃帯堆積岩類の地形差

（８） 岩・山
● 小山・馬串山・箱岩（下米田町）

 【独立峰・岩峰】

　下米田町に、独立峰の「小山（観音）」・「馬串山」・

「箱岩」が東西方向に配列する。この地域は浸食

に強いチャートで形成され、チャートの分布方向に

並んでいる（図26）。岩峰はチャート中の割れ目な

どの弱線が関係した浸食作用によって形成された。

図26　山・独立峰と地名

● 重ね岩（川辺町鹿塩）【巨岩】

　蜂屋層の火山角礫岩の巨岩が平曽の北の稜線付

近に祭ってある。このような産状は珍しくて貴重

なため、川辺町の文化財に指定されている。

　火山角礫岩層に挟まれる薄い砂岩層が風化した

ため、岩塊が重なっているように見えることから

「重ね岩」と呼ぶ（図27）。

図27　重ね岩

５　地名と自然・文化・生活・災害
（１） 地名と文化・生活

　可児市と多治見市の境に「柿下入会」という地名

がある。現在は大規模団地が造成され、その団地

名「皐ケ丘」・「桜ケ丘」が地名になっている。この

団地の中に旧市町村境界があるが、そのことを知

「赤色立体地図 © アジア航測株式会社を使用し、加筆した
谷の発達形態と分布数が、地質によって明瞭に異なる

グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した
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らない住民が多い。高等学校の学区はこの旧市

町村界で指定されるので、団地内における境界

が問題になったことがある。

  団地の名称は、聞いて良い印象を受けるもの

になりやすい。一般的に「旭ヶ丘」「緑ヶ丘」など

は全国的にみられる。団地は、上下水道・道路

などのインフラが整備されて好条件な居住地に

なっているが、本来は居住に適しない場所が多

い。大規模な災害などでインフラが破壊される

と、いろいろな課題・問題等が発生する可能性

がある。

　団地造成などで古来の地名が改変されること

で、その地域の本来の特性が見えなくなる。言

い換えると、行政により旧地名が新地名に変更

されると地名が持つ本来の意味が忘れられ、消

失する。

　人は地名に歴史を託してきたことから、地名

は文化遺産の要素を含む。地名の改変は文化財

の破壊と同程度とも言える。さらに、地名には

科学的な見方・考え方も含まれる大切な文化財

である。安易な地名改変には課題が残る。地名

はその土地におきた歴史や自然の特徴を子孫に

伝えるメッセージを含む。開発などで地名を変

えた結果、先人からのメッセージが伝わらず、

災害に見舞われてはじめて本来の地形地質が示

すメッセージを知ることがある。

　2014年8月の広島土砂災害は、死者行方不明

74人、家屋全壊133戸の大惨事となった。住民

は「20年住むが、こんなことは思いもしなかった」

と語る一方「あの地点が土石流の通り道だと聞い

ていた」の声もあった。花崗岩が風化した真砂土

が混じった土石流に襲われた地域一帯は扇状地

であり、そこの地名は「蛇落地」・「悪谷」などと

呼ばれていたのである。地名が変わり、先人の

教えが忘れられていたことも、被害をより大き

くしたと言える。

　私たちの周りにはこのような事例が、各地で

くりかえしてみられる。ふる里の身近な自然や

先人の知恵をよく理解することが肝心である。
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解が、快適な生活や防災教育への近道である。

（２） 地名を探る

● 大木洞・森山団地（森山町・山之上町）
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「上平」・「口洞」の地名がある。日当たり、大気の

流れなど快適な環境にあるが、地域の一部に深い

谷や池があったことは十分に知られていない（図

29）。この地域に５つの池があり、大木洞は通称

“ 三ツ池 “ と呼ばれていた。現在残っている池は

美濃加茂高校下の 1つだけである（図28）。また、

大木洞の深さは最大40ｍ以上で、長さは１ｋｍ

以上に達していた。

　一般的に、大規模に造成した地域では、埋立地

と掘削地で地盤の強さに大きな差が生じるので、

地震対策に配慮が必要である。

図28　森山団地の地形図

図29　空中写真と地形図

● 大城・城廻（山之上町）【人為的特異地形】

　山之上町佐口に「大城」・「城廻」の地名があり、

その地域の地形地質を検証すると人為的で特異な

地形がみられる。

　地質は蜂屋層の最上部層に相当する凝灰質砂岩

層が分布する。この砂岩は “ さば土 “ と呼ばれ、

乾燥と湿気で割れ目が発生するため、容易に掘削

2010 年国土地理院 2.5 万分の 1 地形図に
団地造成前の池を加筆した

左：1948 年米軍撮影　　右：1962 年国土地理院作成 
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陵地〜丘陵性山地をなす蜂屋層分布地に多い。蜂

屋層が浸食されて小さな谷を多数形成し、谷の氾

濫原を利用して水田が開発され、集落が分布する。

　谷や洞の地形や形態は地質によって大きな違い

がみられる（図25）。美濃帯堆積岩類が分布する

地域の谷は、大きい、深い、長い、数が少ない、

などの特徴があり、急峻な地形を成す。蜂屋層が

分布する地域の洞は、小さい、浅い、短い、数が

多い、などの特徴があり、緩やかな丘陵性の地形

を成す。

図25　蜂屋層と美濃帯堆積岩類の地形差

（８） 岩・山
● 小山・馬串山・箱岩（下米田町）

 【独立峰・岩峰】

　下米田町に、独立峰の「小山（観音）」・「馬串山」・

「箱岩」が東西方向に配列する。この地域は浸食

に強いチャートで形成され、チャートの分布方向に

並んでいる（図26）。岩峰はチャート中の割れ目な

どの弱線が関係した浸食作用によって形成された。

図26　山・独立峰と地名

● 重ね岩（川辺町鹿塩）【巨岩】

　蜂屋層の火山角礫岩の巨岩が平曽の北の稜線付

近に祭ってある。このような産状は珍しくて貴重

なため、川辺町の文化財に指定されている。

　火山角礫岩層に挟まれる薄い砂岩層が風化した

ため、岩塊が重なっているように見えることから

「重ね岩」と呼ぶ（図27）。

図27　重ね岩

５　地名と自然・文化・生活・災害
（１） 地名と文化・生活

　可児市と多治見市の境に「柿下入会」という地名

がある。現在は大規模団地が造成され、その団地

名「皐ケ丘」・「桜ケ丘」が地名になっている。この

団地の中に旧市町村境界があるが、そのことを知

「赤色立体地図 © アジア航測株式会社を使用し、加筆した
谷の発達形態と分布数が、地質によって明瞭に異なる

グーグルアースの色別標高図を編集して加筆した
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できる地層である（図30）。

　図31の桃色破線内には自然では見られない

次の地形や特徴がある。西斜面の人工崖（高さ最

大７ｍ）、東斜面に階段状の微地形、径70cm の

水がめ（図31の赤〇）、平坦な山頂部、平坦部に

みられる凹凸と小溝、などである。

 図30  地域の地質図　　　図31  大城地域の崖分布

● 大岩壁・七洞（可児市塩）【地震地形等】

　可児市に「虹ケ丘」と呼ぶ団地がある。団地地域

には、「七洞」という高度差が 50ｍを越える大き

な谷が存在し、『大岩壁』と呼ぶ約30ｍの垂直な

崖が存在した。団地北東端には、濃尾大地震を発

生させた根尾谷断層の延長の梅原断層が位置し、

濃尾地震で崖の崩壊、

地割れ、巨岩落下など

が発生した。団地造成

工事で、崖の崩壊跡や

地割れ跡、落下した巨

岩は掘削・ 埋積され

て消滅した。現在、そ

の場所は道路等である

（図32）。

図33　空中写真と地形図

　「七洞」地域の地質は蜂屋層の凝灰角礫岩が主体

のため、掘削した場所は地震に強いが、埋め立て

た場所 ( 図33) は揺れへの対策が必要となる。

　本地域の西南西方には「大欠」・「欠」の地名があ

り、そこには美濃帯堆積岩の崩れやすい泥岩や珪

質泥岩が分布することから、山崩れなどがあった

ことを示唆する。

６　まとめ
⑴ 人は自然の一員として長年、自然に適応して生活し

てきた。そして、ふるさとの自然現象の特徴を反映

した地名を生み出し、現在に伝えている。

⑵ 地名は、ふるさとの地形、地質、歴史、環境、災

害などの事実を語り伝える語句を含むことがある。

⑶ 地名は文化遺産であり、文化財と言える。安易な

地名改変は文化財的価値を消滅させる可能性があ

る。

⑷ 身近な地名を大切にすることによって、ふるさとの

歴史、文化、地形、地質、災害などの理解を深め

ることができる。

しかの　かんじ　岐阜大学応用生物科学部

　　　　　　　　非常勤講師

みずたに　けい　岐阜地理学会会員

文献

美濃加茂市地理情報システム
の地形図を使用、加筆した

美濃加茂市地理情報システム
の地形図を使用、加筆した

2010 年国土地理院 2.5 万分の 1 
地形図を使用した

国土地理院を使用した（左：1982 年　  右：1973 年）

アジア航測株式会社（2017）赤色立体地図．
Google Earth．衛星写真・色別標高図．
国土地理院．地図・ 空中写真閲覧サービス．国土地

理院ウェブサイト．
美濃加茂市民ミュージアム（2003）美濃加茂周辺地域

の地質図．企画展「美濃加茂にサイやゾ
ウがいた頃」図録，52ｐ．
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GIS Service．
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図32　虹ヶ丘周辺地形図
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る。

⑷ 身近な地名を大切にすることによって、ふるさとの

歴史、文化、地形、地質、災害などの理解を深め

ることができる。
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図32　虹ヶ丘周辺地形図



20—　 　—

はじめに
　ここに紹介する須恵器は、1990年頃に筆者が岐

阜県美濃加茂市森山町在住のＩ氏から家に古い土

器があるので見てほしいと依頼され、拝見したもの

である。Ｉ氏によれば「川合の古墳」から出土したと

のことで、Ｉ氏自身が入手されたものではなく、同

氏の先代か先々代が入手されたとのことであった。

その際に当時は美濃加茂地域から出土した古墳関

係資料はあまり知られていなかったので実測図を作

成させていただいた。

　あれから 30年近くが過ぎ、当地域の考古資料は

遺跡の緊急発掘などにより増加し研究も進展して

いるが、こうした伝世資料は遺跡の性格や出土経

緯に不明な点が多いことから取り上げられる機会が

少なく、その多くは知られていない。　

　この須恵器が出土した川合地区もかつては多くの

古墳が存在していたが、その実態については不明

な点が多い。そのため遅ればせながら資料の少な

い当該地区の一例としてここに資料紹介を行い、あ

わせて周辺地域の後期古墳時代の様相について若

干の私見を述べてみたい。

資料の解説
須恵器高杯（図１－１・２）

　図１－１は、脚部は細い柱状からなだらかに裾部

が開き、端部は丸く突き出して接地部は鋭い稜状を

呈する。柱部の中位には２本の沈線が巡り、その上

下に２段３方向の長方形透かし孔が施されるが、上

部の透かし孔は内面まで届いていない。杯部は底

部にやや丸みがあり、口縁部と底部の境にはかす

かに２本の沈線が巡る。口縁部はやや外に開き端

部は内側に段をなして丸くおさめる。焼成は良好で

胎土は暗灰色を呈し、微砂粒、白色粒子、黒色粒

子を多く含み粘性がある。杯底部内面中央に「又」

字状のヘラ記号がある。口縁部径10.2ｃｍ、裾部

径推定9.8ｃｍ。器高10.7ｃｍ。

　図１－２は、脚部は細い柱部からなだらかに裾部

が開くがかすかに丸みを帯びている。裾の端部は

やや角張るが接地部は稜状を呈する。柱部の中位

には２本の沈線が巡り、透かし孔はない。杯部は

底部にやや深みがあり、口縁部と底部の境には２

本の沈線が巡る。口縁端部はやや丸みがあり上部

で少し外反して端部を丸くおさめる。端部の内側は

段状を呈し１本の沈線が巡る。焼成は良好で胎土

は黒灰色を呈し、微砂粒、白色粒子を濃密に含み

粘性がある。口縁部径10.0ｃｍ、裾部径8.8ｃｍ、

器高11.6ｃｍ。

須恵器フラスコ形瓶（図１－３）

　胴部はほぼ球形を呈している。胴部の表面には

直径9.5ｃｍの円形の粘土板接合痕がみられ、裏

面には中位まで回転ヘラケズリが施されている。

口頸部は強くラッパ状に開き、口縁部の外面に一

段稜を形成して端部は直角三角形状に仕上げられ

ている。口頸部外面中位には２本の沈線が巡る。

焼成は良好で胎土は暗灰色を呈し、微砂粒、黒色

粒子、白色粒子をやや多く含み粘性がある。口径

7.4ｃｍ、胴部径14.0ｃｍ、胴幅13.6ｃｍ、器高

19.8ｃｍ。

　以上、３点の須恵器について解説を行った。先

にも述べたように、これらの須恵器がどのような

状況で出土したのかはわからないが、高杯は２点

とも蓋を伴わない長脚形式の高杯で小型化が進ん

だタイプである。（２）に比べて（１）のほうに脚

部の２段３方透かし孔や、裾端部の調整の鋭さ

など古式な特徴が残る。猿投窯のＨ－15号窯式、

陶邑窯のＴＫ217型式に比定されよう。（３）のフ

ラスコ形瓶は愛知県猿投窯や静岡県湖西窯におい

て多く生産され、東海地方以西にはほとんど存在

しない器種である。猿投窯のＨ－15号窯式以降、

湖西窯の４期以降の生産で東海から関東、東北地

方に広く分布するが、美濃においてはほぼＨ－

15号窯式期に限り存在する器種である。これら

３点の須恵器の年代はおよそ７世紀前半と考えら

れる。

美濃加茂市川合町の古墳出土須恵器とその背景

渡 邉 博 人
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３

 1. 川合塚原古墳群 ( 美濃加茂市 )
     赤池古墳群
     二ツ塚
 2. 亀渕古墳群 ( 美濃加茂市 )  
 3. 下古井塚原古墳群 ( 美濃加茂市 )  
 4. 川合古墳群 ( 可児市 )  
 5. 土田古墳群 ( 可児市 )  
 6. 比久見古墳群 ( 川辺町 )  
 7. 上野古墳群 ( 犬山市 )  
 8. 大牧古墳群 ( 各務原市 )  
 9. 西洞山古墳群 ( 各務原市 )  
10. 浅井古墳群 ( 一宮市 )  
11. 塚原古墳群 ( 関市 )  
12. 陽徳寺裏山古墳群 ( 関市 )  

図３．川合字塚原の古墳遺物出土図（註４より転載）

図２．美濃加茂・可児地域、木曽川流域の古墳位置図
　　　　　　　( 国土地理院５万分の１　美濃加茂 )

図１．美濃加茂市川合町出土須恵器
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氏の先代か先々代が入手されたとのことであった。

その際に当時は美濃加茂地域から出土した古墳関

係資料はあまり知られていなかったので実測図を作

成させていただいた。

　あれから 30年近くが過ぎ、当地域の考古資料は

遺跡の緊急発掘などにより増加し研究も進展して

いるが、こうした伝世資料は遺跡の性格や出土経

緯に不明な点が多いことから取り上げられる機会が

少なく、その多くは知られていない。　

　この須恵器が出土した川合地区もかつては多くの

古墳が存在していたが、その実態については不明

な点が多い。そのため遅ればせながら資料の少な

い当該地区の一例としてここに資料紹介を行い、あ

わせて周辺地域の後期古墳時代の様相について若

干の私見を述べてみたい。

資料の解説
須恵器高杯（図１－１・２）

　図１－１は、脚部は細い柱状からなだらかに裾部

が開き、端部は丸く突き出して接地部は鋭い稜状を

呈する。柱部の中位には２本の沈線が巡り、その上

下に２段３方向の長方形透かし孔が施されるが、上

部の透かし孔は内面まで届いていない。杯部は底

部にやや丸みがあり、口縁部と底部の境にはかす

かに２本の沈線が巡る。口縁部はやや外に開き端

部は内側に段をなして丸くおさめる。焼成は良好で

胎土は暗灰色を呈し、微砂粒、白色粒子、黒色粒

子を多く含み粘性がある。杯底部内面中央に「又」

字状のヘラ記号がある。口縁部径10.2ｃｍ、裾部

径推定9.8ｃｍ。器高10.7ｃｍ。

　図１－２は、脚部は細い柱部からなだらかに裾部

が開くがかすかに丸みを帯びている。裾の端部は

やや角張るが接地部は稜状を呈する。柱部の中位

には２本の沈線が巡り、透かし孔はない。杯部は

底部にやや深みがあり、口縁部と底部の境には２

本の沈線が巡る。口縁端部はやや丸みがあり上部

で少し外反して端部を丸くおさめる。端部の内側は

段状を呈し１本の沈線が巡る。焼成は良好で胎土

は黒灰色を呈し、微砂粒、白色粒子を濃密に含み

粘性がある。口縁部径10.0ｃｍ、裾部径8.8ｃｍ、

器高11.6ｃｍ。

須恵器フラスコ形瓶（図１－３）

　胴部はほぼ球形を呈している。胴部の表面には

直径9.5ｃｍの円形の粘土板接合痕がみられ、裏

面には中位まで回転ヘラケズリが施されている。

口頸部は強くラッパ状に開き、口縁部の外面に一

段稜を形成して端部は直角三角形状に仕上げられ

ている。口頸部外面中位には２本の沈線が巡る。

焼成は良好で胎土は暗灰色を呈し、微砂粒、黒色

粒子、白色粒子をやや多く含み粘性がある。口径

7.4ｃｍ、胴部径14.0ｃｍ、胴幅13.6ｃｍ、器高

19.8ｃｍ。

　以上、３点の須恵器について解説を行った。先

にも述べたように、これらの須恵器がどのような

状況で出土したのかはわからないが、高杯は２点

とも蓋を伴わない長脚形式の高杯で小型化が進ん

だタイプである。（２）に比べて（１）のほうに脚

部の２段３方透かし孔や、裾端部の調整の鋭さ

など古式な特徴が残る。猿投窯のＨ－15号窯式、

陶邑窯のＴＫ217型式に比定されよう。（３）のフ

ラスコ形瓶は愛知県猿投窯や静岡県湖西窯におい

て多く生産され、東海地方以西にはほとんど存在

しない器種である。猿投窯のＨ－15号窯式以降、

湖西窯の４期以降の生産で東海から関東、東北地

方に広く分布するが、美濃においてはほぼＨ－

15号窯式期に限り存在する器種である。これら

３点の須恵器の年代はおよそ７世紀前半と考えら

れる。

美濃加茂市川合町の古墳出土須恵器とその背景

渡 邉 博 人
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川合地区の古墳
　須恵器を出土した「川合の古墳」についてふれて

みたい。「川合」という地名は現在の美濃加茂市川

合町のことで、昭和20年代までは加茂郡古井町上

古井字川合という地区であった。地名は地区の東方

で木曽川と飛騨川が合流することから生じたと考え

られ、木曽川を挟んだ南側の可児市にも「川合」とい

う地名がある（図２）。

　美濃加茂市の川合地区から西方の下古井地区に

かけては、かつて川合塚原古墳群（基数不明）、赤

池古墳群（３基）、二ツ塚（基数不明）、亀渕古墳群

（16基）、下古井塚原古墳群（10数基）など数十基の

古墳が存在していた（註１）。それらは明治以降の道

路建設や田畑の開墾などによって大部分が滅失し、

現在では赤池古墳群に２基の古墳が残るのみであ

る。しかし平成11年に赤池古墳群の西に位置する

野笹遺跡Ⅱ地区の発掘調査において、墳丘が削平

された横穴石室の古墳が発見され、赤池４号墳とし

て調査が行われた（註２）。このことは過去に破壊さ

れ滅失したと思われていても、地下に埋もれた状態

にある古墳が周囲に少なからず存在する可能性を示

している。

　発掘報告書によれば、赤池４号墳は幅約２ｍの

周溝を有する直径約12ｍの円墳である。主体部は

川原石積みの横穴石室で玄室はやや胴張りを呈し

ている。石室の規模は報告書に掲載された実測図

から読み取ると、石室の羨道部前方が不明のため

現存長4.16ｍ、玄室部長さ 2.72ｍ、奥壁幅0.76ｍ、

玄室最大幅1.08ｍ、玄門部幅0.84ｍ、羨道部現存

最大幅1.0ｍ、玄門部現高0.48ｍである（図４-9）。

墳丘や横穴石室の規模からして小規模な古墳であ

る。築造時期は出土した須恵器が猿投窯のＨ－15

号窯式～Ｉ－101号窯式の小型の高杯と平瓶である

ことから７世紀前半代と考えられる。

文献にみられる古墳
　川合地区とその周辺では古墳の発掘調査例はこ

れ以外に無いが、過去に開墾等により発掘された

記録が残されている。

　明治から大正・昭和にかけて美濃加茂地域の遺

跡や古墳を調査した林魁一氏は、明治31年に「美

濃加茂郡古井村大字川合字塚原ノ古墳」（図３）、（註３）
において「（前略）塚原ト云フ所ニ圓形ノ古墳數多ア

リ其中大ナル者ハ周圍二三十間餘アリ此所ヲ開墾

セントシテ邊渡（渡邊か ・筆者注）某ノアル古墳ヲ

發掘セリ此古墳ハ楕圓形ニシテ内部ニ石槨アリ石

槨ハ丸石ニテ積ミ上ゲ蓋ハ大ナル切石ニシテ切リ口

ハ南ニアリ石槨ノ長サハ凡ソ十間巾ハ凡ソ一間ニシ

テ中央ヨリ以北ハ巾二尺許リ廣クナリ高サハ四五尺

ナリ（以下略）」と発掘時の様子を報告しており、出

土遺物については「（一）圖ノ如キ土器四個（ニ）圖ノ

如キ土器二十個餘（三）圖ノ如キコップ形ノ土器一個

高坏ノ如キ土器數個（四）圖ノ如キ土器一個曲玉一

個刀二本轡一組発見セリ」とされている。

　大正10年刊行の『美濃國加茂郡誌』 （註４）では、

「（前略）古井村下古井字塚原には十数個の円形古墳

ありたり、明治初年頃より道路の開鑿又は土地の

開墾にて漸次発掘せられ、以前に古墳累々たる山

林も現今にては畑宅地となり原形を有するもの一も

なしと云ふべく、今より明に其大を知る能はずと雖

も、大なる古墳は直径十間、高二間程あり又僅に

自然の高き所なりと思ふが如き古墳もありたり。其

古墳には大抵丸石を以って積み上げたる石槨あり或

は奥壁及び天井石のみに角ある岩石を用ひたるもの

もありたり。或一個の古墳を発掘せし時の状況によ

れば土地僅かに高く殆ど盛土なきを以て古墳と思わ

ずして農夫之を開墾したるに丸石を以て積みたる、

石槨内より壺三個偏口壺一個椀形土器二個高杯二

個褐色素焼き土器破片及び金環一個銀環二個刀一

本鉄片少量人骨等発見せり（以下略）」とされている。

いずれも正式な発掘調査ではないが、おおよその

古墳の規模や石室の形態、副葬品の内容などがわ

かる報告である。

　これらの記述内容からふたつの古墳の年代を考

えてみると、古井村大字川合字塚原の古墳から出

土した遺物では、刀や轡などの馬具類の副葬は美

濃地域では６世紀末～７世紀初頭頃までの古墳に

みることができ、直口壺や広口鉢の副葬は７世紀

前半代まで、そして平瓶は７世紀初め頃から副葬が

始まり、７世紀後半になると胴部の形態が丸味の

ない直線的な小型品が多くなる。そして古井村下古

井字塚原の古墳から出土した「偏口壺」は現在の「提



図４．横穴石室実測図

１．各務原市西洞山 6号墳 ( 註 12より)　 ２．関市陽徳寺裏山 1号墳 ( 註 14より) ３．川辺町比久見 2号墳 ( 註 13より)　

４．各務原市大牧 5号墳 ( 註 10より) ５．名古屋市高蔵 1号墳 ( 註 17より)　 ６．一宮市浅井神社古墳 ( 註 8より)　

７．可児市稲荷塚 1号古墳 ( 註 6より)　

８．関市塚原 1号墳 ( 註 15より)　

９．美濃加茂市赤池 4号墳 ( 註 2より)　
10．各務原市大牧 2号墳 ( 註 5より)　

11．各務原市大牧 3号墳 ( 註 5より)　
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川合地区の古墳
　須恵器を出土した「川合の古墳」についてふれて

みたい。「川合」という地名は現在の美濃加茂市川

合町のことで、昭和20年代までは加茂郡古井町上

古井字川合という地区であった。地名は地区の東方

で木曽川と飛騨川が合流することから生じたと考え

られ、木曽川を挟んだ南側の可児市にも「川合」とい

う地名がある（図２）。

　美濃加茂市の川合地区から西方の下古井地区に

かけては、かつて川合塚原古墳群（基数不明）、赤

池古墳群（３基）、二ツ塚（基数不明）、亀渕古墳群

（16基）、下古井塚原古墳群（10数基）など数十基の

古墳が存在していた（註１）。それらは明治以降の道

路建設や田畑の開墾などによって大部分が滅失し、

現在では赤池古墳群に２基の古墳が残るのみであ

る。しかし平成11年に赤池古墳群の西に位置する

野笹遺跡Ⅱ地区の発掘調査において、墳丘が削平

された横穴石室の古墳が発見され、赤池４号墳とし

て調査が行われた（註２）。このことは過去に破壊さ

れ滅失したと思われていても、地下に埋もれた状態

にある古墳が周囲に少なからず存在する可能性を示

している。

　発掘報告書によれば、赤池４号墳は幅約２ｍの

周溝を有する直径約12ｍの円墳である。主体部は

川原石積みの横穴石室で玄室はやや胴張りを呈し

ている。石室の規模は報告書に掲載された実測図

から読み取ると、石室の羨道部前方が不明のため

現存長4.16ｍ、玄室部長さ 2.72ｍ、奥壁幅0.76ｍ、

玄室最大幅1.08ｍ、玄門部幅0.84ｍ、羨道部現存

最大幅1.0ｍ、玄門部現高0.48ｍである（図４-9）。

墳丘や横穴石室の規模からして小規模な古墳であ

る。築造時期は出土した須恵器が猿投窯のＨ－15

号窯式～Ｉ－101号窯式の小型の高杯と平瓶である

ことから７世紀前半代と考えられる。

文献にみられる古墳
　川合地区とその周辺では古墳の発掘調査例はこ

れ以外に無いが、過去に開墾等により発掘された

記録が残されている。

　明治から大正・昭和にかけて美濃加茂地域の遺

跡や古墳を調査した林魁一氏は、明治31年に「美

濃加茂郡古井村大字川合字塚原ノ古墳」（図３）、（註３）
において「（前略）塚原ト云フ所ニ圓形ノ古墳數多ア

リ其中大ナル者ハ周圍二三十間餘アリ此所ヲ開墾

セントシテ邊渡（渡邊か ・筆者注）某ノアル古墳ヲ

發掘セリ此古墳ハ楕圓形ニシテ内部ニ石槨アリ石

槨ハ丸石ニテ積ミ上ゲ蓋ハ大ナル切石ニシテ切リ口

ハ南ニアリ石槨ノ長サハ凡ソ十間巾ハ凡ソ一間ニシ

テ中央ヨリ以北ハ巾二尺許リ廣クナリ高サハ四五尺

ナリ（以下略）」と発掘時の様子を報告しており、出

土遺物については「（一）圖ノ如キ土器四個（ニ）圖ノ

如キ土器二十個餘（三）圖ノ如キコップ形ノ土器一個

高坏ノ如キ土器數個（四）圖ノ如キ土器一個曲玉一

個刀二本轡一組発見セリ」とされている。

　大正10年刊行の『美濃國加茂郡誌』 （註４）では、

「（前略）古井村下古井字塚原には十数個の円形古墳

ありたり、明治初年頃より道路の開鑿又は土地の

開墾にて漸次発掘せられ、以前に古墳累々たる山

林も現今にては畑宅地となり原形を有するもの一も

なしと云ふべく、今より明に其大を知る能はずと雖

も、大なる古墳は直径十間、高二間程あり又僅に

自然の高き所なりと思ふが如き古墳もありたり。其

古墳には大抵丸石を以って積み上げたる石槨あり或

は奥壁及び天井石のみに角ある岩石を用ひたるもの

もありたり。或一個の古墳を発掘せし時の状況によ

れば土地僅かに高く殆ど盛土なきを以て古墳と思わ

ずして農夫之を開墾したるに丸石を以て積みたる、

石槨内より壺三個偏口壺一個椀形土器二個高杯二

個褐色素焼き土器破片及び金環一個銀環二個刀一

本鉄片少量人骨等発見せり（以下略）」とされている。

いずれも正式な発掘調査ではないが、おおよその

古墳の規模や石室の形態、副葬品の内容などがわ

かる報告である。

　これらの記述内容からふたつの古墳の年代を考

えてみると、古井村大字川合字塚原の古墳から出

土した遺物では、刀や轡などの馬具類の副葬は美

濃地域では６世紀末～７世紀初頭頃までの古墳に

みることができ、直口壺や広口鉢の副葬は７世紀

前半代まで、そして平瓶は７世紀初め頃から副葬が

始まり、７世紀後半になると胴部の形態が丸味の

ない直線的な小型品が多くなる。そして古井村下古

井字塚原の古墳から出土した「偏口壺」は現在の「提
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瓶」、あるいは「横瓶」のことであり、６世紀後半か

ら7世紀前半の古墳から出土する例が多い。こうし

たことから、ふたつの古墳の年代は６世紀後半から

７世紀前半までの時期が考えられる。

川原石積み横穴石室について
　少ない例ではあるがこれまで川合地区周辺で時

期が判明、あるいは想定できる古墳はほぼ６世紀

後半から７世紀前半代に築造されたと考えられ

る。そして林魁一氏の「石槨ハ丸石ニテ積ミ上ゲ

蓋ハ大ナル切石ニシテ切リ口ハ南ニアリ」という

記述や『美濃國加茂郡誌』の「大抵丸石を以って積

み上げたる石槨あり」という記述から、ふたつの

古墳の内部主体は赤池４号墳と同様な川原石積み

横穴石室であった可能性が高い。「丸石」とは丸み

の強い「川原石」のことで、大きさが 30㎝から１

ｍほどの木曽川中流域に豊富に産する石材のこと

である。

　川原石積み横穴石室は、川原石の小口面を壁面

に揃えて積み上げ、石と石との隙間に大小の川原石

を込めて間隙を無くするようにしているため、一見、

乱雑な積み方にも見える。石室内から眺めると壁

面から丸い川原石が突き出しているかのようである。

木曽川中流域では美濃加茂市、可児市、各務原市、

そして愛知県犬山市、一宮市に分布しており（図２）、

赤池４号墳に類似する例としては各務原市大牧２号

墳がある（図４-10）（註５）。

　川原石積み横穴石室は、多くの場合、玄室の側

壁が湾曲した胴張りを呈しており、玄室と羨道部の

間に前室を設ける複室構造も知られている。複室

構造の例としては可児市稲荷塚１号噴（図4-7）・2号

墳や次郎兵衛塚3・5号墳（註６）、各務原市大牧３号

墳（図4-11）（註７）、愛知県犬山市坂下1号墳（註８）、愛

知県一宮市浅井神社古墳（図4-6）（註９）がある。

　川原石積み横穴石室の築造時期は、猿投窯の蝮

ケ池窯式の蓋杯が出土した大牧5号墳が古い例であ

り（図4-4）（註10）、新しい例としては猿投窯のＩ－101

号窯式の須恵器が出土した前述の大牧２号墳がある

（註11）。なお、実測図にみられるように、時期が降

る石室は小型化するとともに胴張りもあまり目立た

なくなる。

横穴石室の石材と構築方法
　川原石積み横穴石室は河川沿岸部に所在してい

るが、しかし、石材としての川原石が豊富に存在

することだけが当該石室が出現した理由なのであ

ろうか。

　各務原市に所在する西洞山古墳群は、木曽川沿

岸の西洞山（標高97ｍ）南麓に築かれた 30基以上

からなる古墳群である（註12）。西洞山の南方は木

曽川の氾濫原が広がり、現在の木曽川はここより

南２㎞のところを流れている。堤防が整備される

江戸時代以前の木曽川流路は西洞山の南麓際まで

及んでいたと考えられるので、石材としての川原

石の入手は容易だったはずである。しかし、　発

掘された４基の古墳（３～６号墳）の内部主体は

西洞山の基盤層であるチャートの角礫を用いた横

穴石室で川原石は用いられていない。なお、３・

４・５号墳の石室は幅が狭く細長い無袖式横穴石

室だが、６号墳（図4-1）は片袖式横穴石室で玄室

の幅は広い。このことは６号墳から雲珠や轡など

の馬具類、特に雲珠が出土していることと関連す

るのかもしれない。

　石材に川原石を用いてはいるが、石室の形態や

構築方法が異なる例が美濃加茂市川合町から約４

㎞遡った飛騨川左岸加茂郡川辺町に所在する比久

見２号墳である（図4-3）（註13）。同古墳は発掘調査の

時点で墳丘は削平され周囲の畑と見分けのつかな

い状態であったが、地表面下の地山層を掘り下げて

構築された石室の基底部が遺存していた。石室は

玄室に規模の小さい羨道部が取りつく竪穴系横口

式石室で、羨道部は地上から地下の玄室床面に向

けて斜めに下る。

　石室部分は奥壁の基底部に砂岩の山石が一個体

残っていたが、全体に川原石を用いて構築されてお

り、玄室の幅は広く側壁には緩やかな張りがみられ

る。川原石は一段一段、水平に積み上げられほぼ

目地が揃っている。内部には須恵器や土師器、鉄

鏃や直刀などの武器類が副葬されていたが馬具は

存在しなかった。築造時期は出土した須恵器に型

式差があり複数回の埋葬が想定されるが、最古型

式は猿投窯の蝮ヶ池窯式に比定されることから６世

紀中葉と考えられる。
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　比久見２号墳と同様な例として、関市の長良川右

岸に所在する陽徳寺裏山古墳群がある（註14）。小高

い尾根状の丘陵先端部に立地しており全体で 19基

の古墳が確認されている。１号墳（図4-2）は主体部

が川原石積みの横穴石室で小規模な羨道部が付く

が、形態や構築方法が比久見２号墳に類似してい

る。４号墳も川原石積みであるが、１号墳よりやや

小形の無袖式横穴石室である。両古墳は出土した

須恵器から複数回の追葬が認められるが、最古型

式が猿投窯のＨ－61号窯式で６世紀前葉に築造さ

れ、６世紀末から７世紀初頭の猿投窯Ｈ－15窯式、

陶邑窯のＴＫ217号窯式まで続いたと考えられる。

　陽徳寺裏山古墳群から上流800m に位置する関

市塚原古墳群（註15）はお互いの景観を目視できる

位置にあるが、陽徳寺裏山古墳群１・４号墳とは

石室の形態や構造が異なっており、立地する場所

も河川敷に面する低地である。６世紀後半から７

世紀後半まで続いた古墳群で 37基が確認されて

いる。そのうち１号墳（図4-8）からは猿投窯のＨ

－44号窯式～Ｈ－15号窯式の須恵器が出土して

おり、同時期の木曽川中流域の川原石積み横穴石

室と同様、川原石を小口積みにする構築方法だが、

玄室の胴張りは弱くこの点が木曽川流域の川原石

積み横穴石室との違いである（註16）。

木曽川と伊勢湾を結ぶ高蔵１号墳
　石室の形態や構築方法については、同じ立地環

境であっても古墳が築造された時期や地域の違い

に被葬者やその集団の性格、階層が反映している

と考えられる。また、地域が違っても同じ形態や

構築方法の石室が造られることは、被葬者あるい

は築造集団に何らかの共通する性格があると考え

られる。６世紀後半という時期に木曽川中流域に

おいて、きわめて斉一性の強い川原石積み横穴石

室が出現したことにどのような意味があるのか、

このことについて愛知県名古屋市熱田区の高蔵１

号墳（註17）を取り上げたい。

　高蔵１号墳の内部主体である横穴石室（図4-5）

は、木曽川中流域の川原石積み横穴石室にきわめ

て類似するとともに、使われた石材も木曽川で産

出する川原石であることが注目される。しかも前

述の大牧５号墳の石室の玄室と高蔵１号墳の石室

は、平面形態と規模においてほぼ一致することが

興味深い （註18）。

　高蔵１号墳の築造時期は出土した須恵器から猿

投窯のＨ－15号窯式期で６世紀末～７世紀初頭

と考えられる。

　高蔵１号墳が所在する熱田台地は、古墳時代に

は海岸線が台地際まで達していたと考えられ、被

葬者は海上交通や漁労と関わりのある人物と考えら

れている。そしてどのような方法やルートを経たの

かは不明であるが、近隣の庄内川ではなく、わざわ

ざ木曽川の川原石を用いて同じ形態の石室を構築し

ていることは、被葬者が木曽川中流域と深い関わり

を有していた可能性が高いといえよう（註19）。

古墳時代後期の木曽川中流域
　美濃加茂市の川合地区は木曽川と飛騨川の合流

点であり、平安時代の『和名類聚抄』に記された美

濃國賀茂郡「亘理郷」に比定されている。また木曽

川対岸の可児市川合地区も同様に可児郡「亘理郷」

の比定地であり、「亘理」とは「渡り」のことで川の渡

河地点や渡し場を表すと考えられる。なお、　可児

市川合地区と対岸の美濃加茂市下米田地区の遺跡

からは７～８世紀代の製塩土器が多く出土しており、

伊勢湾で生産された塩が川を遡って陸揚げされた

地点であった可能性が高い（註20）。そして時代は下る

が、中世から近世、近代にかけて、愛知県一宮市、

犬山市、岐阜県各務原市、美濃加茂市、可児市の

木曽川中流域一帯は、筏流しや舟運、渡船によっ

て密接に結ばれていた地域なのである。

　こうした木曽川の水上交通の要地において、６世

紀後半から７世紀にかけて流域全体で数百基に及

ぶと思われる川原石積み横穴石室墳が築かれ、そ

のなかで大牧古墳群の大牧１号墳（全長約45m、註５
に同じ）、同じくふな塚古墳（全長約45m、註21）が木

曽川沿岸を代表する最後の前方後円墳として出現し

ている。

　大牧１号墳は後円部に畿内型両袖式横穴石室を

有し、チャートや硬質砂岩の大型山石からなる玄室

には木曽川流域最大の組合せ式家形石棺を納めて

いた。副葬品には須恵器のほか鞍金具や雲珠、杏
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瓶」、あるいは「横瓶」のことであり、６世紀後半か

ら7世紀前半の古墳から出土する例が多い。こうし

たことから、ふたつの古墳の年代は６世紀後半から

７世紀前半までの時期が考えられる。

川原石積み横穴石室について
　少ない例ではあるがこれまで川合地区周辺で時

期が判明、あるいは想定できる古墳はほぼ６世紀

後半から７世紀前半代に築造されたと考えられ

る。そして林魁一氏の「石槨ハ丸石ニテ積ミ上ゲ

蓋ハ大ナル切石ニシテ切リ口ハ南ニアリ」という

記述や『美濃國加茂郡誌』の「大抵丸石を以って積

み上げたる石槨あり」という記述から、ふたつの

古墳の内部主体は赤池４号墳と同様な川原石積み

横穴石室であった可能性が高い。「丸石」とは丸み

の強い「川原石」のことで、大きさが 30㎝から１

ｍほどの木曽川中流域に豊富に産する石材のこと

である。

　川原石積み横穴石室は、川原石の小口面を壁面

に揃えて積み上げ、石と石との隙間に大小の川原石

を込めて間隙を無くするようにしているため、一見、

乱雑な積み方にも見える。石室内から眺めると壁

面から丸い川原石が突き出しているかのようである。

木曽川中流域では美濃加茂市、可児市、各務原市、

そして愛知県犬山市、一宮市に分布しており（図２）、

赤池４号墳に類似する例としては各務原市大牧２号

墳がある（図４-10）（註５）。

　川原石積み横穴石室は、多くの場合、玄室の側

壁が湾曲した胴張りを呈しており、玄室と羨道部の

間に前室を設ける複室構造も知られている。複室

構造の例としては可児市稲荷塚１号噴（図4-7）・2号

墳や次郎兵衛塚3・5号墳（註６）、各務原市大牧３号

墳（図4-11）（註７）、愛知県犬山市坂下1号墳（註８）、愛

知県一宮市浅井神社古墳（図4-6）（註９）がある。

　川原石積み横穴石室の築造時期は、猿投窯の蝮

ケ池窯式の蓋杯が出土した大牧5号墳が古い例であ

り（図4-4）（註10）、新しい例としては猿投窯のＩ－101

号窯式の須恵器が出土した前述の大牧２号墳がある

（註11）。なお、実測図にみられるように、時期が降

る石室は小型化するとともに胴張りもあまり目立た

なくなる。

横穴石室の石材と構築方法
　川原石積み横穴石室は河川沿岸部に所在してい

るが、しかし、石材としての川原石が豊富に存在

することだけが当該石室が出現した理由なのであ

ろうか。

　各務原市に所在する西洞山古墳群は、木曽川沿

岸の西洞山（標高97ｍ）南麓に築かれた 30基以上

からなる古墳群である（註12）。西洞山の南方は木

曽川の氾濫原が広がり、現在の木曽川はここより

南２㎞のところを流れている。堤防が整備される

江戸時代以前の木曽川流路は西洞山の南麓際まで

及んでいたと考えられるので、石材としての川原

石の入手は容易だったはずである。しかし、　発

掘された４基の古墳（３～６号墳）の内部主体は

西洞山の基盤層であるチャートの角礫を用いた横

穴石室で川原石は用いられていない。なお、３・

４・５号墳の石室は幅が狭く細長い無袖式横穴石

室だが、６号墳（図4-1）は片袖式横穴石室で玄室

の幅は広い。このことは６号墳から雲珠や轡など

の馬具類、特に雲珠が出土していることと関連す

るのかもしれない。

　石材に川原石を用いてはいるが、石室の形態や

構築方法が異なる例が美濃加茂市川合町から約４

㎞遡った飛騨川左岸加茂郡川辺町に所在する比久

見２号墳である（図4-3）（註13）。同古墳は発掘調査の

時点で墳丘は削平され周囲の畑と見分けのつかな

い状態であったが、地表面下の地山層を掘り下げて

構築された石室の基底部が遺存していた。石室は

玄室に規模の小さい羨道部が取りつく竪穴系横口

式石室で、羨道部は地上から地下の玄室床面に向

けて斜めに下る。

　石室部分は奥壁の基底部に砂岩の山石が一個体

残っていたが、全体に川原石を用いて構築されてお

り、玄室の幅は広く側壁には緩やかな張りがみられ

る。川原石は一段一段、水平に積み上げられほぼ

目地が揃っている。内部には須恵器や土師器、鉄

鏃や直刀などの武器類が副葬されていたが馬具は

存在しなかった。築造時期は出土した須恵器に型

式差があり複数回の埋葬が想定されるが、最古型

式は猿投窯の蝮ヶ池窯式に比定されることから６世

紀中葉と考えられる。
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葉、辻金具、轡、鐙などの馬具、挂甲、鋒、鉄鏃、

刀子などの武具・武器類、そしてガラス製玉類やト

ンボ玉、銀製空玉、金環などがあり、盗掘を受け

てはいたが豊富な内容を示していた。築造時期は

玄室から出土した須恵器の長脚無蓋高杯と𤭯𤭯が陶

邑窯のＴＫ４３型式～ＴＫ２０９型式、後円部盛土

最下層、或いは墳丘下黒色土層中から出土した須恵

器蓋杯や𤭯𤭯が猿投窯Ｈ－４４号窯式からＨ－１５号

窯式に比定できるので６世紀後葉代と考えられる。

　もう一方のふな塚古墳は、前方部と後円部にそ

れぞれ内部主体部を有する古墳である。後円部は

大正時代から昭和初期にかけて破壊を受け内部主

体も滅失しているが、その際に出土した馬具の杏

葉は、透かし彫りの双鳳文と蟠龍文の優品で６世

紀後半には下らないとされている。一方、前方部

には木曽川に向けて開口する川原石積み横穴石室

が検出されており、玄室には組合せ式家形石棺が

納められていた。玄室の天井は硬質砂岩の山石が

用いられていたが、側壁は玄室・羨道部・前庭

部に至るまですべて川原石で構築されていた。盗

掘により副葬品は土器類以外ほとんど失われてい

たが、玄室から出土した須恵器は猿投窯のＨ－

15号窯式以降である。位置からすれば後円部の

主体部が前方部より先行すると考えられるので、

後円部から出土した杏葉の型式を考え合わせると

ふな塚古墳は６世紀後半でも古い時期に築造され

たと考えられる。そうすると、ふな塚古墳は大牧

１号墳と同時期か、あるいはその先代の首長墓と

考えられる。

　このように木曽川中流域の各務原市において最

後の前方後円墳が築造されたあと、さらに上流の

可児市川合古墳群において次郎兵衛塚１号墳（註

６に同じ）が７世紀前半の大型方墳（一辺30m）と

して出現している。同古墳は二段築成の墳丘全面

が川原石の葺石で覆われており大牧１号墳と同様

に横穴石室の玄室が奥壁と天井石に山石が用いら

れ、側壁部分は大型の角張った川原石で構築され

ている。石室の規模や石材からして当地域の首長

墓にふさわしい古墳である。墳形が方墳であるこ

とは、畿内中央において前方後円墳が造られなく

なり、天皇陵や蘇我氏などの墓が大型方墳へと移

行することに連動するものと考えられる。地域は

異なるが同じ木曽川流域のなかでこうした最後の

前方後円墳から最初の大型方墳の出現という動き

については、それぞれの被葬者が古代の木曽川の

水運に関わったかどうかは明らかではないが、大

牧１号墳やふな塚古墳に納められた組合せ式家形

石棺の石材が可児地域で産する凝灰質砂岩である

ことから、両地域の間に木曽川を介してなんらか

の交流が存在したことが考えられる。さらに前述

の名古屋市高蔵１号墳の築造がふな塚古墳、大牧

１号墳、そして次郎衛塚１号噴の築造・埋葬時

期と重なることから、そこに６世紀後半代に木曽

川中流域を基盤として畿内勢力と結びつきを強

め、有力化した新興の首長層とその同族集団の存

在を想定することが可能ではないだろうか。

（わたなべ　ひろと　元各務原市埋蔵文化財調査セ

ンター所長）
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⒃  長瀬治義「第４章　古墳時代から奈良時代」『可児市史　第
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後室中央幅 1.50m、前方幅 1.08m。前室の長さは 3m、前

室奥壁幅 1.10m、前室最大幅 1.48m、前方幅 1.06m である。
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葉、辻金具、轡、鐙などの馬具、挂甲、鋒、鉄鏃、

刀子などの武具・武器類、そしてガラス製玉類やト

ンボ玉、銀製空玉、金環などがあり、盗掘を受け

てはいたが豊富な内容を示していた。築造時期は

玄室から出土した須恵器の長脚無蓋高杯と𤭯𤭯が陶

邑窯のＴＫ４３型式～ＴＫ２０９型式、後円部盛土

最下層、或いは墳丘下黒色土層中から出土した須恵

器蓋杯や𤭯𤭯が猿投窯Ｈ－４４号窯式からＨ－１５号

窯式に比定できるので６世紀後葉代と考えられる。

　もう一方のふな塚古墳は、前方部と後円部にそ

れぞれ内部主体部を有する古墳である。後円部は

大正時代から昭和初期にかけて破壊を受け内部主

体も滅失しているが、その際に出土した馬具の杏

葉は、透かし彫りの双鳳文と蟠龍文の優品で６世

紀後半には下らないとされている。一方、前方部

には木曽川に向けて開口する川原石積み横穴石室

が検出されており、玄室には組合せ式家形石棺が

納められていた。玄室の天井は硬質砂岩の山石が

用いられていたが、側壁は玄室・羨道部・前庭

部に至るまですべて川原石で構築されていた。盗

掘により副葬品は土器類以外ほとんど失われてい

たが、玄室から出土した須恵器は猿投窯のＨ－

15号窯式以降である。位置からすれば後円部の

主体部が前方部より先行すると考えられるので、

後円部から出土した杏葉の型式を考え合わせると

ふな塚古墳は６世紀後半でも古い時期に築造され

たと考えられる。そうすると、ふな塚古墳は大牧

１号墳と同時期か、あるいはその先代の首長墓と

考えられる。

　このように木曽川中流域の各務原市において最

後の前方後円墳が築造されたあと、さらに上流の

可児市川合古墳群において次郎兵衛塚１号墳（註

６に同じ）が７世紀前半の大型方墳（一辺30m）と

して出現している。同古墳は二段築成の墳丘全面

が川原石の葺石で覆われており大牧１号墳と同様

に横穴石室の玄室が奥壁と天井石に山石が用いら

れ、側壁部分は大型の角張った川原石で構築され

ている。石室の規模や石材からして当地域の首長

墓にふさわしい古墳である。墳形が方墳であるこ

とは、畿内中央において前方後円墳が造られなく

なり、天皇陵や蘇我氏などの墓が大型方墳へと移

行することに連動するものと考えられる。地域は

異なるが同じ木曽川流域のなかでこうした最後の

前方後円墳から最初の大型方墳の出現という動き

については、それぞれの被葬者が古代の木曽川の

水運に関わったかどうかは明らかではないが、大

牧１号墳やふな塚古墳に納められた組合せ式家形

石棺の石材が可児地域で産する凝灰質砂岩である

ことから、両地域の間に木曽川を介してなんらか

の交流が存在したことが考えられる。さらに前述

の名古屋市高蔵１号墳の築造がふな塚古墳、大牧

１号墳、そして次郎衛塚１号噴の築造・埋葬時

期と重なることから、そこに６世紀後半代に木曽

川中流域を基盤として畿内勢力と結びつきを強

め、有力化した新興の首長層とその同族集団の存

在を想定することが可能ではないだろうか。

（わたなべ　ひろと　元各務原市埋蔵文化財調査セ

ンター所長）
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はじめに
　美濃加茂市蜂屋町に所在の尾崎遺跡は、開析に

よって舌状台地の地形を呈した木曽川、飛騨川の

高位段丘上に展開する集落遺跡である。当該地に

は現在美濃加茂市民ミュージアムがあり、本遺跡

は、その建設に先立って、平成５年７月から14年３

月まで同市教育委員会による発掘調査が行われた。

その南では、平成４年から５年まで（財）岐阜県

文化財保護センターによる国道41号線美濃加茂

バイパス建設に伴う発掘調査が行われ、弥生時代

中期～奈良時代、中世に属する遺構が検出されて

いる（註1）。

　周辺では、南へ 0.5㎞の地点に太田大塚古墳（前

期、円墳、規模不明）、西へ 1.4㎞の地点に矢田廃

寺跡（古代）があり、南側段丘下には条里水田が確

認されている。

　本遺跡の資料に関しては、報告書刊行後も継続

している資料調査の成果を踏まえ、随時紹介を行っ

てきたが、今回は報告書には写真のみの掲載となっ

ていたものの多い 25号住居址に関わる資料に焦点

を当てて紹介したい。

25 号住居址出土資料
　25号住居址は、本遺跡の展開する舌状台地の頂

部に位置し、遺存状態の比較的良好な遺構であっ

たが、発掘調査時の測量作業の遺漏のため、報告

書に十分な遺構実測図を掲出できなかった。また、

同遺構出土資料に関しても、紙面の都合等により

写真図版のみとなっていたものが多くあり、今回改

めて実測図を掲出することとした。

　以下に各資料について述べていくが、その内須恵

器に関しては、渡辺博人氏の美濃における須恵器

編年に準拠して年代観などを加えている（註2）。

　図2、3の 1 ～ 28は、25号住居址内より、全部

ないしは一部が出土した資料である。

　1、2は、カマド部分から出土した土師器甕である。

1は推定復元口縁部径13.6cm、残存部高4.4cm と

なり、口縁部小片1と胴部破片多数があるが、底部

を欠く。図化できなかった胴部は下位ほど器肉が厚

く、1.1cm 程になる。胎土は密で、白色砂粒が多く、

黒色のガラス質粒も若干含む。焼成状態はやや良

く、二次的な被熱によりやや脆くなっている。色調

は赤褐2.5YR5/6 ～橙7.5YR6/6、一部灰5Y4/1を

呈する。調整は内外面共にナデを施す。2は推定復

元底部径4.0cm、残存部高5.1cm となり、1片で、

底部から胴部下位にかけての1/4程度の部分となる。

胎土は密で、2.0mm 程度までの砂粒を若干含む。

焼成状態はやや良く、色調は、外面で橙7.5YR6/6、

内面で黄灰2.5Y5/1 ～ 2.5Y4/1を呈する。内外面共

に平滑にナデ調整を施し、厚手で重量感がある。

　3 ～ 5は貯蔵穴内から出土し、3、4は土師器甕、

5は須恵器坏蓋である。3は底部径6.9cm、残存部

高4.1cm を測り、1片で底部から胴部下位の全体と

なる。胎土はやや密で、白色微粒と 5.0mm 程度ま

での砂粒を多量に含む。焼成状態はやや良く、色

調は外面が明赤褐2.5YR5/6 ～ 5YR5/6、内面が

暗灰黄2.5Y5/2を呈する。外面は多量の砂粒により

器面の荒れが甚だしいが、内面は砂粒が少なく比

較的平滑である。4は小片のため口縁部径が不明

であるが、12cm 程度と推測され、残存部高3.1cm

となる。口頸部の細片が多数見られる。胎土は密

で、微砂粒をやや多く含み、焼成状態は良好である。

色調は内外面が灰10Y5/1、器肉内部がにぶい橙7．

5YR7/3を呈する。5は推定復元口縁部径13.9cm、

器高3.5cm となり、口縁部3/4程度を欠く。胎土は

やや密で 7.0mm 程度までの白色砂粒を若干含み、

器肉が層状を呈する。焼成状態は良い。色調は灰

10Y6/1 ～ 5/1に灰白10Y8/1が混じる。内外面に回

転ナデ調整を施し、やや粗雑な作りである。胎土

は美濃須衛窯産のものに類似するが、技法的には

畿内系 TK217型式に併行すると見られる。紀要第3

集第3図の 8に既に報告がある（註3）。

　6 ～ 9は、住居址内北東部から出土し、6は土

師器甕、7 ～ 9は須恵器坏である。6は口縁部径

尾崎遺跡 25 号住居址出土資料について

磯 谷 祐 子
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12.3cm、底部径5.0cm、器高12.7cm を測り、口

縁から胴部の 1/4程度を欠く。胎土はやや粗く、

4.0mm 程度までの円角礫砂粒を多量に含む。焼成

状態はやや良い。色調はにぶい黄橙10YR6/4、外

面の一部で黒褐2.5Y3/1を呈する。口縁部内外面

にヨコナデ、胴部外面に縦位のハケメ、胴部内面

に不整方向のナデ調整を施す。報告書図版25の 8

に写真の掲載がある。7は推定口縁部径13.6cm と

なり、全体の 1/2程度を欠く。胎土はやや密で、白

色微砂粒少量と、白色土粒を若干含む。焼成状態

はやや甘い。色調は外面が口縁から受部の下まで

オリーブ灰2.5GY6/1、以下で灰白5Y7/1 ～灰5Y6/1

に灰白2.5Y8/2が筋状に混じる。内面は灰白5Y7/2

～灰オリーブ 5Y6/2を呈する。口縁部内側に段を

有し、外面受部下より下位に回転ヘラケズリ、その

他の部分に回転ナデ調整を施して丁寧な作りであ

る。H-61号窯式の猿投窯産とみられる。紀要第3

集第3図の 10に報告がある。8は推定復元口縁部

径13.5cm、残存部高4.7cm となり、全体の 1/2程

度を欠く。胎土は密で、2.0mm 程度までの円角礫

砂粒と白色微砂粒を多く含む。焼成状態は良好で

ある。色調は外面が暗青灰5B4/1～ 5PB5/1を呈し、

内面は青灰5PB5/1に灰白10Y7/1が筋状に混じる。

また、器肉内部では灰褐7.5YR6/2を呈する。肩部

外面と口縁部内面に稜を有し、外面肩部より上位に

回転ヘラケズリ、それ以外に回転ナデ調整を施す。

内面中央に当て具痕が見られる。陶邑窯 MT15 ～

TK10型式に併行のものと見られる。報告書図版25

の 2に写真の掲載がある。9は口縁部径12.4cm、

器高4.7cm を測り、ほぼ完形である。胎土は密で、

砂粒は少ない。焼成状態は良好である。色調は暗

青灰5B4/1 ～ 5PB4/1に灰白 N7/ が筋状に混じる。

口縁部はやや内傾気味に立ち上がってから垂直に

伸びる。底部はやや丸みを持った平底になる。内

外面共に回転ナデ調整を施し、内面中央に当て具

痕が見られる。内外面に摩耗が見られ、特に外面

腰部で顕著である。陶邑窯 TK43型式に併行と思

われるが、やや古相である。紀要第3集第3図の 9

に報告がある。

　10 ～ 12は住居址内中央部からの出土であるが、

10と12は遺構外包含層からも一部が出土している。

3点共に須恵器坏である。10は推定復元口縁部径

14.6cm、器高3.2cm を測り、口縁部1/2程度を欠く。

胎土は密で、1.0mm 程度までの砂粒を若干含み、

黒斑の溶出が少々見られる。焼成状態はやや良

い。色調は外面下半部で灰10Y5/1、一部オリーブ

黒10Y3/1、上半部で灰7.5Y6/1を呈し、内面では灰

10Y6/1に灰10Y4/1と灰白10Y7/1が混じる。外面上

位1/2程度の範囲に回転ヘラケズリ、他の部分に回

転ナデ調整を施す。扁平な形態で、外面肩部に明

瞭な稜、口縁部内面に段を有す。H-61号窯式の猿

投窯産とみられる。紀要第7集第3図の 2に報告が

ある（註4）。11は口縁部径11.8cm、器高4.6cm を測

り、ほぼ完形である。胎土はやや粗く、3.0mm 程

度までの白色円礫砂粒を多量に含み、黒斑の溶出

がやや多い。焼成状態は良い。色調は青灰5PB6/1

～ 5/1と灰 N6/ ～ 5/ の間である。口縁部内面に沈

線を有し、外面受部直下以下に回転ヘラケズリ、他

の部分に回転ナデ調整を施す。系統の異なる技法

が混在して産地は不明だが、H-61号窯式新段階～

蝮ヶ池窯式に併行すると考えられる。報告書掲載の

28号住居址出土坏身（第49図の 9）に類似している。

報告書図版25の 3に写真の掲載がある。12は推定

復元口縁部径12.5cm、残存部高3.9cm となり、全

体の 1/3程度があるが、口縁部は僅かである。胎

土はやや密で、白色微粒を若干含む。焼成状態は

やや良い。色調は全体に灰 N4/、外面の一部で暗

灰 N3/、内面で筋状に灰10Y6/1、器肉内部で灰赤

2.5YR5/2を呈する。全体に回転ナデ調整施す。や

や小型ながら、口縁部の成形は丁寧で、肩部の屈

曲が明瞭であり、9と同時期のものとみられる。内

外面共に摩耗が顕著である。紀要第3集第3図の 7

に報告がある。

　13 ～ 15は、住居址内南西部角から出土した土師

器甕である。13は底部径5.9cm、残存部高13.5cm

を測り、口縁部を欠く全体の 2/3程度がある。胎土

はやや密で、2.0mm 程度までの白色砂粒、角礫砂

粒をやや多く含む。色調はにぶい褐7.5YR5/4、外

面の一部で黒7.5YR2/1、器肉内部で褐灰10YR4/1

を呈する。報告書第49図の 6に既出の資料であ

る。14は口縁部径16.2cm、胴部径20.1cm、底部

径5.4cm、器高27.6cm を測り、ほぼ完形である。
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はじめに
　美濃加茂市蜂屋町に所在の尾崎遺跡は、開析に

よって舌状台地の地形を呈した木曽川、飛騨川の

高位段丘上に展開する集落遺跡である。当該地に

は現在美濃加茂市民ミュージアムがあり、本遺跡

は、その建設に先立って、平成５年７月から14年３

月まで同市教育委員会による発掘調査が行われた。

その南では、平成４年から５年まで（財）岐阜県

文化財保護センターによる国道41号線美濃加茂

バイパス建設に伴う発掘調査が行われ、弥生時代

中期～奈良時代、中世に属する遺構が検出されて

いる（註1）。

　周辺では、南へ 0.5㎞の地点に太田大塚古墳（前

期、円墳、規模不明）、西へ 1.4㎞の地点に矢田廃

寺跡（古代）があり、南側段丘下には条里水田が確

認されている。

　本遺跡の資料に関しては、報告書刊行後も継続

している資料調査の成果を踏まえ、随時紹介を行っ

てきたが、今回は報告書には写真のみの掲載となっ

ていたものの多い 25号住居址に関わる資料に焦点

を当てて紹介したい。

25 号住居址出土資料
　25号住居址は、本遺跡の展開する舌状台地の頂

部に位置し、遺存状態の比較的良好な遺構であっ

たが、発掘調査時の測量作業の遺漏のため、報告

書に十分な遺構実測図を掲出できなかった。また、

同遺構出土資料に関しても、紙面の都合等により

写真図版のみとなっていたものが多くあり、今回改

めて実測図を掲出することとした。

　以下に各資料について述べていくが、その内須恵

器に関しては、渡辺博人氏の美濃における須恵器

編年に準拠して年代観などを加えている（註2）。

　図2、3の 1 ～ 28は、25号住居址内より、全部

ないしは一部が出土した資料である。

　1、2は、カマド部分から出土した土師器甕である。

1は推定復元口縁部径13.6cm、残存部高4.4cm と

なり、口縁部小片1と胴部破片多数があるが、底部

を欠く。図化できなかった胴部は下位ほど器肉が厚

く、1.1cm 程になる。胎土は密で、白色砂粒が多く、

黒色のガラス質粒も若干含む。焼成状態はやや良

く、二次的な被熱によりやや脆くなっている。色調

は赤褐2.5YR5/6 ～橙7.5YR6/6、一部灰5Y4/1を

呈する。調整は内外面共にナデを施す。2は推定復

元底部径4.0cm、残存部高5.1cm となり、1片で、

底部から胴部下位にかけての1/4程度の部分となる。

胎土は密で、2.0mm 程度までの砂粒を若干含む。

焼成状態はやや良く、色調は、外面で橙7.5YR6/6、

内面で黄灰2.5Y5/1 ～ 2.5Y4/1を呈する。内外面共

に平滑にナデ調整を施し、厚手で重量感がある。

　3 ～ 5は貯蔵穴内から出土し、3、4は土師器甕、

5は須恵器坏蓋である。3は底部径6.9cm、残存部

高4.1cm を測り、1片で底部から胴部下位の全体と

なる。胎土はやや密で、白色微粒と 5.0mm 程度ま

での砂粒を多量に含む。焼成状態はやや良く、色

調は外面が明赤褐2.5YR5/6 ～ 5YR5/6、内面が

暗灰黄2.5Y5/2を呈する。外面は多量の砂粒により

器面の荒れが甚だしいが、内面は砂粒が少なく比

較的平滑である。4は小片のため口縁部径が不明

であるが、12cm 程度と推測され、残存部高3.1cm

となる。口頸部の細片が多数見られる。胎土は密

で、微砂粒をやや多く含み、焼成状態は良好である。

色調は内外面が灰10Y5/1、器肉内部がにぶい橙7．

5YR7/3を呈する。5は推定復元口縁部径13.9cm、

器高3.5cm となり、口縁部3/4程度を欠く。胎土は

やや密で 7.0mm 程度までの白色砂粒を若干含み、

器肉が層状を呈する。焼成状態は良い。色調は灰

10Y6/1 ～ 5/1に灰白10Y8/1が混じる。内外面に回

転ナデ調整を施し、やや粗雑な作りである。胎土

は美濃須衛窯産のものに類似するが、技法的には

畿内系 TK217型式に併行すると見られる。紀要第3

集第3図の 8に既に報告がある（註3）。

　6 ～ 9は、住居址内北東部から出土し、6は土

師器甕、7 ～ 9は須恵器坏である。6は口縁部径

尾崎遺跡 25 号住居址出土資料について

磯 谷 祐 子
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胎土はやや密で、3.0mm 程度までの円角礫砂粒を

多量に含む。焼成状態はやや良い。色調は外面で

褐7.5YR4/6、下位の一部でにぶい赤褐2.5YR4/4、

内面で灰黄褐10YR4/2を呈する。外面は口頸部と

底部にナデ、胴部にハケメ、内面には頸部に横位

ハケメ、他の部分にナデ調整を施す。平底で、薄

手の作りである。報告書第49図の 7に既出の資料

である。15は口縁 部 径20.4cm、胴部 径21.7cm、

残存部高18.8cm を測り、底部を欠く。胎土は密で、

2.0mm 程度までの円角礫砂粒をやや多く含む。焼

成状態はやや良い。色調はにぶい黄橙10YR6/4、

外面の一部で黒褐10YR3/1、内面は口縁部で灰黄

褐10YR6/2、下位でにぶい褐7.5YR5/4を呈する。

外面上位に斜位、下位に横位のハケメ、内面にナ

デ調整を施す。やや厚手である。紀要第3集第3図

の12に報告がある。

　16 ～ 26は住居址内南東部から一部が出土し、

16 ～ 18、23以外は遺構外包含層出土の資料と接

合関係の有るものである。16、17は土師器、18、

19は須恵器坏蓋、20、22は須恵器短頸壺、21は

須恵器直口壺、23は須恵器埦か鉢、24は須恵器𤭯𤭯、

25、26は須恵器提瓶である。16は推定復元底部

径3.4cm、残存部高1.3cm となり、胴底部の小片9

片がある。胎土は密で、2.0mm 程度までの白色円

角礫砂粒をやや多く含む。焼成状態は良好である。

色調はにぶい黄橙10YR7/3、一部で褐灰10YR4/1、

外面の一部で赤褐2.5YR4/6を呈する。内外面共に

ナデ調整を施し、厚手で、平底である。17は推定

復元底部径7.6cm、残存部高1.4cm となり、胴底

部小片15片がある。胎土はやや密で、角礫の白色

微粒を多く含む。焼成状態はやや良い。色調は外

面でにぶい赤褐2.5YR4/4、内面で褐灰7.5YR5/1

を呈する。外面は平滑にナデ、内面は不整方向の

ナデ調整を施す。18は推定復元口縁部径13.2cm、

残存部高4.1cm となり、小片7片で肩部以下の小部

分がある。胎土はやや密で、白色微粒をやや多く

と微砂粒を少量含む。焼成状態はやや不良。色調

は灰白10Y7/1 ～灰10Y6/1、外面一部で灰10Y5/1

を呈する。口縁部内面に明瞭な沈線、外面肩部に

稜と段を有し、肩部より上位に回転ヘラケズリ、他

に回転ナデ調整を施す。猿投窯蝮ヶ池窯式の頃に

併行するとみられる。19は残存部高1.4cm となり、

2片で頂部1/2程度の部分がある。胎土はやや密で、

白色微粒を少量含む。焼成状態は良い。色調は灰

白 N7/ ～灰6/と明紫灰5P7/1 ～紫灰5P6/1の間で

ある。頂部外面回転ヘラケズリ後、内外面に回転

ナデ調整を施す。破片2点共に二次的な被熱の痕

跡があり、内1点にはさらにもう一度断面から内面

にかけての被熱が見られる。蘇原6号窯式の美濃須

衛窯産の可能性がある。20は口縁部径9.3cm、胴

部径14.4cm、器高10.4cm を測り、全体の 2/3程

度の部分がある。胎土は密で、白色微粒を若干含む。

焼成状態は良い。色調は外面が灰5Y5/1、内面が

青灰5PB5/1 ～灰 N5/ を呈し、筋状に灰白 N7/ が

混じる。肩部が張り、口縁部は直立して、端部が

微かに内弯気味になる。底部に回転ヘラケズリ、

他の部分に回転ナデ調整を施し丁寧な作りである。

H-115号窯式の猿投窯もしくは尾北窯産とみられ

る。報告書第66図の 9に既出の資料である。21は

推定復元口縁部径8.0cm、同胴部径13.1cm、器高

10.3cm となり、全体の 1/3程度の部分がある。胎

土は密で、白色微粒を若干含む。焼成状態は良い。

色調は外面が灰10Y6/1、内面が灰10Y6/1 ～ 7/1の

間を呈する。肩部がやや丸みを持って張り、口頸部

は直立して 20に類似の形状を呈するが、やや長い。

外面は頸部中位に 2条の沈線、胴部上半部に回転

カキメ調整、以下に回転ヘラケズリ調整を施し、内

面は回転ナデ調整を施す。口縁端部、外面肩部以下、

内面底部の摩耗が顕著である。20と同時期のもの

である。22は推定復元胴部径15．8cm、残存部高

7.7cm となり、胴部1/4程度の部分がある。胎土は

やや密で、1.0mm 程度までの白色粒をやや多く含

み、微砂粒も若干含む。焼成状態はやや不良である。

色調は外面が灰10Y6/1、内面は灰 N4/ ～暗灰 N3/

を呈する。肩部外面に 1条の沈線を有し、内外面共

に回転ナデ調整を施す。内面全体が黒く変色して

いる。20と同時期のものである。23は推定復元口

縁部径20.4cm となり、口縁部小片、底部片各1点

がある。胎土は密で、白色微粒、微砂粒をやや多

く含む。焼成状態は不良である。色調は口縁部外

面が明褐灰5YR7/2、一部黄灰2.5Y6/1、内面が明

褐灰5YR7/1で赤褐10R5/3が筋状に混じる。底部
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は外面が灰白10YR8/2と赤10R4/6が混じる浅黄橙

7.5YR8/3、内面は灰黄褐10YR6/2を呈する。口縁

部内面に浅いが明瞭な沈線、外面中位に鋭い稜を

有し、底部外面に回転ヘラケズリ調整後、全体に

回転ナデ調整を施す。焼成は甘いが、成形技術は

確かで丁寧な作りになっており、粗悪品と言うより、

意図的に軟質に仕上げていた可能性もある。24は

胴部径9.4cm を測り、口縁部直下から胴部の 1/2

程度の部分がある。胎土はやや密で、白色微粒を

若干含む。焼成状態はやや不良である。色調は外

面頸部で青灰5B6/1、それ以外で灰10Y6/1を呈し、

外面一部に灰オリーブ 5Y4/2の自然釉が見られる。

口縁部直下、頸部、肩部に沈線を有するが、文様

は見られない。胴部外面下半部に回転ヘラケズリ調

整、他に回転ナデ調整を施す。やや作りが甘く厚

手である。陶邑窯 TK217型式古段階に併行すると

みられる。25は残存部高18.3cm となり、口頸部と

胴部の1/4程度を欠く。胎土はやや密で、白色微粒

と円角礫微砂粒を若干含み、微細な黒斑の溶出が

若干見られる。焼成状態は良い。色調は外面で黄

灰2.5Y5/1 ～ 6/1、内面で灰白7.5Y7/1 ～灰7.5Y6/1

を呈する。胴部が丸く張りを持ち、一方の面が平ら

になって、口頸部の径は大きい。外面には平行タタ

キの後、沈線で区画した文様帯を残して回転ナデ

調整を施し、内面には不整方向のナデ調整を行う。

外面全体に摩耗が顕著である。文様帯を持つのは

美濃、尾張の製品の特徴であり、H-115号窯式に

併行するとみられる。26は口縁部径5.8cm、器高

16.3cm を測り、胴部の一部と把手を欠く。胎土は

やや密で、3.0mm 程度までの角礫白色粒をやや多

く含む。焼成状態は良い。色調は青灰5PB5/1と灰

白10Y7/1が互層を為し、一部で灰10Y4/1を呈する。

口頸部中位に粗雑な沈線を有し、華奢な把手がつ

く。外面の一面に回転ヘラケズリ調整、他に回転

ナデ調整を施す。内面に焼成時の剥離痕が多く見

られる。H-115号窯式の尾張産とみられる。

　27、28は 25号住居址内覆土からの出土で、27

は須恵器長脚二段無蓋高坏、28は須恵器坏身であ

る。27は推定復元口縁部径11.0cm、残存部高2.7cm

となり、口縁部～腰部の小片である。胎土はやや

密で、白色微粒、微砂粒を若干含み、黒斑の溶出

が若干見られる。焼成状態は良好で堅緻な仕上が

りである。色調は外面で灰10Y6/1 ～ 5/1、内面で

灰 N6/、口縁端部付近で灰 N5/ を呈する。口縁部

内面に微かな段、中位外面に鋭い稜を有し、全体

に回転ナデ調整を施す。TK217型式併行とみられ

る。28は推定復元口縁部径11.0cm、残存部高2.9cm

となり、口縁部～腰部の小片である。胎土はやや

密で、1.5mm 程度までの白色砂粒を少量含む。色

調は外面で灰10Y6/1に灰白7.5Y8/2と暗灰 N3/ が

筋状に混じり、内面で灰 N6/ に灰白10Y7/1が筋状

に混じる。口縁部は内傾気味に立ち上がってから垂

直になり、受け部は横方向に小さく出る。外面腰部

以下に回転ヘラケズリ調整、他に回転ナデ調整を施

す。口縁端部に若干の摩耗が見られる。H-115号

窯式に併行するとみられ、胎土は猿投窯産のもの

に類似するが、技法的に畿内系の要素が見られる。

　なお本住居址からは、今回紹介の資料以外に、

紀要第16集の 22の須恵器無蓋高坏と報告書図版

37の 2の須恵器甕の一部が出土しているが、高坏

に関しては重複となるので割愛した。甕については、

いずれ稿を改めて紹介したい。

25 号住居址の遺構について
　前述のごとく、25号住居址については遺構実測

図の不備のため、報告書に十分な図が掲出できず、

南西部角の遺物出土状況のみの掲載となっていた。

　 今 回、 図4に遺 構 全 体 の 平 面 図 および 断 面

図、各部の断面図を掲出しているが、これは遺

構内の遺物出土状況を検討するにあたって参考

に資するために、一部概略を復元して加筆したも

のである。平面図中の破線部分がそれに該当す

る。また、貯蔵穴と柱穴の断面図は実測による

が、セクション ・ポイントの記録を欠いている。

　規模などについては報告書に記載があるので、こ

こでは繰り返さず、覆土の状態に関して説明を加え

るにとどめたい。

　住居址全体の覆土では、1から13までの主たる

層位が認められた。1は黄褐色土で、砂礫はあまり

含まず、やや軟らかい。2は暗褐色土に橙褐色土が

混じり、2.0cm 程度までの砂礫が多く、焼土、焼

礫、炭化物もやや多く含んで、やや硬い。3は暗褐
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胎土はやや密で、3.0mm 程度までの円角礫砂粒を

多量に含む。焼成状態はやや良い。色調は外面で

褐7.5YR4/6、下位の一部でにぶい赤褐2.5YR4/4、

内面で灰黄褐10YR4/2を呈する。外面は口頸部と

底部にナデ、胴部にハケメ、内面には頸部に横位

ハケメ、他の部分にナデ調整を施す。平底で、薄

手の作りである。報告書第49図の 7に既出の資料

である。15は口縁 部 径20.4cm、胴部 径21.7cm、

残存部高18.8cm を測り、底部を欠く。胎土は密で、

2.0mm 程度までの円角礫砂粒をやや多く含む。焼

成状態はやや良い。色調はにぶい黄橙10YR6/4、

外面の一部で黒褐10YR3/1、内面は口縁部で灰黄

褐10YR6/2、下位でにぶい褐7.5YR5/4を呈する。

外面上位に斜位、下位に横位のハケメ、内面にナ

デ調整を施す。やや厚手である。紀要第3集第3図

の12に報告がある。

　16 ～ 26は住居址内南東部から一部が出土し、

16 ～ 18、23以外は遺構外包含層出土の資料と接

合関係の有るものである。16、17は土師器、18、

19は須恵器坏蓋、20、22は須恵器短頸壺、21は

須恵器直口壺、23は須恵器埦か鉢、24は須恵器𤭯𤭯、

25、26は須恵器提瓶である。16は推定復元底部

径3.4cm、残存部高1.3cm となり、胴底部の小片9

片がある。胎土は密で、2.0mm 程度までの白色円

角礫砂粒をやや多く含む。焼成状態は良好である。

色調はにぶい黄橙10YR7/3、一部で褐灰10YR4/1、

外面の一部で赤褐2.5YR4/6を呈する。内外面共に

ナデ調整を施し、厚手で、平底である。17は推定

復元底部径7.6cm、残存部高1.4cm となり、胴底

部小片15片がある。胎土はやや密で、角礫の白色

微粒を多く含む。焼成状態はやや良い。色調は外

面でにぶい赤褐2.5YR4/4、内面で褐灰7.5YR5/1

を呈する。外面は平滑にナデ、内面は不整方向の

ナデ調整を施す。18は推定復元口縁部径13.2cm、

残存部高4.1cm となり、小片7片で肩部以下の小部

分がある。胎土はやや密で、白色微粒をやや多く

と微砂粒を少量含む。焼成状態はやや不良。色調

は灰白10Y7/1 ～灰10Y6/1、外面一部で灰10Y5/1

を呈する。口縁部内面に明瞭な沈線、外面肩部に

稜と段を有し、肩部より上位に回転ヘラケズリ、他

に回転ナデ調整を施す。猿投窯蝮ヶ池窯式の頃に

併行するとみられる。19は残存部高1.4cm となり、

2片で頂部1/2程度の部分がある。胎土はやや密で、

白色微粒を少量含む。焼成状態は良い。色調は灰

白 N7/ ～灰6/と明紫灰5P7/1 ～紫灰5P6/1の間で

ある。頂部外面回転ヘラケズリ後、内外面に回転

ナデ調整を施す。破片2点共に二次的な被熱の痕

跡があり、内1点にはさらにもう一度断面から内面

にかけての被熱が見られる。蘇原6号窯式の美濃須

衛窯産の可能性がある。20は口縁部径9.3cm、胴

部径14.4cm、器高10.4cm を測り、全体の 2/3程

度の部分がある。胎土は密で、白色微粒を若干含む。

焼成状態は良い。色調は外面が灰5Y5/1、内面が

青灰5PB5/1 ～灰 N5/ を呈し、筋状に灰白 N7/ が

混じる。肩部が張り、口縁部は直立して、端部が

微かに内弯気味になる。底部に回転ヘラケズリ、

他の部分に回転ナデ調整を施し丁寧な作りである。

H-115号窯式の猿投窯もしくは尾北窯産とみられ

る。報告書第66図の 9に既出の資料である。21は

推定復元口縁部径8.0cm、同胴部径13.1cm、器高

10.3cm となり、全体の 1/3程度の部分がある。胎

土は密で、白色微粒を若干含む。焼成状態は良い。

色調は外面が灰10Y6/1、内面が灰10Y6/1 ～ 7/1の

間を呈する。肩部がやや丸みを持って張り、口頸部

は直立して 20に類似の形状を呈するが、やや長い。

外面は頸部中位に 2条の沈線、胴部上半部に回転

カキメ調整、以下に回転ヘラケズリ調整を施し、内

面は回転ナデ調整を施す。口縁端部、外面肩部以下、

内面底部の摩耗が顕著である。20と同時期のもの

である。22は推定復元胴部径15．8cm、残存部高

7.7cm となり、胴部1/4程度の部分がある。胎土は

やや密で、1.0mm 程度までの白色粒をやや多く含

み、微砂粒も若干含む。焼成状態はやや不良である。

色調は外面が灰10Y6/1、内面は灰 N4/ ～暗灰 N3/

を呈する。肩部外面に 1条の沈線を有し、内外面共

に回転ナデ調整を施す。内面全体が黒く変色して

いる。20と同時期のものである。23は推定復元口

縁部径20.4cm となり、口縁部小片、底部片各1点

がある。胎土は密で、白色微粒、微砂粒をやや多

く含む。焼成状態は不良である。色調は口縁部外

面が明褐灰5YR7/2、一部黄灰2.5Y6/1、内面が明

褐灰5YR7/1で赤褐10R5/3が筋状に混じる。底部
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色土で、2、5より暗く、赤土が混じらない。1.5cm

程度までの砂礫をやや多く含む。4は 3よりやや明

るく、0.8cm 程度までの砂粒をやや多く含む。5は

暗褐色土で、砂礫を含み、炭化物、焼土もやや多

く含む。6は暗褐色土で、5に似るが砂礫が小さく少

ない。焼土、炭化物を若干含み、やや硬い。7は 6

より暗いが類似しており、やや硬い。8は茶褐色土

で、2より赤みが強く、10より暗い。1.0cm 程度ま

での砂礫がやや多く、炭化物、焼土粒も少量含む。

9は 8より暗く、1.0cm 程度までの砂礫をやや多く

含んで 2に類似し、硬く締まる。10は黄茶褐色土で、

2.0cm 程度までの砂礫を多く含み、炭化物、焼土

細粒も若干含んで、硬く締まる。11は暗褐色土で、

0.7cm 程度までの砂礫、0.7cm 程度までの炭化物

粒、焼土粒を多く含み、やや軟らかい。12は 2に

類似するが暗く、やや大きな炭化物粒を含み、1と

同程度の硬さである。13は 12より明るく、1.0cm

程度までの砂礫を多くと、焼土粒、炭化物粒を若

干含み、12 より硬い。

　カマド部分では、1から 6までの主たる層位が認

められた。1は暗茶褐色土で、2.5cm 程度までの砂

礫を多く含み、やや硬く粘性がある。2は暗褐色土

で、0.5cm 程度までの白色砂粒、やや大型の炭化

物粒、焼土小ブロックを多く含み、やや硬く粘性が

ある。3は暗褐色土で 2より明るく、2.0cm 程度ま

での砂礫、炭化物粒を若干含む。4は黄茶褐色土で、

1.0cm 程度までの砂礫を多くと炭化物細粒、焼土

細粒を少量含み、硬く粘性がある。5は黄褐色土で、

1.5cm 程度までの白色砂礫を多量に含み、硬く粘

性がある。6は暗褐色土で、2.0cm 程度までの砂礫、

炭化物細粒、焼土細粒を多く含み、やや硬く、や

や粘性がある 。

　貯蔵穴では 1から 5までの層位が認められた。1

は茶褐色土に黄色土が若干混じり、1.5cm 程度ま

での砂礫を多くと炭化物を若干含む。やや硬く締

まり、粘性がある。2は 1より黄色みが強く明るい。

1.0cm 程度までの砂礫を多く含み、炭化物はあま

り含まない。3は暗茶褐色土で、1、2より暗く、0.5cm

程度までの砂粒をやや多く含む。炭化物も若干含

むが、1より小さく少ない。やや硬く、粘性がある。

4は暗褐色土で、黄色土が若干混じるが、1 ～ 3よ

り暗い。0.5cm 程度までの砂粒をやや多くと炭化

物粒を若干含む。やや硬く粘性がある。5は暗黄褐

色土で 2より明るく、2.0cm 程度までの砂礫を多く

と 0.5cm 程度までの炭化物粒を若干含む。やや硬

く粘性がある。

　柱穴ではそれぞれ 1、2の層位が認められた。

１は柱痕部分で、暗褐色土に 1.0cm 程度までの砂

礫を多く含む。2は黄褐色土で、1.5cm 程度までの

砂礫を多く含む。

出土状況
　図5には、25号住居址における遺物の出土状況

を平面および立面で示している。図中の数字は図

版での番号、▲は土師器、●、○は須恵器であり、

そのうち○は住居址外の包含層や他の遺構にも破

片の分布が認められた個体を表している。なお垂

直分布については、南北方向では東から、東西方

向では南から見通した状況となっている。

　また、図6の上半に住居址外出土の破片と接合関

係のある資料について、その分布状況を示している。

ここでも数字は図版での番号であり、今回掲載しな

い高坏は▲、甕は●で表している。

　まず、平面分布から住居址内の遺物出土状況を

概観すると、いくつかのグループに区分が可能であ

ると思われる。すなわち、カマド部分（1、2）、貯

蔵穴内（3 ～ 5）、住居址北東部（6 ～ 9）、同中央部

（10 ～ 12）、同南西部角（13 ～ 15）、同南東部（16

～ 26）である。以下、その区分に沿って述べていき

たい。

　1、2はカマド内から出土しており、25号住居址

の構築時ないしは廃絶時、すなわち住居の存続時

における遺物であると判断して差し支えないと考え

られる。

　貯蔵穴内の資料3 ～ 5のうち、3は貯蔵穴床面直

上からの出土であり、住居に伴うものと考えられる

が、その他は上層から一部破片が出土したのみで

あった事から、遺構に伴うとは考えがたい。5につ

いては、北東方向に約12m 離れた小グリッド出土

の破片と接合している。

　6 ～ 9は住居址内北東部からまとまりを持って出

土しており、遺構外への拡がりは認められない。6
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～ 9共に床面直上からの出土で、特に 8は壁際の

最も低い位置から出土している。そのような状況か

ら、これらの資料は本住居址の存続時、もしくはそ

れに極めて近接した時期の遺物である蓋然性が高

いと思われる。

　10 ～ 12は住居址内中央部にやや散在しており、

10、11はほぼ床面直上、12は覆土第2層と第5層の

境界辺りからの出土である。10、12は遺構外にも

広がり、10は住居址から南西方向に約10m の範囲

に、12は 25号住居址を通る北東－南西方向の直

線上に約40m の間隔を置いて出土している。当該

区域の資料については、遺構外の分布の在り方が

南東部出土の資料とは傾向を異にする。

　13 ～ 15は住居址南西部角から一括して出土して

おり、その位置は貯蔵穴とも近接している。その場

に設置、もしくは投棄された状況を示していると考

えられる。

　16 ～ 26は住居址内南東部からまとまって出土し

ており、遺構外への広がりを持つものが殆どである。

遺構外との接合関係の見出せなかったものも、そ

れ自体が小片であり、住居に伴う遺物とは断じがた

い。16 ～ 26全般に、壁付近では覆土中の高い位

置での出土、遺構中央部寄りでは床面付近での出

土と言う傾向が認められる。16 ～ 18、23について

は遺構外遺物との接合関係は不明である。19は住

居址から北へ約6m の破片と接合した。20は住居

址の東約10 ～ 22m の範囲に破片の分布の中心が

あり、一部がその西側で南北約42m の範囲に散在

している。21は住居址からの検出は破片1点のみで

あり、分布の中心は東約20m にある。22は住居址

と東北東約16m、その北約10m の 3地点に分かれ

て検出された。24は住居址と東約20 ～ 30m に分

かれて分布し、一部両地点の中間からも検出された。

25は住居址の東北東約20m 周辺に分布の中心があ

り、一部が北～西方に散らばっている。26は住居

址と東約20m に分布の中心があり、一部がその周

囲南北約58m の範囲に散在している。

　27、28は 25号住居址の覆土中からの出土であ

るが、位置は不明である。

　▲の高坏は住居址内から 5点の破片が検出され、

住居址の北東から南東の南北約46m、東西約32m

の範囲に分布している。●の甕は住居址内から 4点

の破片が検出され、分布の中心は住居址の東約10

～ 26m にあって、全体では南北約72m、東西約

54m の範囲に散在している。

尾崎遺跡における 25号住居址の位置
　ここからは、以上に見てきた状況から読み取りう

る事柄について、若干の所見を述べたい。

　尾崎遺跡の展開する舌状台地の調査区部分は、

西に向かって開析された小規模な谷によって、南北

に二分されている。今回紹介した 25号住居址は、

その内の北半部の中央付近、台地頂部の最も高い

位置に存在した遺構である。遺存状態の良好さも

さることながら、その構造も、本遺跡内においては

比較的整ったものであった。

　25号住居址の遺構自体に伴うと考えられる最

も確かな遺物は、カマド部分出土の 1、2である。

その時期を検討するにあたり、周辺の遺跡の報告

を参照したところ、１に比較的類似した形態のも

のが、恵那市の花無山遺跡（大野吾遺跡）に認め

られた（註5）。その時期は、当該遺跡の時期区分に

おけるⅡ期－2が近いと思われる。Ⅱ期－3に MT15

～ TK10型式の時期の年代観が与えられているの

で、その直前の時期となるであろうか。土師器とし

ては宇田式併行期に当たる。

　貯蔵穴内出土の 3は同じく花無山遺跡Ⅱ期－3に

近いものと考えられ、住居に伴う可能性があるが、4、

5は後世の流れ込みであろう。

　住居址北東部の内、特にまとまりを持って出土

した 7、8は渡辺編年の概ね 2型式、即ち猿投窯

H-61号窯式、陶邑窯 MT15 ～ TK10型式の時期に

相当し、住居に伴う可能性が高い。9はそれに比べ

散在的であり、住居址内南部にも一部の破片が検

出されている。また、3 ～ 4型式と時期も若干降る

ものとみられる事から、住居の廃絶時もしくはその

直後に投棄された遺物と見るべきであろう。

　住居址中央部出土の内、10と12は投棄の様相と

見られる。ただし、10は 7、8とほぼ同時期とみて

差し支えないものであり、12は 9と同時期のものと

認められる。また、11はまとまりを持って出土して

おり、遺構外への広がりも認められないが、12と

32—　 　—

色土で、2、5より暗く、赤土が混じらない。1.5cm

程度までの砂礫をやや多く含む。4は 3よりやや明

るく、0.8cm 程度までの砂粒をやや多く含む。5は

暗褐色土で、砂礫を含み、炭化物、焼土もやや多

く含む。6は暗褐色土で、5に似るが砂礫が小さく少

ない。焼土、炭化物を若干含み、やや硬い。7は 6

より暗いが類似しており、やや硬い。8は茶褐色土

で、2より赤みが強く、10より暗い。1.0cm 程度ま

での砂礫がやや多く、炭化物、焼土粒も少量含む。

9は 8より暗く、1.0cm 程度までの砂礫をやや多く

含んで 2に類似し、硬く締まる。10は黄茶褐色土で、

2.0cm 程度までの砂礫を多く含み、炭化物、焼土

細粒も若干含んで、硬く締まる。11は暗褐色土で、

0.7cm 程度までの砂礫、0.7cm 程度までの炭化物

粒、焼土粒を多く含み、やや軟らかい。12は 2に

類似するが暗く、やや大きな炭化物粒を含み、1と

同程度の硬さである。13は 12より明るく、1.0cm

程度までの砂礫を多くと、焼土粒、炭化物粒を若

干含み、12 より硬い。

　カマド部分では、1から 6までの主たる層位が認

められた。1は暗茶褐色土で、2.5cm 程度までの砂

礫を多く含み、やや硬く粘性がある。2は暗褐色土

で、0.5cm 程度までの白色砂粒、やや大型の炭化

物粒、焼土小ブロックを多く含み、やや硬く粘性が

ある。3は暗褐色土で 2より明るく、2.0cm 程度ま

での砂礫、炭化物粒を若干含む。4は黄茶褐色土で、

1.0cm 程度までの砂礫を多くと炭化物細粒、焼土

細粒を少量含み、硬く粘性がある。5は黄褐色土で、

1.5cm 程度までの白色砂礫を多量に含み、硬く粘

性がある。6は暗褐色土で、2.0cm 程度までの砂礫、

炭化物細粒、焼土細粒を多く含み、やや硬く、や

や粘性がある 。

　貯蔵穴では 1から 5までの層位が認められた。1

は茶褐色土に黄色土が若干混じり、1.5cm 程度ま

での砂礫を多くと炭化物を若干含む。やや硬く締

まり、粘性がある。2は 1より黄色みが強く明るい。

1.0cm 程度までの砂礫を多く含み、炭化物はあま

り含まない。3は暗茶褐色土で、1、2より暗く、0.5cm

程度までの砂粒をやや多く含む。炭化物も若干含

むが、1より小さく少ない。やや硬く、粘性がある。

4は暗褐色土で、黄色土が若干混じるが、1 ～ 3よ

り暗い。0.5cm 程度までの砂粒をやや多くと炭化

物粒を若干含む。やや硬く粘性がある。5は暗黄褐

色土で 2より明るく、2.0cm 程度までの砂礫を多く

と 0.5cm 程度までの炭化物粒を若干含む。やや硬

く粘性がある。

　柱穴ではそれぞれ 1、2の層位が認められた。

１は柱痕部分で、暗褐色土に 1.0cm 程度までの砂

礫を多く含む。2は黄褐色土で、1.5cm 程度までの

砂礫を多く含む。

出土状況
　図5には、25号住居址における遺物の出土状況

を平面および立面で示している。図中の数字は図

版での番号、▲は土師器、●、○は須恵器であり、

そのうち○は住居址外の包含層や他の遺構にも破

片の分布が認められた個体を表している。なお垂

直分布については、南北方向では東から、東西方

向では南から見通した状況となっている。

　また、図6の上半に住居址外出土の破片と接合関

係のある資料について、その分布状況を示している。

ここでも数字は図版での番号であり、今回掲載しな

い高坏は▲、甕は●で表している。

　まず、平面分布から住居址内の遺物出土状況を

概観すると、いくつかのグループに区分が可能であ

ると思われる。すなわち、カマド部分（1、2）、貯

蔵穴内（3 ～ 5）、住居址北東部（6 ～ 9）、同中央部

（10 ～ 12）、同南西部角（13 ～ 15）、同南東部（16

～ 26）である。以下、その区分に沿って述べていき

たい。

　1、2はカマド内から出土しており、25号住居址

の構築時ないしは廃絶時、すなわち住居の存続時

における遺物であると判断して差し支えないと考え

られる。

　貯蔵穴内の資料3 ～ 5のうち、3は貯蔵穴床面直

上からの出土であり、住居に伴うものと考えられる

が、その他は上層から一部破片が出土したのみで

あった事から、遺構に伴うとは考えがたい。5につ

いては、北東方向に約12m 離れた小グリッド出土

の破片と接合している。

　6 ～ 9は住居址内北東部からまとまりを持って出

土しており、遺構外への拡がりは認められない。6
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同様に 7、8に比べ若干後出的であり、9と同時期

のものと考えられる。このような状況をどう解釈す

るかは、憶測の域を脱しないものではあるが、や

はり住居廃絶時の廃棄、および周辺への投棄の可

能性を考えるべきではないだろうか。住居の存続期

間にある程度の年数があれば、その当初に使用を

始めた器物と、後に使用を始めた器物に若干の型

式差が生ずる可能性はあり、特に、土師器に比べ

て堅牢で加熱使用のあまりない須恵器については、

両者の併存もあり得ると考えられる。しかし一方で、

10、11が床面直上の出土であるのに対して、12は

最下層上面付近の出土であり、また、11については

25号住居址の東約30m に位置する 28号住居址に

おいて類似性の高い坏身が検出されている事もあ

り、これらの解釈については、今後さらなる検討を

要するであろう。

　住居址南西部角出土の 13 ～ 15は、その出土

状況から一括性が高いと考えられるが、15のみは

破砕された状況であった。14、15については、周

辺遺跡の資料との比較から、宇田式併行期の終わ

り頃か、それに続くいわゆる濃尾型甕の時期との

過渡期に相当と推察されるが、13は地域色が強い

ためか、類例が判然としない。総じて 1、2などの

土師器に比べてやや後出的と見られ、9、11、12

の須恵器と同時期のものと考えて齟齬はないと思

われる。住居廃絶時に使用していたものをそのま

ま放置、もしくは設置しておいた可能性も考えられ

るであろう。

　住居址南東部出土の須恵器については、18が 4

型式、19が 6型式である外は、全て 7型式に相当

と考えられ、また、遺構内から検出されたのは一部

の破片に過ぎないので、当然住居に伴う遺物では

ない。ただし、遺構内の一角に集中している状況か

らすれば、自然な流入と言うより意図的に投棄され

たとみるべきであろう。壁付近で高く中央部付近で

床面に近い在り方は、流入の様相にも見えるが、廃

絶後の住居址に周辺の土砂が崩落して埋没する過

程のある時期に、その現況を改変することなく、人

為的な投棄が差し挟まれたと捉えるのが妥当と思

われる。さらに、遺構外での分布状況を概観すると、

住居址に近接した位置にはあまり見られず、主に東

方向へ 10m 以上隔たった辺りに集中している事か

ら、破砕した須恵器の一部を分割して、選択的にこ

の遺構に投棄した可能性が考えられる。上記遺構

外の分布集中域は、25号住居址と標高差の全くな

い、連続した台地頂部の中央である事からも、自

然流入の可能性は低いと思われる。なお、この集

中域は、紀要第16集で検討した高坏の分布域の一

つに重なり、時期もそれと共通するが、高坏では畿

内系が中心であったものが、今回紹介の資料につい

ては尾張系に含まれるものが主となっている。高坏

の中でも、同じく25号住居址南東部から一部が検

出された第16集の 22は、坏部が尾張系、脚部が畿

内系の技法で作られ、土質もそれぞれの部分で異

なる個体であった。このような状況が何を示唆して

いるかは、今後他の資料の調査を重ねてから改め

て検討していきたい。

　以上のことから、25号住居址は土師器では宇田

式併行期、須恵器では 2型式の時期、実年代とし

ては 6世紀初頭から前葉頃に構築、使用が始まり、

土師器では濃尾型甕の時期との過渡期、須恵器で

は 3 ～ 4型式の時期、実年代としては 6世紀中葉

頃に廃絶された遺構であると推察される。その後、

若干の期間をおいて、各種須恵器類を中心とする

破片が投棄されたのが、7型式の時期、およそ 6世

紀末葉から7世紀初頭の頃と考えられる。この投棄

は、前回紀要第16集に紹介したところの、掘立柱

建物南東側周辺を中心とした投棄行為の一環にか

かるものであろう。その投棄が、1個体の破片を分

割して複数の場所に行われている状況は、第16集

でも確認されたとおりであり、そのような一定の形

式に則った儀礼が行われていたと推察される。本遺

跡においては、広く各種須恵器類が破砕、投棄さ

れた状態で検出され、一部は凹地として残存してい

た先行の遺構を利用した状況がうかがえるが、これ

もその一例と言えるであろう。

おわりに
　本稿では、良好な遺存状態で出土遺物も豊富で

あったにもかかわらず、報告書では十分に紹介で

きなかった 25号住居址の資料について検討を行っ

た。僅か 1基の遺構ではあるが、それは当該期に
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おける尾崎遺跡の在り方の縮図とも言えるもので

あったのではないだろうか。

　これから後も、居住空間と祭祀空間が複雑に混

在する本遺跡の様相を、少しずつでも解明していけ

るよう努力したい。

附　53号住居址出土須恵器高坏蓋について
　以下には、紀要第16集に紹介した尾崎遺跡出土

の須恵器高坏について、本稿脱稿後に新たに判明

した遺漏の1点を追加して補遺としたい。

　図3の 29の高坏蓋がそれであるが、本資料は

紀要第3集に既に掲出されているものである（註6）。

口縁部径13.4cm、残存部高4.3cm を測り、全体の

1/2程度の部分とつまみ部を欠く。胎土は精良で白

色微粒を少量含む。焼成状態は良好で堅緻な仕上

がりである。色調は外面で灰 N4/、内面で暗青灰

5PB4/1、器肉内部で灰赤7.5R4/2を呈し、外面一

部は自然釉のため黒7.5Y2/1を呈する。肩部外面に

稜を有し、口縁端部内面に凹線で段を為す。外面

肩部以上に回転ヘラケズリ調整、他に回転ナデ調

整を施すが、やや粗雑な作りである。陶邑窯 TK43

～ TK209型式に併行するとみられる。

　本資料は、図6の下半に示したとおり53号住居址

内覆土と 36号住居址上層の包含層から出土し、同

じく53号住居址から出土の紀要第16集の 69と同

時期、同系統のものである。紀要第16集において

36号住居址を中心とする南東向き緩斜面とした分

布域に属し、3 ～ 4型式頃の畿内系短脚有蓋高坏

が集中する、当該分布域の様相にも矛盾はないと言

えるであろう。

　

（ いそがい　ゆうこ　日本考古学協会会員）

　註
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同様に 7、8に比べ若干後出的であり、9と同時期

のものと考えられる。このような状況をどう解釈す

るかは、憶測の域を脱しないものではあるが、や

はり住居廃絶時の廃棄、および周辺への投棄の可

能性を考えるべきではないだろうか。住居の存続期

間にある程度の年数があれば、その当初に使用を

始めた器物と、後に使用を始めた器物に若干の型

式差が生ずる可能性はあり、特に、土師器に比べ

て堅牢で加熱使用のあまりない須恵器については、

両者の併存もあり得ると考えられる。しかし一方で、

10、11が床面直上の出土であるのに対して、12は

最下層上面付近の出土であり、また、11については

25号住居址の東約30m に位置する 28号住居址に

おいて類似性の高い坏身が検出されている事もあ

り、これらの解釈については、今後さらなる検討を

要するであろう。

　住居址南西部角出土の 13 ～ 15は、その出土

状況から一括性が高いと考えられるが、15のみは

破砕された状況であった。14、15については、周

辺遺跡の資料との比較から、宇田式併行期の終わ

り頃か、それに続くいわゆる濃尾型甕の時期との

過渡期に相当と推察されるが、13は地域色が強い

ためか、類例が判然としない。総じて 1、2などの

土師器に比べてやや後出的と見られ、9、11、12

の須恵器と同時期のものと考えて齟齬はないと思

われる。住居廃絶時に使用していたものをそのま

ま放置、もしくは設置しておいた可能性も考えられ

るであろう。

　住居址南東部出土の須恵器については、18が 4

型式、19が 6型式である外は、全て 7型式に相当

と考えられ、また、遺構内から検出されたのは一部

の破片に過ぎないので、当然住居に伴う遺物では

ない。ただし、遺構内の一角に集中している状況か

らすれば、自然な流入と言うより意図的に投棄され

たとみるべきであろう。壁付近で高く中央部付近で

床面に近い在り方は、流入の様相にも見えるが、廃

絶後の住居址に周辺の土砂が崩落して埋没する過

程のある時期に、その現況を改変することなく、人

為的な投棄が差し挟まれたと捉えるのが妥当と思

われる。さらに、遺構外での分布状況を概観すると、

住居址に近接した位置にはあまり見られず、主に東

方向へ 10m 以上隔たった辺りに集中している事か

ら、破砕した須恵器の一部を分割して、選択的にこ

の遺構に投棄した可能性が考えられる。上記遺構

外の分布集中域は、25号住居址と標高差の全くな

い、連続した台地頂部の中央である事からも、自

然流入の可能性は低いと思われる。なお、この集

中域は、紀要第16集で検討した高坏の分布域の一

つに重なり、時期もそれと共通するが、高坏では畿

内系が中心であったものが、今回紹介の資料につい

ては尾張系に含まれるものが主となっている。高坏

の中でも、同じく25号住居址南東部から一部が検

出された第16集の 22は、坏部が尾張系、脚部が畿

内系の技法で作られ、土質もそれぞれの部分で異

なる個体であった。このような状況が何を示唆して

いるかは、今後他の資料の調査を重ねてから改め

て検討していきたい。

　以上のことから、25号住居址は土師器では宇田

式併行期、須恵器では 2型式の時期、実年代とし

ては 6世紀初頭から前葉頃に構築、使用が始まり、

土師器では濃尾型甕の時期との過渡期、須恵器で

は 3 ～ 4型式の時期、実年代としては 6世紀中葉

頃に廃絶された遺構であると推察される。その後、

若干の期間をおいて、各種須恵器類を中心とする

破片が投棄されたのが、7型式の時期、およそ 6世

紀末葉から7世紀初頭の頃と考えられる。この投棄

は、前回紀要第16集に紹介したところの、掘立柱

建物南東側周辺を中心とした投棄行為の一環にか

かるものであろう。その投棄が、1個体の破片を分

割して複数の場所に行われている状況は、第16集

でも確認されたとおりであり、そのような一定の形

式に則った儀礼が行われていたと推察される。本遺

跡においては、広く各種須恵器類が破砕、投棄さ

れた状態で検出され、一部は凹地として残存してい

た先行の遺構を利用した状況がうかがえるが、これ

もその一例と言えるであろう。

おわりに
　本稿では、良好な遺存状態で出土遺物も豊富で

あったにもかかわらず、報告書では十分に紹介で

きなかった 25号住居址の資料について検討を行っ

た。僅か 1基の遺構ではあるが、それは当該期に



図 １　尾崎遺跡 関連遺構位置　
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図 ２　25 号住居址出土遺物（1）
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図 １　尾崎遺跡 関連遺構位置　
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図 ３　25 号住居址出土遺物  （2）, 附　53 号住居址出土須恵器高坏蓋
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図 ４　尾崎遺跡25号住居址

39—　 　—

図 ３　25 号住居址出土遺物  （2）, 附　53 号住居址出土須恵器高坏蓋
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図 ５　25号住居址遺物出土位置
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図 ６　25号住居址関連遺物出土位置及び須恵器高坏蓋出土位置
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図 ５　25号住居址遺物出土位置
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１．はじめに
　森金次郎に着目することになったきっかけについ

て、少し長くなるが以下にまとめておく。

　2016年度、美濃加茂市民ミュージアムも加盟し

ている岐阜県博物館協会が創立50周年を迎えた。

協会ではその 50周年の節目に向けて『岐阜県博物

館協会創立50周年記念誌』を作成することとなり、

筆者はその編集委員として、岐阜県内での博物館の

誕生や岐阜県教育行政の動向などを中心に、協会

発足につながる歴史の一端をまとめる機会をいただ

くことができた。岐阜県内の博物館では、名和昆

虫博物館が早くから博物館としての活動を展開して

いたが、岐阜県教育会による郷土博物館、岐阜県

師範学校による郷土室、大垣城郷土博物館などが、

岐阜県の中で博物館として先頭をきって活動に取り

組もうとしていたことなどが分かってきた。さらに岐

阜県博物館協会の発足や発足後の活動には、愛知

県犬山市にあるモンキーパークの学芸員であった広

瀬鎮氏も携わっていたことを恥ずかしながら初めて

知ることとなり、岐阜県博物館協会の初期の活発

な活動に触れることができた。また岐阜県出身の

棚橋源太郎自身の博物館観、博物館教育観につい

ても今の博物館の現状に照らして考えてみたい、そ

して棚橋源太郎は自身の故郷である岐阜県の博物

館の活動の発生になにか関わりを持っていたのか、

あるいは関わらなかったのか、直接ではないにしろ、

人を介して関わっていたのかどうか、改めて調査し

てみたいと感じた。

　そこで、棚橋源太郎氏教育功労記念会による『棚

橋源太郎氏と科学教育』（1938年）や宮本馨太郎編

『棚橋先生の生涯と博物館』（六人社　1962年）を

もとに、棚橋源太郎と近しい人物の絞り込みをおこ

なった中の一人に森金次郎がいた。絞り込みの時に

鍵になるだろうと考えたことが、森金次郎が棚橋源

太郎と共著で『物理実験室案内』（1914年）や『化学

実験案内』（1916年）を著したこと、東京高等師範

学校を卒業したこと、「尾張・美濃」という地域的な

つながりのある愛知県犬山市の生まれであったこと

の 3点であり、調査を開始した。

　本稿は岐阜県・加茂地域において、森金次郎に

ゆかりのある人々の足跡を辿り、それらを通じてこ

の地域における森金次郎を中心とする人物の交流

を明らかにすることを目的としている。

 

２．森金次郎とは
　森金次郎（もりきんじろう：1880年～ 1980年）は

ここ数年その研究が注目されている、大正期から第

二次大戦前までの博物館界を牽引した一人といえ

る。例えば、青木豊他編著による『博物館学人物史

下』（雄山閣　2012年）や、同じく青木豊他編著『博

物館学史研究事典』（雄山閣　2012年）などにも取

り上げられ、その論文についての研究がなされてい

る。

　経歴等については、森金次郎自身が執筆した『思

い出草　昭和49年初夏』（1）『続編　思い出草　昭

和52年秋』（2）が第一次資料である。以下、これによ

り森金次郎について簡単にまとめる。

　森金次郎は 1880（明治13）年に、父森勲と母森竹

子の三男として愛知県犬山市で生まれた。1902（明

治35）年東京高等師範学校に入学、卒業後は鹿児

島師範学校、福岡県直方高等女学校、滋賀女子師

範学校等に勤務し、教師教育、中等教育に携わっ

ていた。1917（大正6）年に、棚橋源太郎が館長を

務めていた東京教育博物館に従事することになり、

学校教育の場から社会教育の場、すなわち博物館

に携わるようになる。その後、海外の博物館の調

査研究のため、欧米へ派遣され、特に科学館にお

ける教育活動を中心に視察している。帰国後には、

欧米留学で得た知見をもとに、海外の事例紹介に

とどまらず、科学知識の普及のための論考の執筆、

そして郷土博物館論等博物館学の分野でも論文執

筆を行い、当時の博物館界へ提言を数多くおこなっ

ている。また学芸官として東京教育博物館に勤め

る傍ら、棚橋源太郎のもと、博物館事業促進会の
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活動にも積極的に取り組み、「博物館研究」の編集

委員等も務めている。さらにかつての勤務校の同窓

生との交流や修学旅行生との交流も行うなど、活発

な社会活動も展開している（3）。東京教育博物館を

退職した後は、在職中から従事していた女子大学等

で講師として勤務し、高等教育にも尽力している。

３．森金次郎の家族
（１）父勲と母竹子‐八百津での森一家　

　森一家は 1882（明治15）年、森金次郎が 2歳の時

に、現在の愛知県犬山市から岐阜県加茂郡八百津

町に転居してきたことは、『思い出草　昭和49年初

夏』にまとめられている（4）。 

　父森勲（もりいさお：1844年～ 1927年）は、1882

（明治15）年から1903（明治36）年まで 21年間、善

恵学校杣沢支校（現在の岐阜県加茂郡八百津町立

八百津小学校の前身）に勤務した。八百津町内の学

校勤務者としては長年勤続者に挙げられるほど、こ

の地で長く学校教育に携わっていた人物である。も

ともと森勲は美濃国円城寺（現在の岐阜県羽島郡笠

松町）の出身である。養嗣子として現在の愛知県犬

山市の森家に迎えられた。杣沢地区へ転居する前

は、愛知県の役人であった。明治4年に犬山県属と

なり、明治9年に愛知県改租傭、明治12年5月には

愛知県土木課員となり、入鹿のため池の工事に携

わっていたという（5）。杣沢支校に招かれた理由は明

らかではないが、森金次郎によると「知人の周旋に

よって」のことという（6）。

　母森竹子（もりたけこ：1851年～ 1892年）は、

犬山藩士森常右衛門の二女として生まれ、勲を夫

に迎え、森家を継いだ。杣沢地区に移ってきてか

らは、勲とともに地区の人々への道徳や知識の普

及に努めた。特に、女子に対しては紡績（機織）

や裁縫の技術、さらには自ら範を示しながら女性

としての徳育など慈愛あふれる教えを、同地区は

もちろんのこと、広く近隣の村にも説き、感化し

たとのことである。

その母竹子は森金次郎の妹を出産した後に 42歳で

亡くなっている。森金次郎11歳の時のことであった。

杣沢地区の人々はその死を悼み、遺徳碑（図1）を地区

内の共同墓地に設置した（7）。碑文の文字は森金次

郎の兄森鋒尾の手によるものであるという。八百津
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図1　杣沢地区にある森竹子の遺徳碑
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１．はじめに
　森金次郎に着目することになったきっかけについ

て、少し長くなるが以下にまとめておく。

　2016年度、美濃加茂市民ミュージアムも加盟し

ている岐阜県博物館協会が創立50周年を迎えた。

協会ではその 50周年の節目に向けて『岐阜県博物

館協会創立50周年記念誌』を作成することとなり、

筆者はその編集委員として、岐阜県内での博物館の

誕生や岐阜県教育行政の動向などを中心に、協会

発足につながる歴史の一端をまとめる機会をいただ

くことができた。岐阜県内の博物館では、名和昆

虫博物館が早くから博物館としての活動を展開して

いたが、岐阜県教育会による郷土博物館、岐阜県

師範学校による郷土室、大垣城郷土博物館などが、

岐阜県の中で博物館として先頭をきって活動に取り

組もうとしていたことなどが分かってきた。さらに岐

阜県博物館協会の発足や発足後の活動には、愛知

県犬山市にあるモンキーパークの学芸員であった広

瀬鎮氏も携わっていたことを恥ずかしながら初めて

知ることとなり、岐阜県博物館協会の初期の活発

な活動に触れることができた。また岐阜県出身の

棚橋源太郎自身の博物館観、博物館教育観につい

ても今の博物館の現状に照らして考えてみたい、そ

して棚橋源太郎は自身の故郷である岐阜県の博物

館の活動の発生になにか関わりを持っていたのか、

あるいは関わらなかったのか、直接ではないにしろ、

人を介して関わっていたのかどうか、改めて調査し

てみたいと感じた。

　そこで、棚橋源太郎氏教育功労記念会による『棚

橋源太郎氏と科学教育』（1938年）や宮本馨太郎編

『棚橋先生の生涯と博物館』（六人社　1962年）を

もとに、棚橋源太郎と近しい人物の絞り込みをおこ

なった中の一人に森金次郎がいた。絞り込みの時に

鍵になるだろうと考えたことが、森金次郎が棚橋源

太郎と共著で『物理実験室案内』（1914年）や『化学

実験案内』（1916年）を著したこと、東京高等師範

学校を卒業したこと、「尾張・美濃」という地域的な

つながりのある愛知県犬山市の生まれであったこと

の 3点であり、調査を開始した。

　本稿は岐阜県・加茂地域において、森金次郎に

ゆかりのある人々の足跡を辿り、それらを通じてこ

の地域における森金次郎を中心とする人物の交流

を明らかにすることを目的としている。

 

２．森金次郎とは
　森金次郎（もりきんじろう：1880年～ 1980年）は

ここ数年その研究が注目されている、大正期から第

二次大戦前までの博物館界を牽引した一人といえ

る。例えば、青木豊他編著による『博物館学人物史

下』（雄山閣　2012年）や、同じく青木豊他編著『博

物館学史研究事典』（雄山閣　2012年）などにも取

り上げられ、その論文についての研究がなされてい

る。

　経歴等については、森金次郎自身が執筆した『思

い出草　昭和49年初夏』（1）『続編　思い出草　昭

和52年秋』（2）が第一次資料である。以下、これによ

り森金次郎について簡単にまとめる。

　森金次郎は 1880（明治13）年に、父森勲と母森竹

子の三男として愛知県犬山市で生まれた。1902（明

治35）年東京高等師範学校に入学、卒業後は鹿児

島師範学校、福岡県直方高等女学校、滋賀女子師

範学校等に勤務し、教師教育、中等教育に携わっ

ていた。1917（大正6）年に、棚橋源太郎が館長を

務めていた東京教育博物館に従事することになり、

学校教育の場から社会教育の場、すなわち博物館

に携わるようになる。その後、海外の博物館の調

査研究のため、欧米へ派遣され、特に科学館にお

ける教育活動を中心に視察している。帰国後には、

欧米留学で得た知見をもとに、海外の事例紹介に

とどまらず、科学知識の普及のための論考の執筆、

そして郷土博物館論等博物館学の分野でも論文執

筆を行い、当時の博物館界へ提言を数多くおこなっ

ている。また学芸官として東京教育博物館に勤め

る傍ら、棚橋源太郎のもと、博物館事業促進会の
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町広報（第101号　昭和48年6月　八百津町発行）

にはその遺徳碑についての記事が「地域ぐるみで敬

愛された森竹子先生の遺徳」と題して紹介されてい

る。佐藤弥太郎が「個人の碑が町内に存在するのは

戦歿者は別として大正の潭海、昭和の星野両和尚

ぐらいのもの」（8）と評しているように、一個人である

森竹子の碑が、地区の共同墓地の入口にあること

は特別な意味があると言える。森勲・森竹子夫妻

が一心同体となり、杣沢地区の人々の暮らしに深く

入り込み、徳育、知識の普及に携わった。その恩を、

「遺徳を石に刻み遺すこと」により「魂の慰みとなるこ

と」で、後世に伝えようとした先人たちの二人への思

いが伝わってくる。

（２）兄・森鋒尾

　森金次郎の長兄は名を森鋒尾（「もりほこお」か：

1876年～ 1909年？）と言う。『思い出草　昭和49

年初夏』（9）によると、当時の岐阜日日新聞社で小説

の挿画を描く仕事に就いた後、岐阜師範学校に入

学、後に教員となり、加茂郡加茂野村今泉の学校

に勤めたとのことである。「加茂野村今泉の学校」と

は現在の美濃加茂市立加茂野小学校のことである。

市立加茂野小学校は 1873（明治6）年3月、今泉村

に啓童義校が設置されたことによる。1947（昭和

22）年には加茂郡加茂野村立加茂野小学校となり、

1954（昭和29）年には町村合併により、現在の校名

となっている。

　『美濃加茂市立加茂野小学校　百年のあゆみ』（10）

には、森鋒尾が紹介されている。それによると、森

鋒尾は 1898（明治31）年に今泉尋常高等小学校の

主席訓導として着任、1907（明治40）年まで勤務し

ていた。書画音楽の才に秀でていたと記され、森

鋒尾によるうつくしい手の「かな習字帖」の写真が掲

載されている。また同誌には、「第三節　明治の学

校の思い出を語る」の中に「六　森鋒尾先生のこと」

という項目があり、森鋒尾の人となりがしのばれる

一文があるので、ここで紹介する（11）。

　先生は御夫婦で教師をして居られた。た

たくことなどなく、親切でやさしく、よく

わかるように教えてもらえた。情熱的で厳

しい先生でもあった。……当時、他の学校

ではあまり行っていなかった音楽教育に力

を入れられ、その甲斐あってか近隣の学校

にもなかった楽器、特にオルガンなどが備

えつけられたとかいうことである。
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　森金次郎も兄鋒尾について「兄は書画には天才的

で、音楽にも興味がありまして、横笛を上手に吹き

ました」（12）と同誌に思い出を寄せている。

　森鋒尾は若くして亡くなっているが、当時、森鋒

尾に学んだ児童、保護者の感謝の気持ちは、頌徳

碑という形で校庭内に遺された。碑は今泉小学校

同窓会により昭和3年5月に建立されている。なお、

頌徳碑に文字が刻まれてから除幕式まで時間がか

かっているが、同窓会担当者の転居等により遅れ

たものだと言う。碑文は蜂屋の郷土史家である川合

為一（かわいためいち：1887年～ 1973年）によるも

のである。現在も加茂野小学校の校庭にひっそり

とたたずんでいる（図2）（13）。さらにこの頌徳碑の建

設を記念した絵葉書も作られている（図3）。

　森金次郎は同誌に夏休みの帰郷時に兄宅を訪問

した際の出来事として、鶏をつぶしてすき焼きにし

たことや今泉学校の先生に石炭から染料がとれる

話をしたことなどを寄稿している。 

亡き兄森鋒尾追憶

亡き兄の　記念碑　建ちある　加茂野校

　　　この秋改築　百年史の刊行（14）

４．親友・有賀好風
　有賀好風（ありがこうふう：1890年～ 1975年）

は、加茂郡八百津町の教育者として知られている
（15）。この有賀好風も、森金次郎と深い関係にあ

る人物である。

　有賀好風は愛知県知多郡半田小学校の代用教員

を勤めた後、飛騨高山准教員養成所、岐阜県師範

学校などを卒業、岐阜市京町高等学校、加納附属

小学校などに奉職している。また加茂郡蜂屋小学

校長や土岐郡土岐小学校長、武儀郡視学なども勤

め、長く学校教育に携わった。蜂屋小学校長時代

には、加茂郡太田村（現美濃加茂市太田町）生まれ

の坪内逍遙に校歌の作詞を依頼、快諾されている
（16）。同校では現在も坪内逍遙作の校歌が歌い継が

れている。当時としては珍しく若くして校長の職

についたことが有賀里津（有賀好風の妻）の回想

のなかで触れられている。その回想の記念誌『有

賀好風先生』には多くの教え子や同僚、恩師友人

からの師への温かい言葉が寄せられており、多く

の人々から慕われた教師であったことがうかがえ

る。さらに 1945（昭和20）年には八百津町長に就

任（昭和24年に退職）、1954（昭和29）年には八百

津町教育長、昭和35年には八百津町議会議長など

の公職に就くなど、学校教育の現場だけでなく、

教育行政、一般行政にも携わり、地域行政に深く

関わり、八百津町のために多彩な活動を行った人

物である。

　ところで、1953（昭和28）年に森金次郎の父森

勲の 27回忌が地区で催された際、この有賀好風

は森勲をしのぶ講演を行っている（17）。どのよう

な講演内容であったのか、その内容は遺されてい

ないが、森勲の息子の森金次郎と交流があったこ

とから、有賀好風が講師を務めたことは、当然の

流れと言えよう。これまで有賀好風は坪内逍遙と

の関わりでも広く知られていたが、今回森金次郎

との関係を初めて知り得ることができた。 

　この二人は終生互いのことを思い合い、深い絆

で結ばれていたことが、有賀好風と森金次郎、二人

の遺した資料からうかがい知ることができる。 

　有賀里津は「六拾年を顧みて」（18）のなかで、有賀

好風と森金次郎の交流のはじまりについて次のよう

に語っている。

八百津小学校高等科四年卒業、十四才の

図３　「森鋒尾先生頌徳碑建設　記念絵葉書」
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町広報（第101号　昭和48年6月　八百津町発行）

にはその遺徳碑についての記事が「地域ぐるみで敬

愛された森竹子先生の遺徳」と題して紹介されてい

る。佐藤弥太郎が「個人の碑が町内に存在するのは

戦歿者は別として大正の潭海、昭和の星野両和尚

ぐらいのもの」（8）と評しているように、一個人である

森竹子の碑が、地区の共同墓地の入口にあること

は特別な意味があると言える。森勲・森竹子夫妻

が一心同体となり、杣沢地区の人々の暮らしに深く

入り込み、徳育、知識の普及に携わった。その恩を、

「遺徳を石に刻み遺すこと」により「魂の慰みとなるこ

と」で、後世に伝えようとした先人たちの二人への思

いが伝わってくる。

（２）兄・森鋒尾

　森金次郎の長兄は名を森鋒尾（「もりほこお」か：

1876年～ 1909年？）と言う。『思い出草　昭和49

年初夏』（9）によると、当時の岐阜日日新聞社で小説

の挿画を描く仕事に就いた後、岐阜師範学校に入

学、後に教員となり、加茂郡加茂野村今泉の学校

に勤めたとのことである。「加茂野村今泉の学校」と

は現在の美濃加茂市立加茂野小学校のことである。

市立加茂野小学校は 1873（明治6）年3月、今泉村

に啓童義校が設置されたことによる。1947（昭和

22）年には加茂郡加茂野村立加茂野小学校となり、

1954（昭和29）年には町村合併により、現在の校名

となっている。

　『美濃加茂市立加茂野小学校　百年のあゆみ』（10）

には、森鋒尾が紹介されている。それによると、森

鋒尾は 1898（明治31）年に今泉尋常高等小学校の

主席訓導として着任、1907（明治40）年まで勤務し

ていた。書画音楽の才に秀でていたと記され、森

鋒尾によるうつくしい手の「かな習字帖」の写真が掲

載されている。また同誌には、「第三節　明治の学

校の思い出を語る」の中に「六　森鋒尾先生のこと」

という項目があり、森鋒尾の人となりがしのばれる

一文があるので、ここで紹介する（11）。

　先生は御夫婦で教師をして居られた。た

たくことなどなく、親切でやさしく、よく

わかるように教えてもらえた。情熱的で厳

しい先生でもあった。……当時、他の学校

ではあまり行っていなかった音楽教育に力

を入れられ、その甲斐あってか近隣の学校

にもなかった楽器、特にオルガンなどが備

えつけられたとかいうことである。
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図２　加茂野小学校 校庭の森鋒尾の頌徳碑
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若輩で四月から愛知県半田小学校代用

教員に採用され一ヶ年勤務する。

　半田小学校勤務の理由は、当時八百

津町松
ママ

沢分校長さんに犬山藩士であら

れた森勲先生がいられましたが、その

御子息森金次郎先生が在職していられ

たからであります。若き先生との同宿

生活は有意義であり楽しかったと思い

ます。一ヶ年後には先生は東京高師に

御入学されましたので巳
ママ

むなく帰宅い

たしました。

　一方、森金次郎が遺した『思い出草　昭和49

年初夏』や先の『有賀好風先生』への森金次郎の寄

稿文の中からも有賀好風への特別な想いが綴ら

れている。例えば、「半田の二年」として愛知師

範学校を卒業した後に勤務した知多郡半田小学

校での勤務の様子のなかで、森金次郎は有賀好

風について次のように述べている（19）。

　ここで特筆すべき一事
4 4 4 4 4 4 4

がある。私の幼少

育った八百津町助役の一人息子で、有賀好

風と呼ぶ少年が私の許にやって来た。十五

才の彼は怜悧で素直な好少年である故、私

の勤める校長に頼んで代用教員に採用され

毎日私と共に出勤した。（傍点引用者）

　森金次郎は、「有賀好風君と私」として、有賀

好風の 3周忌への記念誌『有賀好風先生』には、

次のように二人のことを振り返っている（20）。

　四月初め懐かしき半田生活を終り、私

は上京、好風君は帰郷することになった

が、有賀君と私との関係は、爾来、明治・
4 4

大正・昭和の三代
4 4 4 4 4 4 4

、七十年間
4 4 4 4

。両人間の

親愛、敬慕の情は延々として続き、いさ

さかも動揺することがなかったのは全く

不解な因縁と申す外ない。私はこれを文
4 4 4 4 4 4

字、文章で説明することは全く出来ない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。

（傍点引用者）

　有賀好風の三回忌に著された『有賀好風先生』

にも森金次郎の晩年の居所で撮影した写真が遺

されている（21）。

　この二人の交流は晩年まで続いた。孫の森亮

二氏によると、東京の成城の居宅に有賀好風が

訪れ、もう一人の友人を招き、3人で楽しく語り

合っていた様子や笑い声が思い出されるという。

５．終わりに
　森金次郎という人物に着目し、この岐阜県・加茂

地域におけるゆかりの人物の足跡を少し辿ってみる

ことで、これまで地域の中に埋もれていた、あるい

は忘れられていた、人と人のつながりや人々が寄せ

た想い、生きた証に光を当てることができたのでは

ないかと考える。

　引き続き、森金次郎ゆかりのある人々の足跡を調

べていきたい。

（にしお　まどか　美濃加茂市民ミュージアム学芸員）

［謝辞］
森金次郎の研究業績や人物像を調べる中で、多く

の皆様にご指導、ご協力をいただきました。ここに

お名前を挙げ、感謝の意を表したいと存じます。あ

りがとうございました。

森亮二様、武居文雄様、二本木紘様

筧真理子様、八百津町杣沢地区の皆様、公益財団

法人 犬山城白帝文庫様、八百津町教育委員会様、

美濃加茂市立加茂野小学校様

　また棚橋源太郎の人物の交流を調べるにあたり、

岐阜県博物館協会「のこす部会」のち「こと部会・

研究会」のメンバーの皆様には、調査対象へのアプ

ローチや同時代の教育・文化活動等について多大

なご示唆、ご助言をいただきました。

［脚注］

（1）森金次郎『思い出草　昭和 49 年初夏』1974 年

（2）森金次郎『続編　思い出草　昭和 52 年秋』1977 年

（3）前掲『続編　思い出草　昭和 52 年秋』7頁

（4）前掲『思い出草　昭和 49 年初夏』2頁

（5）佐藤弥太郎氏のまとめられた「八百津町教育史」の編纂

のための資料「杣沢の教え子旧師森先生の遺德を偲ぶ」に

よる。

なお佐藤弥太郎（さとうやたろう：1898 年～ 1976 年）

は加茂郡八百津町出身の郷土史家である。
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（6） 前掲『思い出草　昭和 49 年初夏』2 頁

（7） 1892（明治 25）年 9 月に建立されている。現在も地区の

墓地の入口にひっそりと建っている。

（8）前掲（5）の資料による。

（9）前掲『思い出草　昭和 49 年初夏』　3-4 頁

（10）加茂野小学校開校百年記念事業委員会『美濃加茂市立加茂

野小学校　百年のあゆみ』1978 年

（11）前掲『美濃加茂市立加茂野小学校　百年のあゆみ』　　45

頁

（12）前掲『美濃加茂市立加茂野小学校　百年のあゆみ』　　45

頁

（13）頌徳碑の除幕式は昭和 3 年に行われた。当時は校庭の左

端に設置されていたが、その後の校庭の拡張等により、現

在は校庭の北側の校門近くにある。

（14）森金次郎『続編　思い出草　昭和 52 年秋』1977 年秋　

34 頁

（15）有賀好風については、有賀里津『有賀好風先生』（昭和 52

年 1 月 私家版）を参考にした。

（16）その後も、有賀好風と坪内逍遙の手紙や書籍のやり取りな

ど、交流は逍遙が亡くなるまで 20 年続いた。

（17）前掲（5）「杣沢の教え子旧師森先生の遺德を偲ぶ」による。

（18）前掲『有賀好風先生』　107 頁

（19）前掲『思い出草　昭和 49 年初夏』7 頁　。またこの中で、

森金次郎は有賀好風から森への書簡が数千通に達したと振

り返っている。いかに二人が親しくやりとりを続けていた

のかが伺える。

（20）前掲『有賀好風先生』15 頁

（21）前掲 『有賀好風先生』には、1974（昭和 49）年 8 月に撮

影された有賀好風と森金次郎の写真が掲載され、この写真

は二人が最後に会った時のものであることが、森金次郎の

歌から分かる。

　　「最後の写真」

　　去る年の夏二人並んでとりし写真　

　　　　永き別れとなるぞ悲しき

46—　 　—

若輩で四月から愛知県半田小学校代用

教員に採用され一ヶ年勤務する。

　半田小学校勤務の理由は、当時八百

津町松
ママ

沢分校長さんに犬山藩士であら
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は上京、好風君は帰郷することになった
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。両人間の

親愛、敬慕の情は延々として続き、いさ
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にも森金次郎の晩年の居所で撮影した写真が遺

されている（21）。

　この二人の交流は晩年まで続いた。孫の森亮

二氏によると、東京の成城の居宅に有賀好風が

訪れ、もう一人の友人を招き、3人で楽しく語り

合っていた様子や笑い声が思い出されるという。

５．終わりに
　森金次郎という人物に着目し、この岐阜県・加茂

地域におけるゆかりの人物の足跡を少し辿ってみる

ことで、これまで地域の中に埋もれていた、あるい

は忘れられていた、人と人のつながりや人々が寄せ

た想い、生きた証に光を当てることができたのでは

ないかと考える。

　引き続き、森金次郎ゆかりのある人々の足跡を調

べていきたい。

（にしお　まどか　美濃加茂市民ミュージアム学芸員）

［謝辞］
森金次郎の研究業績や人物像を調べる中で、多く

の皆様にご指導、ご協力をいただきました。ここに

お名前を挙げ、感謝の意を表したいと存じます。あ

りがとうございました。

森亮二様、武居文雄様、二本木紘様

筧真理子様、八百津町杣沢地区の皆様、公益財団

法人 犬山城白帝文庫様、八百津町教育委員会様、

美濃加茂市立加茂野小学校様

　また棚橋源太郎の人物の交流を調べるにあたり、

岐阜県博物館協会「のこす部会」のち「こと部会・

研究会」のメンバーの皆様には、調査対象へのアプ

ローチや同時代の教育・文化活動等について多大
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ダ
ー
で
し
た
。
本
能
寺
の
変
（
六
月
二
日
）
の
直
後
の
光
秀
の
こ
の
書
状
は
、
変
の

背
景
を
探
る
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。「
上
意
」
と
は
、
将
軍
の
足
利
義
昭
の

こ
と
と
思
わ
れ
、
光
秀
と
雑
賀
衆
と
義
昭
の
様
々
な
や
り
と
り
を
推
測
さ
せ
る
も
の

で
す
。

雑
賀
五
郷

土
橋
平
尉
（
重
治
）
殿

御
返
報

（
包
紙
）

「
惟
任
日
向
守

雑
賀
五
郷
　
　
　
光
秀

土
橋
平
尉
殿
　
御
返
報
」

意
味
と
解
説

　
仰
せ
の
よ
う
に
今
ま
で
手
紙
の
や
り
と
り
が
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、（
あ
な
た
が
）

将
軍
の
味
方
を
す
る
と
い
う
手
紙
を
（
あ
な
た
か
ら
）
も
ら
っ
て
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

（
将
軍
の
）
入
洛
（
京
へ
入
る
こ
と
）
の
こ
と
を
私
（
光
秀
）
が
了
解
し
た
の
で
、
そ

の
（
私
の
）
気
持
ち
を
踏
ま
え
て
尽
力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

一
　
そ
の
国
（
紀
州
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、（
あ
な
た
た
ち
が
）
力
を
尽
く
し
て
く
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
よ
く
相
談
す
る
よ
う
に
。

一
　
高
野
や
根
来
、
そ
こ
（
雑
賀
）
の
衆
は
相
談
し
て
、（
将
軍
の
い
る
）
泉
河
へ
出

向
き
力
を
尽
く
す
こ
と
。
知
行
な
ど
の
こ
と
は
年
寄
が
相
談
し
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と

お
互
い
に
心
を
通
わ
せ
、
不
仲
に
な
ら
な
い
よ
う
に
相
談
す
る
こ
と
。

一
　
近
江
や
美
濃
の
す
べ
て
の
混
乱
を
お
さ
め
、
自
分
の
思
う
と
お
り
に
な
っ
た
。

ご
心
配
は
不
要
で
す
。
使
者
が
い
ろ
い
ろ
申
し
ま
す
。

御
入
洛
の
こ
と
、
援
助
や
味
方
が
大
事
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
将
軍
が
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
ら
、
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん
。

　　
宛
先
の
土
橋
平
尉
と
は
土
橋
重
治
（
つ
ち
ば
し
し
げ
は
る
）
の
こ
と
で
す
。
紀
伊

国
の
北
西
部
の
地
侍
集
団
で
、反
信
長
派
で
あ
っ
た
雑
賀
衆（
さ
い
か
し
ゅ
う
）の
リ
ー
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恐
々
謹
言
、

　
六
月
十
二
日
　
　
光
秀
（
花
押
）

雑
賀
五
郷

土
橋
平
尉
殿　

御
返
報

（
包
紙
）

「
惟
任
日
向
守

雑
賀
五
郷
　
　
　
　
　
光
秀

土
橋
平
尉
殿
御
返
報
　
　
　
」

読
み尚

以
っ
て
急
度
（
も
し
く
は
「
受
衆
」）
御
入
洛
の
儀
御
馳
走
肝
要
に
候
、
委
細
上
意

と
し
て
仰
せ
出
さ
る
べ
く
候
条
、

巨
細
能
わ
ず
候
、

仰
せ
の
ご
と
く
い
ま
だ
申
通
わ
ず
候
処
に
、
上
意
馳
走
申
さ
れ
る
に
付
い
て
示
し
給

わ
り
快
然
に
候
、
然
る
に
御
入
洛
の
事
即
ち
御
請
申
し
上
げ
候
、
其
の
意
を
得
ら
れ

御
馳
走
肝
要
に
候
事
、

一
　
其
の
国
の
儀
御
入
魂
あ
る
べ
き
旨
珍
重
に
候
、
い
よ
い
よ
其
の
意
を
得
ら
れ
申

し
談
ず
べ
き
候
事
、

一
　
髙
野
根
来
其
元
（
そ
こ
も
と
）
の
衆
相
談
せ
ら
れ
、
泉
河
表
に
至
り
御
出
勢
尤

に
候
、
知
行
等
の
儀
年
寄
国
を
以
っ
て
申
し
談
じ
、
後
々
ま
で
互
い
に
入
魂
し
遁
れ

が
た
き
様
相
談
す
べ
き
事
、

一
　
江
州
濃
州
こ
と
ご
と
く
平
均
申
し
付
け
覚
悟
に
任
せ
候
、
御
気
遣
あ
る
ま
じ
く

候
、
尚
使
者
申
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十
二
日
　
　
光
秀
（
花
押
）

⒁

　

 

明
智
光
秀
書
状

　

［
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）］　
土
橋
平
尉
（
重
治
）　
宛

　
　
尚
以
急
度
御
入
洛
義
、

御
馳
走
肝
要
候
、
委
細

為
　
上
意
可
被
仰
出
候
条

不
能
巨
細
候
、

如
仰
未
申
通
候
処
ニ

上
意
馳
走
被
申
付
而

示
給
快
然
候
、
然
而

御
入
洛
事
即
御
請
申
上
候
、

被
得
其
意
御
馳
走
肝
要
候
事
、

一
　
其
国
儀
可
有
御
入
魂
旨

珍
重
候
、
弥
被
得
其
意
可
申

談
候
事
、

一
　
髙
野
根
来
其
元
之
衆

被
相
談
至
泉
河
表
御

出
勢
尤
候
、
知
行
等
儀
年
寄

以
国
申
談
、
後
々
迄
互
入
魂

難
遁
様
可
相
談
事
、

一
　
江
州
濃
州
悉
平
均
申
付

任
覚
悟
候
、
御
気
遣
有

間
敷
候
、
尚
使
者
可
申
候
、
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ダ
ー
で
し
た
。
本
能
寺
の
変
（
六
月
二
日
）
の
直
後
の
光
秀
の
こ
の
書
状
は
、
変
の

背
景
を
探
る
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。「
上
意
」
と
は
、
将
軍
の
足
利
義
昭
の

こ
と
と
思
わ
れ
、
光
秀
と
雑
賀
衆
と
義
昭
の
様
々
な
や
り
と
り
を
推
測
さ
せ
る
も
の

で
す
。

雑
賀
五
郷

土
橋
平
尉
（
重
治
）
殿

御
返
報

（
包
紙
）

「
惟
任
日
向
守

雑
賀
五
郷
　
　
　
光
秀

土
橋
平
尉
殿
　
御
返
報
」

意
味
と
解
説

　
仰
せ
の
よ
う
に
今
ま
で
手
紙
の
や
り
と
り
が
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、（
あ
な
た
が
）

将
軍
の
味
方
を
す
る
と
い
う
手
紙
を
（
あ
な
た
か
ら
）
も
ら
っ
て
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

（
将
軍
の
）
入
洛
（
京
へ
入
る
こ
と
）
の
こ
と
を
私
（
光
秀
）
が
了
解
し
た
の
で
、
そ

の
（
私
の
）
気
持
ち
を
踏
ま
え
て
尽
力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

一
　
そ
の
国
（
紀
州
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、（
あ
な
た
た
ち
が
）
力
を
尽
く
し
て
く
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
よ
く
相
談
す
る
よ
う
に
。

一
　
高
野
や
根
来
、
そ
こ
（
雑
賀
）
の
衆
は
相
談
し
て
、（
将
軍
の
い
る
）
泉
河
へ
出

向
き
力
を
尽
く
す
こ
と
。
知
行
な
ど
の
こ
と
は
年
寄
が
相
談
し
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と

お
互
い
に
心
を
通
わ
せ
、
不
仲
に
な
ら
な
い
よ
う
に
相
談
す
る
こ
と
。

一
　
近
江
や
美
濃
の
す
べ
て
の
混
乱
を
お
さ
め
、
自
分
の
思
う
と
お
り
に
な
っ
た
。

ご
心
配
は
不
要
で
す
。
使
者
が
い
ろ
い
ろ
申
し
ま
す
。

御
入
洛
の
こ
と
、
援
助
や
味
方
が
大
事
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
将
軍
が
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
ら
、
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん
。

　　
宛
先
の
土
橋
平
尉
と
は
土
橋
重
治
（
つ
ち
ば
し
し
げ
は
る
）
の
こ
と
で
す
。
紀
伊

国
の
北
西
部
の
地
侍
集
団
で
、反
信
長
派
で
あ
っ
た
雑
賀
衆（
さ
い
か
し
ゅ
う
）の
リ
ー
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御
動
座
之
儀
来
九
日

弥
可
為
必
定
候
、

我
等
ハ
五
日
当
陣

罷
立
候
、
筒
順
同

心
申
候
、
被
得
其
意

無
御
油
断
御
地
走

簡
要
候
、
此
段
之
条

人
数
等
之
儀
随

分
無
御
油
断
可

有
御
覚
悟
候
、
猶

川
越
玄
蕃
助
可

申
候
、
恐
々
謹
言

　

惟
任
日
向
守
（
明
智
光
秀
）

二
月
廿
七
日
　
光
秀
（
花
押
）

細
井
戸
右
近
殿

御
宿
所

読
み出

陣
に
就
き
鞦
二
懸
手
綱
腹
帯
五
具
送
り
給
ひ
候
、毎
度
御
懇
志
の
至
り
に
候
、［
信

長
の
］
御
動
座
の
儀
は
来
た
る
九
日
に
い
よ
い
よ
必
定
た
る
べ
き
候
、
我
等
は
五

日
に
当
陣
を
罷
り
立
ち
候
、
筒
順
同
心
申
候
、
そ
の
意
を
得
ら
れ
御
油
断
な
く
御

地
走
簡
要
に
候
、
此
段
の
条
人
数
等
の
儀
随
分
御
油
断
な
く
御
覚
悟
あ
る
べ
き
候
、

な
お
川
越
玄
蕃
助
申
す
べ
き
候
、
恐
々
謹
言
、

惟
任
日
向
守
（
明
智
光
秀
）

二
月
廿
七
日
　
光
秀
（
花
押
）

細
井
戸
右
近
殿

御
宿
所

意
味
と
解
説

　
出
陣
に
際
し
て
鞦
（
し
り
が
い
・
馬
の
体
に
つ
け
る
馬
具
な
ど
の
こ
と
）
を
二

懸
、手
綱
腹
帯
を
五
具
送
っ
て
い
た
だ
き
、毎
度
の
贈
り
物
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

御
動
座
（
信
長
の
出
陣
）
は
来
た
る
九
日
に
い
よ
い
よ
定
め
ら
れ
、わ
た
し
（
光
秀
）

た
ち
は
五
日
に
当
陣
を
出
発
し
ま
す
。
筒
井
順
慶
も
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で

油
断
な
く
援
助
や
味
方
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
出
陣
の
事
、
人
数
等
の
こ
と
、

十
分
に
油
断
な
く
心
づ
も
り
し
な
さ
い
。
な
お
川
越
玄
蕃
助
が
申
し
ま
す
。

　　
年
不
詳
で
す
が
、
関
連
す
る
信
長
ら
の
様
々
な
史
料
な
ど
か
ら
、
武
田
を
攻
略

す
る
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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た
の
で
（
そ
ち
ら
に
行
く
こ
と
が
）
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
調
整

説
得
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
、
ほ
ど
な
く
上
洛
し
ま
す
。
そ
ち
ら
の
国
の
こ

と
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
。元
気
で
踏
ん
張
っ

て
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
。
な
お
追
々
（
そ
ち
ら
へ
）
言
葉
を
か
け
ま
す
。

　　
木
作
左
衛
門
佐
は
織
田
信
雄
（
の
ぶ
か
つ
）
の
家
老
で
、戸
木
城
の
城
主
で
あ
っ

た
木
造
具
政
（
こ
づ
く
り 

と
も
ま
さ
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
小
牧
長
久
手
の
戦
に

関
連
す
る
伊
勢
南
部
の
松
ヶ
嶋
城
を
め
ぐ
る
攻
防
と
、
当
時
の
家
康
の
状
況
を
示

す
も
の
で
す
。

⑿

　明
智
光
秀
諸
役
免
許
状

　

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）　
曽
祢
（
曽
根
）
村
惣
中
　
宛

今
度
従
氷
上
表

打
入
候
刻
、
当
村
百
姓

別
而
馳
走
之
段
懇

志
不
浅
候
、
依
之
諸

役
万
雑
公
事
令

免
許
畢
、
仍
如
件
、

天
正
四

二
月
廿
日
　（
花
押
）

曽
祢
村

惣
中

読
み今

度
氷
上
表
よ
り
打
ち
入
り
候
刻
、
当
村
の
百
姓
別
に
馳
走
の
段
懇
志
浅
か
ら
ず

候
、こ
れ
に
よ
り
諸
役
万
雑
公
事
（
ま
ん
ぞ
う
く
じ
）
免
許
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
、よ
っ

て
件
の
如
し
、

天
正
四
年
二
月
廿
日
　（
光
秀
）

曽
祢
（
曽
根
）
村

惣
中

意
味
と
解
説

　
こ
の
た
び
（
丹
波
）
氷
上
郡
（
黒
井
城
）
を
攻
撃
し
た
際
、
村
の
百
姓
が
援
助

を
し
て
く
れ
、
そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

曽
根
村
の
様
々
な
課
税
を
免
除
し
ま
す
。

　　
明
智
光
秀
は
織
田
信
長
か
ら
丹
波
攻
略
を
命
じ
ら
れ
、
丹
波
黒
井
城
を
攻
め
ま

し
た
。
そ
の
出
陣
に
際
し
て
曽
根
村
の
者
た
ち
が
光
秀
を
あ
つ
く
援
助
し
た
た
め
、

そ
れ
に
対
し
て
光
秀
が
税
を
免
除
し
た
文
書
で
す
。
光
秀
の
勢
力
範
囲
が
わ
か
る

史
料
で
す
。

⒀

　

 

明
智
光
秀
書
状

　

［
年
不
詳
（
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
カ
）］　
細
井
戸
右
近
　
宛

就
出
陣
鞦
二
懸

手
綱
腹
帯
五
具

送
給
候
、
毎
度
御
懇

志
之
至
候
、
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御
動
座
之
儀
来
九
日

弥
可
為
必
定
候
、

我
等
ハ
五
日
当
陣

罷
立
候
、
筒
順
同

心
申
候
、
被
得
其
意

無
御
油
断
御
地
走

簡
要
候
、
此
段
之
条

人
数
等
之
儀
随

分
無
御
油
断
可

有
御
覚
悟
候
、
猶

川
越
玄
蕃
助
可

申
候
、
恐
々
謹
言

　

惟
任
日
向
守
（
明
智
光
秀
）

二
月
廿
七
日
　
光
秀
（
花
押
）

細
井
戸
右
近
殿

御
宿
所

読
み出

陣
に
就
き
鞦
二
懸
手
綱
腹
帯
五
具
送
り
給
ひ
候
、毎
度
御
懇
志
の
至
り
に
候
、［
信

長
の
］
御
動
座
の
儀
は
来
た
る
九
日
に
い
よ
い
よ
必
定
た
る
べ
き
候
、
我
等
は
五

日
に
当
陣
を
罷
り
立
ち
候
、
筒
順
同
心
申
候
、
そ
の
意
を
得
ら
れ
御
油
断
な
く
御

地
走
簡
要
に
候
、
此
段
の
条
人
数
等
の
儀
随
分
御
油
断
な
く
御
覚
悟
あ
る
べ
き
候
、

な
お
川
越
玄
蕃
助
申
す
べ
き
候
、
恐
々
謹
言
、

惟
任
日
向
守
（
明
智
光
秀
）

二
月
廿
七
日
　
光
秀
（
花
押
）

細
井
戸
右
近
殿

御
宿
所

意
味
と
解
説

　
出
陣
に
際
し
て
鞦
（
し
り
が
い
・
馬
の
体
に
つ
け
る
馬
具
な
ど
の
こ
と
）
を
二

懸
、手
綱
腹
帯
を
五
具
送
っ
て
い
た
だ
き
、毎
度
の
贈
り
物
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

御
動
座
（
信
長
の
出
陣
）
は
来
た
る
九
日
に
い
よ
い
よ
定
め
ら
れ
、わ
た
し
（
光
秀
）

た
ち
は
五
日
に
当
陣
を
出
発
し
ま
す
。
筒
井
順
慶
も
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で

油
断
な
く
援
助
や
味
方
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
出
陣
の
事
、
人
数
等
の
こ
と
、

十
分
に
油
断
な
く
心
づ
も
り
し
な
さ
い
。
な
お
川
越
玄
蕃
助
が
申
し
ま
す
。

　　
年
不
詳
で
す
が
、
関
連
す
る
信
長
ら
の
様
々
な
史
料
な
ど
か
ら
、
武
田
を
攻
略

す
る
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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体
調
の
よ
く
な
っ
た
秀
吉
が
家
康
の
こ
と
を
心
配
し
て
書
い
た
も
の
で
、
親
愛
の
情

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
年
不
詳
で
す
が
、
両
者
の
病
気
の
歴
史
を
調
べ
て
い
く
と
文

禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
書
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑾

　徳
川
家
康
書
状

　

［
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）］　
木
作
左
衛
門
佐
（
木
造
具
政
）・
戸
木
入
道

　
宛

信
雄
江
御
注
進
状
即
此
方
へ

御
越
候
、
委
細
遂
披
見
候
、
仍
去

十
四
夜
松
ヶ
嶋
へ
被
取
懸
、
宿

城
悉
放
火
其
上
被
及
合
戦
、

始
弥
大
郎
其
外
随
一
之
者
共
百

余
被
討
捕
、
首
共
被
差
越
之

由
候
、
毎
度
か
様
之
御
手
柄
共
無

比
類
儀
可
申
様
無
之
候
、
早
々
至

其
表
可
出
馬
申
候
処
、
此
中
河

浅
候
間
、
諸
城
手
懸
依
申
付

遅
延
候
、
方
々
調
略
之
子
細

何
も
相
卜
候
之
間
、
上
洛
不
可
有

程
候
、
殊
其
国
之
儀
被
捨
置
間
敷
候

間
、
可
御
心
安
候
、
弥
丈
夫
被
相
踏

専
一
候
、
尚
追
々
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
五
月
十
八
日
　
家
康
（
花
押
）

木
作
左
衛
門
佐
殿

戸
木
入
道
殿

読
み信

雄
へ
御
注
進
状
即
ち
此
の
方
へ
お
越
候
、
委
細
は
披
見
を
遂
げ
候
、
よ
っ
て
去
る

十
四
日
夜
松
ヶ
嶋
へ
取
り
懸
か
ら
れ
、
宿
城
悉
く
放
火
し
其
の
上
合
戦
に
及
ば
れ
、

弥
大
郎
を
始
め
其
の
外
随
一
の
者
ど
も
百
余
を
討
ち
捕
え
ら
れ
、
首
と
も
こ
れ
を
差

し
越
さ
れ
る
由
候
、
毎
度
か
様
の
御
手
柄
と
も
比
類
な
き
の
儀
申
す
べ
く
さ
ま
こ
れ

な
き
候
、
早
々
そ
の
表
に
至
り
出
馬
申
す
べ
き
候
処
、
こ
の
中
河
浅
の
間
、
諸
城
を

手
懸
け
申
付
く
る
に
よ
っ
て
遅
延
候
、
方
々
調
略
の
子
細
何
も
相
卜
（
ぼ
く
）
し
候

之
間
、
上
洛
程
あ
る
べ
か
ら
ず
候
、
殊
其
国
の
儀
捨
て
置
か
れ
間
敷
く
候
間
、
御
心

や
す
か
る
べ
く
候
、
い
よ
い
よ
丈
夫
相
踏
ま
れ
専
一
に
候
、
な
お
追
々
申
し
入
る
べ

く
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
十
八
日
　
家
康
（
花
押
）

木
作
左
衛
門
佐
（
木
造
具
政
）
殿

戸
木
入
道
殿

意
味
と
解
説

　
信
雄
へ
の
報
告
書
が
、
こ
ち
ら
へ
届
き
詳
し
く
読
み
ま
し
た
。（
あ
な
た
（
木
造
・

戸
木
）
は
、）
去
る
十
四
日
夜
に
松
ヶ
嶋
を
攻
め
、
宿
や
城
を
悉
く
放
火
し
て
合
戦
に

な
り
弥
大
郎
を
始
め
と
し
た
強
者
百
名
余
り
を
捕
え
首
を
差
出
ま
し
た
。
い
つ
も
の

様
の
お
御
手
柄
と
と
も
に
比
類
な
い
も
の
で
す
。
早
々
に
そ
ち
ら
（
松
ヶ
島
）
へ
向

か
い
参
陣
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
河
が
浅
く
諸
城
を
攻
撃
す
る
よ
う
申
し
付
け
て
い
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八
月
九
日
（
朱
印
）

寺
西
筑
後
守
（
正
勝
）
殿

意
味
と
解
説

　
領
地
の
増
加
と
し
て
美
濃
国
（
加
茂
郡
）
蜂
屋
村
の
三
千
石
を
与
え
ま
す
。
本
領

と
あ
わ
せ
て
一
万
三
千
八
十
石
を
与
え
ま
す
。（
寺
西
は
）
す
べ
て
を
領
地
に
し
な
さ

い
。

　　
豊
臣
秀
吉
が
家
臣
の
寺
西
筑
後
守
正
勝
に
蜂
屋
村
（
現
在
美
濃
加
茂
市
）
の
領
地

の
三
千
石
を
追
加
し
て
与
え
た
も
の
。
江
戸
初
期
に
尾
張
藩
領
（
約
三
千
石
）
と
な
っ

た
蜂
屋
領
は
、
こ
の
時
期
に
一
旦
寺
西
が
支
配
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
史
料

で
す
。

⑽

　

 

豊
臣
秀
吉
自
筆
書
状

　

［
年
未
詳
（
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
カ
）］　
大
納
言
（
徳
川
家
康
カ
）
宛

（
重
要
美
術
品
）

か
へ
す
〳
〵
す
き

と
よ
く
な
り
候
ハ
ん
間
、

此
方
へ
も
む
や
う

に
て
候

わ
つ
ら
い
な
に
と
候
や
、

心
も
と
な
く
候
ま
ゝ
、

一
ふ
て
と
り
む
か
い
ま
い
ら
せ
候
、

わ
れ
〳
〵
心
か
は
や
よ
く

候
間
心
や
す
く
候
べ
く
候
、

け
さ
た
け
た
進
之
候
、

よ
く
や
う
し
や
う
候
て
可
然
候
、

か
し
く

大
な
ご
ん
殿
　
大
か
う

読
み患

い
な
に
と
候
や
、
心
も
と
な
く
候
ま
ゝ
、
一
筆
と
り
む
か
い
ま
い
ら
せ
候
、
わ
れ

わ
れ
心
が
は
や
よ
く
候
間
、
心
や
す
く
候
べ
く
候
、
今
朝
た
け
た
ま
い
ら
せ
候
、
よ

く
養
生
候
て
し
か
る
べ
く
候
、

か
し
く

返
す
が
え
す
す
き
と
良
く
な
り
候
は
ん
間
、
こ
の
方
へ
も
無
用
に
て
候
、

大
納
言
（
徳
川
家
康
）
殿
　
大
か
う

意
味
と
解
説

　
あ
な
た
の
患
い
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
不
安
な
気
持
ち
の
ま
ま
手
紙
を
書
い
て

い
ま
す
。
私
は
（
容
体
が
よ
く
な
り
）
心
が
明
る
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。
今
朝（
医
師
の
）竹
田
を
ま
い
ら
せ
ま
す
。
よ
く
養
生
し
て
く
だ
さ
い
。

繰
り
返
し
で
す
が
（
こ
ち
ら
は
）
す
っ
き
り
と
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
ご
心
配
な
く

し
て
く
だ
さ
い
。

　　
秀
吉
（
太
閤
）
独
特
の
筆
使
い
で
味
の
あ
る
書
状
で
す
。
宛
先
の
大
納
言
と
は
徳

川
家
康
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
両
者
と
も
病
気
が
ち
で
し
た
が
、
少
し
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体
調
の
よ
く
な
っ
た
秀
吉
が
家
康
の
こ
と
を
心
配
し
て
書
い
た
も
の
で
、
親
愛
の
情

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
年
不
詳
で
す
が
、
両
者
の
病
気
の
歴
史
を
調
べ
て
い
く
と
文

禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
書
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑾

　徳
川
家
康
書
状

　

［
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）］　
木
作
左
衛
門
佐
（
木
造
具
政
）・
戸
木
入
道

　
宛

信
雄
江
御
注
進
状
即
此
方
へ

御
越
候
、
委
細
遂
披
見
候
、
仍
去

十
四
夜
松
ヶ
嶋
へ
被
取
懸
、
宿

城
悉
放
火
其
上
被
及
合
戦
、

始
弥
大
郎
其
外
随
一
之
者
共
百

余
被
討
捕
、
首
共
被
差
越
之

由
候
、
毎
度
か
様
之
御
手
柄
共
無

比
類
儀
可
申
様
無
之
候
、
早
々
至

其
表
可
出
馬
申
候
処
、
此
中
河

浅
候
間
、
諸
城
手
懸
依
申
付

遅
延
候
、
方
々
調
略
之
子
細

何
も
相
卜
候
之
間
、
上
洛
不
可
有

程
候
、
殊
其
国
之
儀
被
捨
置
間
敷
候

間
、
可
御
心
安
候
、
弥
丈
夫
被
相
踏

専
一
候
、
尚
追
々
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
五
月
十
八
日
　
家
康
（
花
押
）

木
作
左
衛
門
佐
殿

戸
木
入
道
殿

読
み信

雄
へ
御
注
進
状
即
ち
此
の
方
へ
お
越
候
、
委
細
は
披
見
を
遂
げ
候
、
よ
っ
て
去
る

十
四
日
夜
松
ヶ
嶋
へ
取
り
懸
か
ら
れ
、
宿
城
悉
く
放
火
し
其
の
上
合
戦
に
及
ば
れ
、

弥
大
郎
を
始
め
其
の
外
随
一
の
者
ど
も
百
余
を
討
ち
捕
え
ら
れ
、
首
と
も
こ
れ
を
差

し
越
さ
れ
る
由
候
、
毎
度
か
様
の
御
手
柄
と
も
比
類
な
き
の
儀
申
す
べ
く
さ
ま
こ
れ

な
き
候
、
早
々
そ
の
表
に
至
り
出
馬
申
す
べ
き
候
処
、
こ
の
中
河
浅
の
間
、
諸
城
を

手
懸
け
申
付
く
る
に
よ
っ
て
遅
延
候
、
方
々
調
略
の
子
細
何
も
相
卜
（
ぼ
く
）
し
候

之
間
、
上
洛
程
あ
る
べ
か
ら
ず
候
、
殊
其
国
の
儀
捨
て
置
か
れ
間
敷
く
候
間
、
御
心

や
す
か
る
べ
く
候
、
い
よ
い
よ
丈
夫
相
踏
ま
れ
専
一
に
候
、
な
お
追
々
申
し
入
る
べ

く
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
十
八
日
　
家
康
（
花
押
）

木
作
左
衛
門
佐
（
木
造
具
政
）
殿

戸
木
入
道
殿

意
味
と
解
説

　
信
雄
へ
の
報
告
書
が
、
こ
ち
ら
へ
届
き
詳
し
く
読
み
ま
し
た
。（
あ
な
た
（
木
造
・

戸
木
）
は
、）
去
る
十
四
日
夜
に
松
ヶ
嶋
を
攻
め
、
宿
や
城
を
悉
く
放
火
し
て
合
戦
に

な
り
弥
大
郎
を
始
め
と
し
た
強
者
百
名
余
り
を
捕
え
首
を
差
出
ま
し
た
。
い
つ
も
の

様
の
お
御
手
柄
と
と
も
に
比
類
な
い
も
の
で
す
。
早
々
に
そ
ち
ら
（
松
ヶ
島
）
へ
向

か
い
参
陣
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
河
が
浅
く
諸
城
を
攻
撃
す
る
よ
う
申
し
付
け
て
い
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五
月
以
前
ニ
可
被
相
極

儀
尤
候
、
猶
両
人
可

申
候
也
、

　
　

二
月
廿
四
日
　
秀
吉
（
花
押
）

　
　
　
徳
川
中
納
言
殿

読
み駿

州
へ
相
い
越
さ
れ
大
儀
に
候
、
早
々
申
し
遣
わ
す
べ
き
処
、
九
州
面
へ
出
馬
の
儀

に
付
い
て
延
引
し
候
、
次
小
笠
原
并
真
田
両
人
事
召
上
、
そ
の
方
に
対
し
て
随
心
す

べ
き
の
旨
仰
せ
聞
か
さ
れ
、
則
ち
酒
井
左
衛
門
尉
申
し
含
み
、
伊
藤
大
郎
左
衛
門
尉

相
い
添
え
遣
わ
し
候
条
、
其
意
を
得
ら
れ
、
入
魂
簡
要
に
候
、
随
て
関
東
無
事
の
儀

を
条
々
左
衛
門
尉
ニ
仰
せ
含
め
ら
れ
候
、
是
又
急
度
北
条
へ
相
い
進
ら
せ
る
べ
く
候
、

留
主
中
五
月
以
前
に
相
い
極
め
ら
る
べ
き
の
儀
も
っ
と
も
候
、
猶
両
人
申
す
べ
き
候

也
、

二
月
廿
四
日
　
秀
吉
（
花
押
）

徳
川
中
納
言
（
家
康
）
殿

意
味
と
解
説

　（
徳
川
中
納
言
（
家
康
）
が
）
駿
州
へ
到
着
し
た
こ
と
は
ご
苦
労
で
し
た
。
早
々

に
書
状
を
出
す
と
こ
ろ
、
九
州
へ
の
出
馬
（
準
備
）
の
件
で
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
笠
原
と
真
田
両
人
の
こ
と
、
召
し
上
げ
て
そ
ち
ら
に
従
う
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。

酒
井
左
衛
門
尉
に
そ
の
こ
と
を
申
し
含
み
、
伊
藤
大
郎
左
衛
門
尉
を
添
え
て
遣
わ
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
意
を
く
み
と
っ
て
仲
良
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
さ
て
、
関

東
の
和
平
の
こ
と
に
つ
い
て
色
々
と
（
酒
井
）
左
衛
門
尉
に
申
し
含
め
ま
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
北
条
方
へ
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
（
九
州
に
出
陣
し
て
い
る
）
留
守
中

の
五
月
ま
で
に
決
着
し
て
く
だ
さ
い
。
両
人
（
酒
井
と
伊
藤
）
が
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
申
し
ま
す
。

⑼

　豊
臣
秀
吉
朱
印
状

　

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）　
寺
西
筑
後
守
（
正
勝
）
宛

為
加
増
美
濃
国

蜂
屋
村
三
千
石

本
知
壱
万
八
十
石

都
合
一
万
三
千

八
十
石
事
、
令
扶

助
之
訖
全
可
領

知
者
也
、

　
天
正
十
九

　
　
八
月
九
日
（
朱
印
）

　

寺
西
筑
後
守
殿

読
み加

増
と
し
て
美
濃
国
蜂
屋
村
の
三
千
石
、
本
知
壱
万
八
十
石
の
都
合
一
万
三
千
八
十

石
の
事
、
こ
れ
を
扶
助
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
、
全
て
領
知
す
べ
き
者
也
、

天
正
十
九
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⑺

　豊
臣
秀
吉
朱
印
状

　

［
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）］　
荒
尾
次
郎
作
（
隆
重
）
宛

犬
山
在
候
船
く
さ
り

事
、
加
藤
作
内

令
相
談
、
岐
阜
迄

持
遣
、
池
田
三
左
衛
門
尉
ニ

可
相
渡
候
、
尚
委
細

作
内
可
申
候
也
、

三
月
朔
日
　
秀
吉
（
朱
印
）

荒
尾
次
郎
作
殿

読
み犬

山
に
あ
り
候
船
く
さ
り
の
事
、
加
藤
作
内
相
談
せ
し
め
、
岐
阜
迄
持
ち
遣
わ
し
、

池
田
三
左
衛
門
尉
ニ
相
渡
す
べ
き
候
、
尚
委
細
は
作
内
申
す
べ
き
候
也
、

三
月
朔
日
　
秀
吉
（
朱
印
）

荒
尾
次
郎
作
（
隆
重
）
殿

意
味
と
解
説

　（
尾
張
の
）
犬
山
に
あ
る
船
鎖
に
つ
い
て
加
藤
作
内
（
犬
山
城
主
の
加
藤
光
泰
）
と

相
談
し
、
岐
阜
ま
で
運
送
し
、
池
田
三
左
衛
門
尉
（
池
田
輝
政
・
当
時
の
岐
阜
城
主
）

に
渡
し
な
さ
い
。
な
お
詳
し
く
は
加
藤
作
内
が
申
し
ま
す
。

　

　「
船
鎖
」（
ふ
な
く
さ
り
）
と
は
船
を
つ
な
い
で
川
を
渡
る
舟
橋
に
す
る
た
め
の
鎖

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
関
連
す
る
別

の
史
料
か
ら
、
こ
の
後
近
江
へ
、
さ
ら
に
越
前
ま
で
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

荒
尾
次
郎
作
（
隆
重
）
は
、
信
長
の
家
臣
池
田
氏
の
家
老
と
し
て
仕
え
た
人
物
で
す
。

な
お
、
秀
吉
は
こ
の
年
の
九
月
、
豊
臣
の
姓
を
受
け
ま
す
。

⑻

　豊
臣
秀
吉
書
状

　
　

［
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）］　
徳
川
中
納
言
（
家
康
）
宛

駿
州
江
被
相
越

大
儀
候
、
早
々
可
申
遣

処
、
九
州
面
出
馬
之

儀
付
而
延
引
候
、
次

小
笠
原
并
真
田

両
人
事
召
上
、
対

其
方
可
随
心
之
旨

被
仰
聞
、
則
酒
井
左
衛
門
尉

申
含
、
伊
藤
大
郎
左
衛
門
尉

相
添
遣
候
条
、
被
得

其
意
、
入
魂
簡
要
候
、

随
而
関
東
無
事
之
儀
、

条
々
左
衛
門
尉
仁
被
仰
含
候
、

是
又
急
度
北
条
へ

可
被
相
進
候
、
留
主
中
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五
月
以
前
ニ
可
被
相
極

儀
尤
候
、
猶
両
人
可

申
候
也
、

　
　

二
月
廿
四
日
　
秀
吉
（
花
押
）

　
　
　
徳
川
中
納
言
殿

読
み駿

州
へ
相
い
越
さ
れ
大
儀
に
候
、
早
々
申
し
遣
わ
す
べ
き
処
、
九
州
面
へ
出
馬
の
儀

に
付
い
て
延
引
し
候
、
次
小
笠
原
并
真
田
両
人
事
召
上
、
そ
の
方
に
対
し
て
随
心
す

べ
き
の
旨
仰
せ
聞
か
さ
れ
、
則
ち
酒
井
左
衛
門
尉
申
し
含
み
、
伊
藤
大
郎
左
衛
門
尉

相
い
添
え
遣
わ
し
候
条
、
其
意
を
得
ら
れ
、
入
魂
簡
要
に
候
、
随
て
関
東
無
事
の
儀

を
条
々
左
衛
門
尉
ニ
仰
せ
含
め
ら
れ
候
、
是
又
急
度
北
条
へ
相
い
進
ら
せ
る
べ
く
候
、

留
主
中
五
月
以
前
に
相
い
極
め
ら
る
べ
き
の
儀
も
っ
と
も
候
、
猶
両
人
申
す
べ
き
候

也
、

二
月
廿
四
日
　
秀
吉
（
花
押
）

徳
川
中
納
言
（
家
康
）
殿

意
味
と
解
説

　（
徳
川
中
納
言
（
家
康
）
が
）
駿
州
へ
到
着
し
た
こ
と
は
ご
苦
労
で
し
た
。
早
々

に
書
状
を
出
す
と
こ
ろ
、
九
州
へ
の
出
馬
（
準
備
）
の
件
で
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
笠
原
と
真
田
両
人
の
こ
と
、
召
し
上
げ
て
そ
ち
ら
に
従
う
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。

酒
井
左
衛
門
尉
に
そ
の
こ
と
を
申
し
含
み
、
伊
藤
大
郎
左
衛
門
尉
を
添
え
て
遣
わ
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
意
を
く
み
と
っ
て
仲
良
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
さ
て
、
関

東
の
和
平
の
こ
と
に
つ
い
て
色
々
と
（
酒
井
）
左
衛
門
尉
に
申
し
含
め
ま
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
北
条
方
へ
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
（
九
州
に
出
陣
し
て
い
る
）
留
守
中

の
五
月
ま
で
に
決
着
し
て
く
だ
さ
い
。
両
人
（
酒
井
と
伊
藤
）
が
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
申
し
ま
す
。

⑼

　豊
臣
秀
吉
朱
印
状

　

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）　
寺
西
筑
後
守
（
正
勝
）
宛

為
加
増
美
濃
国

蜂
屋
村
三
千
石

本
知
壱
万
八
十
石

都
合
一
万
三
千

八
十
石
事
、
令
扶

助
之
訖
全
可
領

知
者
也
、

　
天
正
十
九

　
　
八
月
九
日
（
朱
印
）

　

寺
西
筑
後
守
殿

読
み加

増
と
し
て
美
濃
国
蜂
屋
村
の
三
千
石
、
本
知
壱
万
八
十
石
の
都
合
一
万
三
千
八
十

石
の
事
、
こ
れ
を
扶
助
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
、
全
て
領
知
す
べ
き
者
也
、

天
正
十
九
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（
中
四
）

木
下
与
右
衛
門
　
　
　
　
　
百
廿

［
雑
賀
］
孫
一
　
　
　
　
　
弐
百

［
舟
越
］
　
　
　
　
　
　
　
百

［
多
賀
］
宗
十
郎
　
　
　
　
百
五
十

木
村
や
一
右
衛
門
　
　
　
　
百
卅

［
宮
木
］
藤
左
衛
門
　
　
　
七
十

［
生
熊
］
源
介
　
　
　
　
　
百
廿

［
伊
藤
］
弥
吉
　
　
　
　
　
百
五
十

［
野
村
］
内
匠
介
　
　
　
　
百
五
十

合
千
弐
百

（
右
五
）

河
尻
与
四
郎
　
　
　
　
　
　
百
卅

［
福
島
］
市
兵
衛
　
　
　
　
弐
百
五
十

［
加
藤
］
孫
六
　
　
　
　
　
百
五
十

［
佐
久
間
］
忠
兵
衛
　
　
　
百
廿

［
戸
田
］
三
郎
四
郎
　
　
　
三
百

池
田
久
左
衛
門
　
　
　
　
　
九
十

松
下
［
嘉
兵
衛
］
　
　
　
　
百

津
田
小
八
郎
　
　
　
　
　
　
百
五
十

合
千
三
百

（
左
五
）

［
森
］
三
右
衛
門
　
　
　
　
百

［
加
藤
］
虎
之
介
　
　
　
　
百
五
十

［
尾
藤
］
甚
右
衛
門
　
　
　
五
百

［
平
野
］
権
平
　
　
　
　
　
百
五
十

［
瀧
川
］
義
太
夫
　
　
　
　
百

［
早
川
］
喜
八
郎
　
　
　
　
百
五
十

［
蜂
屋
］
五
郎
介
　
　
　
　
弐
百
五
十

合
千
四
百

（
六
）

［
伊
藤
］
七
蔵
く
ミ

［
津
田
］
与
左
衛
門
く
ミ

［
真
野
］
左
近
く
ミ

三
千

秀
吉
（
花
押
）

［
早
水
］
勝
太
く
ミ

［
佐
藤
］
主
計
く
ミ

［
尼
子
］
六
郎
左
衛
門
く
ミ

此
備
都
合
壱
万
五
千

解
説　

羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
作
成
し
た
陣
立
書
。
陣
立
書
（
じ
ん
だ
て
し
ょ
）
と
は
出

陣
の
命
令
を
下
す
際
に
一
番
手
、
二
番
手
と
家
来
を
組
み
分
け
し
、
そ
の
組
を
ひ
き

い
る
武
将
と
組
の
人
数
を
記
し
た
も
の
で
す
。

　　
こ
の
史
料
は
か
つ
て
、
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
の
際
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
武
将
の
顔
ぶ
れ
か
ら
判
断
し
て
小
牧
長
久
手
の
戦
に
あ
た
っ
て

の
陣
立
書
と
思
わ
れ
ま
す
。
秀
吉
が
最
後
尾
に
書
か
れ
、
左
五
（
五
段
目
左
側
）
に

加
藤
虎
之
介
（
加
藤
清
正
）、
蜂
屋
五
郎
介
の
名
が
み
え
ま
す
。
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合
千
三
百

（
左
五
）

も
り
三
右
衛
門
尉
　
百

か
と
う
虎
介
　
　
　
百
五
十

ひ
と
う
甚
右
エ
門
　
五
百

ひ
ら
の
権
平
　
　
　
百
五
十

た
き
川
ぎ
太
夫
　
　
百

は
や
川
喜
八
郎
　
　
百
五
十

は
ち
や
五
郎
介
　
　
弐
百
五
十

合
千
四
百

（
六
）

い
と
う
七
蔵
く
ミ
　

つ
田
与
左
衛
門
く
ミ

ま
の
左
近
く
ミ

三
千

秀
吉
（
花
押
）

は
や
ミ
勝
太
く
ミ

さ
と
う
主
計
く
ミ

尼
子
六
郎
左
衛
門
く
ミ

此
備
都
合
壱
万
五
千

読
み

（
一
）

［
池
田
］
孫
次
郎
　
　
　
　
三
百
五
十

［
山
崎
］
源
太
左
衛
門
尉
　
七
百
五
十

［
多
賀
］
新
太
左
衛
門
尉
　
三
百

合
千
四
百

（
右
二
）

木
村
隼
人
　
　
　
　
　
　
　
千
五
百

［
堀
尾
］
毛
介
　
　
　
　
　
六
百

合
弐
千
百

（
左
二
）

［
加
藤
］
作
内
　
　
　
　
　
千

み
こ
田
平
左
衛
門
　
　
　
　
六
百

一
柳
市
助
　
　
　
　
　
　
　
七
百

合
弐
千
三
百

（
中
三
）

［
生
駒
］
市
左
衛
門
　
　
　
百
八
十

［
柘
植
］
与
八
　
　
　
　
　
百
廿

［
赤
松
］
弥
三
郎
　
　
　
　
四
百

［
大
塩
］
金
右
衛
門
　
　
　
百
八
十

［
牧
村
］
七
兵
衛
　
　
　
　
三
百

［
毛
利
河
内
］
　
　
　
　
　
四
百
廿

山
内
［
伊
右
衛
門
］
　
　
　
百
八
十

［
古
田
］
彦
三
郎
　
　
　
　
百
八
十

［
糟
谷
］
助
右
衛
門
　
　
　
百
五
十

合
弐
千
百
十
人
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（
中
四
）

木
下
与
右
衛
門
　
　
　
　
　
百
廿

［
雑
賀
］
孫
一
　
　
　
　
　
弐
百

［
舟
越
］
　
　
　
　
　
　
　
百

［
多
賀
］
宗
十
郎
　
　
　
　
百
五
十

木
村
や
一
右
衛
門
　
　
　
　
百
卅

［
宮
木
］
藤
左
衛
門
　
　
　
七
十

［
生
熊
］
源
介
　
　
　
　
　
百
廿

［
伊
藤
］
弥
吉
　
　
　
　
　
百
五
十

［
野
村
］
内
匠
介
　
　
　
　
百
五
十

合
千
弐
百

（
右
五
）

河
尻
与
四
郎
　
　
　
　
　
　
百
卅

［
福
島
］
市
兵
衛
　
　
　
　
弐
百
五
十

［
加
藤
］
孫
六
　
　
　
　
　
百
五
十

［
佐
久
間
］
忠
兵
衛
　
　
　
百
廿

［
戸
田
］
三
郎
四
郎
　
　
　
三
百

池
田
久
左
衛
門
　
　
　
　
　
九
十

松
下
［
嘉
兵
衛
］
　
　
　
　
百

津
田
小
八
郎
　
　
　
　
　
　
百
五
十

合
千
三
百

（
左
五
）

［
森
］
三
右
衛
門
　
　
　
　
百

［
加
藤
］
虎
之
介
　
　
　
　
百
五
十

［
尾
藤
］
甚
右
衛
門
　
　
　
五
百

［
平
野
］
権
平
　
　
　
　
　
百
五
十

［
瀧
川
］
義
太
夫
　
　
　
　
百

［
早
川
］
喜
八
郎
　
　
　
　
百
五
十

［
蜂
屋
］
五
郎
介
　
　
　
　
弐
百
五
十

合
千
四
百

（
六
）

［
伊
藤
］
七
蔵
く
ミ

［
津
田
］
与
左
衛
門
く
ミ

［
真
野
］
左
近
く
ミ

三
千

秀
吉
（
花
押
）

［
早
水
］
勝
太
く
ミ

［
佐
藤
］
主
計
く
ミ

［
尼
子
］
六
郎
左
衛
門
く
ミ

此
備
都
合
壱
万
五
千

解
説　

羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
作
成
し
た
陣
立
書
。
陣
立
書
（
じ
ん
だ
て
し
ょ
）
と
は
出

陣
の
命
令
を
下
す
際
に
一
番
手
、
二
番
手
と
家
来
を
組
み
分
け
し
、
そ
の
組
を
ひ
き

い
る
武
将
と
組
の
人
数
を
記
し
た
も
の
で
す
。

　　
こ
の
史
料
は
か
つ
て
、
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
の
際
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
武
将
の
顔
ぶ
れ
か
ら
判
断
し
て
小
牧
長
久
手
の
戦
に
あ
た
っ
て

の
陣
立
書
と
思
わ
れ
ま
す
。
秀
吉
が
最
後
尾
に
書
か
れ
、
左
五
（
五
段
目
左
側
）
に

加
藤
虎
之
介
（
加
藤
清
正
）、
蜂
屋
五
郎
介
の
名
が
み
え
ま
す
。
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（
左
二
）　

　
　
千
　

か
と
う
作
内

　
　
六
百

ミ
こ
田
半
左
衛
門

　
　
七
百

一
柳
市
助

　
　
合
弐
千
三
百

（
中
三
）

　
　
百
八
十

い
こ
ま
市
左
衛
門

　
　
百
廿

つ
げ
与
八

　
　
四
百

あ
か
松
弥
三
郎

　
　
百
八
十

大
し
ほ
金
右
衛
門

　
　
三
百

ま
き
村
長
兵
衛

　
　
四
百
廿

も
り
か
わ
ち

　
　
百
八
十

山
内
い
ゑ
も
ん

　
　
百
八
十

ふ
る
田
彦
三
郎

　
　
百
五
十

か
す
や
助
右
衛
門

　
　
合
弐
千
百
十
人

（
中
四
）

木
下
与
右
衛
門
　
　
百
廿
　

さ
い
か
孫
一
　
　
　
弐
百

ふ
な
こ
し
　
　
　
　
百
　

た
か
宗
十
郎
　
　
　
百
五
十

木
村
や
一
右
衛
門
　
百
卅

ミ
や
木
藤
左
衛
門
　
七
十

い
く
ま
源
介
　
　
　
百
廿

い
と
う
弥
吉
　
　
　
百
五
十

の
村
た
く
ミ
　
　
　
百
五
十

　
　
合
千
弐
百

（
右
五
）　
　

河
尻
与
四
郎
　
　
　
百
卅

ふ
く
島
市
兵
衛
　
　
弐
百
五
十

か
と
う
孫
六
　
　
　
百
五
十

さ
く
ま
忠
兵
衛
　
　
百
廿

と
田
三
郎
四
郎
　
　
三
百

池
田
久
左
衛
門
　
　
九
十

松
下
か
ひ
や
う
へ
　
百

津
田
小
八
郎
　
　
　
百
五
十
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程
候
条
、
其
内
可
矢

留
候
、
但
此
方
付
城

所
々
人
数
不
相
甘
、

番
等
之
儀
者
、
弥
堅

可
申
付
事
専
一
候
也
、

四
月
四
日
　
　
信
長
（
朱
印
）

長
岡
兵
部
大
輔
殿

中
川
瀬
兵
衛
尉
殿

読
み大

坂
赦
免
に
つ
い
て
、
尼
崎
矢
留
の
事
同
心
せ
し
め
候
、
彼
退
城
程
あ
る
べ
か
ら
ず

候
条
、其
の
内
矢
留
す
べ
き
候
、但
し
此
方
付
城
の
所
々
人
数
相
甘
（
く
つ
ろ
げ
）
ず
、

番
等
の
儀
は
い
よ
い
よ
堅
く
申
し
付
け
る
べ
き
事
、
専
一
に
候
也
、

四
月
四
日
　
信
長
（
朱
印
）

長
岡
兵
部
大
輔
（
藤
孝
）
殿

中
川
瀬
兵
衛
尉
（
清
孝
）
殿

意
味
と
解
説

　
大
坂
赦
免
に
つ
い
て
（
信
長
が
）
尼
崎
の
停
戦
に
つ
い
て
同
意
し
、
尼
崎
か
ら
の

退
城
が
ほ
ど
な
く
お
こ
な
う
の
で
、そ
の
間
は
停
戦
し
な
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
（
こ

ち
ら
の
）
付
城
の
所
々
に
置
く
人
数
は
気
を
抜
く
こ
と
な
く
、
守
備
の
こ
と
は
固
く

行
う
よ
う
に
申
し
付
け
ま
す
。
し
っ
か
り
と
心
が
け
な
さ
い
。

　

　「
大
坂
赦
免
」
と
は
長
く
続
い
た
大
坂
の
石
山
本
願
寺
と
信
長
と
の
抗
争
に
つ
い
て

の
和
睦
（
天
正
八
年
三
月
）
の
こ
と
で
、
そ
の
直
後
の
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
尼

崎
の
付
城
を
守
る
長
岡
兵
部
大
輔
（
藤
孝
）
と
中
川
瀬
兵
衛
尉
（
清
秀
）
に
対
し
、

石
山
本
願
寺
と
の
和
睦
に
よ
っ
て
本
願
寺
側
が
尼
崎
か
ら
撤
退
し
明
け
渡
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
信
長
は
警
護
を
厳
重
に
続
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
石
山
戦
争
」
の
終
結
時
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

⑹

　豊
臣
秀
吉
陣
立
書

　

［
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）］

（
一
）

い
け
田
孫
次
郎

三
百
五
十

山
さ
き
源
太
左
衛
門

七
百
五
十

多
か
新
左
衛
門
尉

三
百

合
千
四
百

（
右
二
）

　
　
千
五
百

木
村
隼
人

　
　
六
百

ほ
り
を
毛
介

　
　
合
弐
千
百
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（
左
二
）　

　
　
千
　

か
と
う
作
内

　
　
六
百

ミ
こ
田
半
左
衛
門

　
　
七
百

一
柳
市
助

　
　
合
弐
千
三
百

（
中
三
）

　
　
百
八
十

い
こ
ま
市
左
衛
門

　
　
百
廿

つ
げ
与
八

　
　
四
百

あ
か
松
弥
三
郎

　
　
百
八
十

大
し
ほ
金
右
衛
門

　
　
三
百

ま
き
村
長
兵
衛

　
　
四
百
廿

も
り
か
わ
ち

　
　
百
八
十

山
内
い
ゑ
も
ん

　
　
百
八
十

ふ
る
田
彦
三
郎

　
　
百
五
十

か
す
や
助
右
衛
門

　
　
合
弐
千
百
十
人

（
中
四
）

木
下
与
右
衛
門
　
　
百
廿
　

さ
い
か
孫
一
　
　
　
弐
百

ふ
な
こ
し
　
　
　
　
百
　

た
か
宗
十
郎
　
　
　
百
五
十

木
村
や
一
右
衛
門
　
百
卅

ミ
や
木
藤
左
衛
門
　
七
十

い
く
ま
源
介
　
　
　
百
廿

い
と
う
弥
吉
　
　
　
百
五
十

の
村
た
く
ミ
　
　
　
百
五
十

　
　
合
千
弐
百

（
右
五
）　
　

河
尻
与
四
郎
　
　
　
百
卅

ふ
く
島
市
兵
衛
　
　
弐
百
五
十

か
と
う
孫
六
　
　
　
百
五
十

さ
く
ま
忠
兵
衛
　
　
百
廿

と
田
三
郎
四
郎
　
　
三
百

池
田
久
左
衛
門
　
　
九
十

松
下
か
ひ
や
う
へ
　
百

津
田
小
八
郎
　
　
　
百
五
十
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⑷

　織
田
信
長
黒
印
状

　

［
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）］　
小
早
川
左
衛
門
佐
（
隆
景
）
宛

就
北
国
逆
徒
等
令
退
治

示
給
候
、
殊
太
刀
一
腰
馬

一
疋
懇
切
之
至
候
、
彼
地
之
躰

先
書
申
送
之
条
、
不
及
重

説
候
、
悉
以
明
隙
候
間
去
月

廿
六
日
納
馬
候
、
近
日
可
為
上

洛
之
条
、
猶
自
京
都
可
申

述
候
、
猶
二
位
法
印
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

十
月
二
日
　
信
長
（
黒
印
）

小
早
川
左
衛
門
佐
殿

　
　（
切
封
ウ
ハ
書
）

「
小
早
川
左
衛
門
佐
殿
　
信
長
」

読
み北

国
逆
徒
等
退
治
せ
し
む
る
に
つ
き
示
し
給
ひ
候
、
こ
と
に
太
刀
一
腰
と
馬
一
疋
懇

切
の
至
に
候
、彼
地
の
躰
先
書
申
し
送
る
の
条
、重
ね
て
説
く
に
及
ば
ず
候
、悉
く
以
っ

て
隙
き
明
き
（
す
き
あ
き
）
候
間
、去
月
廿
六
日
納
馬
候
、近
日
上
洛
た
る
べ
く
の
条
、

猶
京
都
よ
り
申
し
述
ぶ
べ
き
候
、
猶
二
位
法
印
申
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
二
日
　
信
長
（
黒
印
）

小
早
川
左
衛
門
佐
（
隆
景
）
殿

　
　（
切
封
ウ
ハ
書
）

「
小
早
川
左
衛
門
佐
殿
　
信
長
」

意
味
と
解
説

　
北
国
逆
徒
（
越
前
一
向
衆
）
等
を
討
伐
し
た
こ
と
に
つ
い
て
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
）
太
刀
一
振
り
と
馬
一
疋
を
頂
戴
し
感
謝
し
て
い
ま
す
。

討
伐
の
様
子
は
先
に
書
状
で
送
っ
た
と
お
り
な
の
で
重
ね
て
説
明
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
す
べ
て
決
着
が
つ
き
先
月
（
九
月
）
二
六
日
に
（
岐
阜
へ
）
帰
陣
し
ま
し
た
。

近
日
中
に
京
へ
上
が
り
ま
す
の
で
、京
都
か
ら
手
紙
を
出
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
（
使

者
の
）
二
位
法
印
（
右
筆
の
武
井
夕
庵
）
が
申
し
ま
す
。

　　
長
く
続
い
て
い
た
一
向
一
揆
に
つ
い
て
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
、
信
長

は
自
ら
越
前
へ
出
陣
し
て
壊
滅
さ
せ
、
九
月
二
六
日
に
岐
阜
に
帰
陣
し
ま
し
た
。
毛

利
側
か
ら
進
物
と
し
て
太
刀
と
馬
を
贈
ら
れ
、
小
早
川
左
衛
門
佐
（
隆
景
）
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

⑸

　織
田
信
長
朱
印
状

　

［
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）］　
長
岡
兵
部
大
輔
（
藤
孝
）・
中
川
瀬
兵
衛
尉
（
清

秀
）
宛

就
大
坂
赦
免
、
尼

崎
矢
留
事
、
令
同

心
候
、
彼
退
城
不
可
有
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な
お
、
忠
三
郎
（
氏
郷
）
は
永
禄
一
二
年
に
信
長
の
娘
と
婚
姻
を
結
び
信
長
の
婿

に
な
っ
て
お
り
、
両
者
は
極
め
て
親
密
な
関
係
で
し
た
。

⑶

　織
田
信
長
書
状

［
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）］　
遊
佐
〔
信
教
〕
宛

其
表
之
趣
、
如
何
候
哉
、

徳
川
三
河
守
着
陣
候
、

向
近
江
□
候
丹
羽

木
下
已
下
も
令

渡
湖
候
間
、
徳
川
ニ

相
加
、
東
福
寺
清
水

栗
田
口
辺
ニ
可
執

陣
候
、
敵
淀
川
を
越
候
、

間
近
寄
候
者
、
此
表

儀
者
、
志
賀
勝
軍

残
人
数
、

信
長
即
時
□

可
討
果
、
敵
働

様
子
被
見
届
、
可

被
合
手
候
、
為
其

申
送
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
二
日
　
信
長
（
花
押
）

遊
佐

読
み其

の
表
の
趣
、
如
何
に
候
哉
、
徳
川
三
河
守
（
家
康
）
着
陣
候
、
近
江
に
向
か
い
□

候
丹
羽
（
長
秀
）・
木
下
（
秀
吉
）
已
下
も
湖
を
渡
ら
し
め
候
間
、
徳
川
ニ
相
加
え
、

東
福
寺
・
清
水
・
栗
田
口
辺
ニ
陣
を
執
る
べ
く
候
、
敵
淀
川
を
越
し
候
、
間
近
に
寄

り
候
は
ば
、
こ
の
表
の
儀
は
、
志
賀
・
勝
軍
に
　
　
　
人
数
を
残
し
、
信
長
即
時
□

討
果
す
べ
し
、
敵
の
働
き
の
様
子
を
見
届
け
ら
れ
、
手
を
合
せ
ら
る
べ
く
候
、
其
の

為
に
申
し
送
り
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
二
日
　
　
信
長
（
花
押
）

遊
佐

意
味
と
解
説

　
そ
の
表
（
大
坂
方
面
）
の
様
子
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
こ
ち
ら
は
）
家
康
が
応

援
の
た
め
に
着
陣
し
ま
し
た
。（
長
浜
・
横
山
城
に
い
た
）
丹
羽
長
秀
と
木
下
秀
吉
に

湖
（
琵
琶
湖
）
を
渡
ら
せ
、
家
康
に
加
わ
っ
て
（
京
都
東
部
の
）
東
福
寺
・
清
水
・

粟
田
口
に
陣
を
取
る
こ
と
に
し
ま
す
。
敵
が
淀
川
を
越
え
て
（
そ
ち
ら
に
）
攻
め
寄
っ

て
く
れ
ば
、
志
賀
（
大
津
）
や
勝
軍
地
蔵
山
（
京
都
左
京
区
）
に
軍
勢
を
残
し
、（
近

江
に
い
る
）
信
長
自
ら
が
出
陣
し
て
討
ち
果
た
す
つ
も
り
で
す
。
敵
の
動
き
を
監
視

し
応
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に
こ
の
手
紙
を
届
け
ま
し
た
。

　　
宛
先
の
遊
佐
（
ゆ
さ
）
は
、
河
内
の
畠
山
昭
高
（
あ
き
た
か
）
の
重
臣
の
遊
佐
信

教
（
の
ぶ
の
り
）
と
思
わ
れ
ま
す
。
家
康
の
着
陣
や
京
都
周
辺
の
動
き
か
ら
元
亀
元

年
（
一
五
七
〇
）
の
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
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⑷

　織
田
信
長
黒
印
状

　

［
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）］　
小
早
川
左
衛
門
佐
（
隆
景
）
宛

就
北
国
逆
徒
等
令
退
治

示
給
候
、
殊
太
刀
一
腰
馬

一
疋
懇
切
之
至
候
、
彼
地
之
躰

先
書
申
送
之
条
、
不
及
重

説
候
、
悉
以
明
隙
候
間
去
月

廿
六
日
納
馬
候
、
近
日
可
為
上

洛
之
条
、
猶
自
京
都
可
申

述
候
、
猶
二
位
法
印
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

十
月
二
日
　
信
長
（
黒
印
）

小
早
川
左
衛
門
佐
殿

　
　（
切
封
ウ
ハ
書
）

「
小
早
川
左
衛
門
佐
殿
　
信
長
」

読
み北

国
逆
徒
等
退
治
せ
し
む
る
に
つ
き
示
し
給
ひ
候
、
こ
と
に
太
刀
一
腰
と
馬
一
疋
懇

切
の
至
に
候
、彼
地
の
躰
先
書
申
し
送
る
の
条
、重
ね
て
説
く
に
及
ば
ず
候
、悉
く
以
っ

て
隙
き
明
き
（
す
き
あ
き
）
候
間
、去
月
廿
六
日
納
馬
候
、近
日
上
洛
た
る
べ
く
の
条
、

猶
京
都
よ
り
申
し
述
ぶ
べ
き
候
、
猶
二
位
法
印
申
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
二
日
　
信
長
（
黒
印
）

小
早
川
左
衛
門
佐
（
隆
景
）
殿

　
　（
切
封
ウ
ハ
書
）

「
小
早
川
左
衛
門
佐
殿
　
信
長
」

意
味
と
解
説

　
北
国
逆
徒
（
越
前
一
向
衆
）
等
を
討
伐
し
た
こ
と
に
つ
い
て
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
）
太
刀
一
振
り
と
馬
一
疋
を
頂
戴
し
感
謝
し
て
い
ま
す
。

討
伐
の
様
子
は
先
に
書
状
で
送
っ
た
と
お
り
な
の
で
重
ね
て
説
明
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
す
べ
て
決
着
が
つ
き
先
月
（
九
月
）
二
六
日
に
（
岐
阜
へ
）
帰
陣
し
ま
し
た
。

近
日
中
に
京
へ
上
が
り
ま
す
の
で
、京
都
か
ら
手
紙
を
出
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
（
使

者
の
）
二
位
法
印
（
右
筆
の
武
井
夕
庵
）
が
申
し
ま
す
。

　　
長
く
続
い
て
い
た
一
向
一
揆
に
つ
い
て
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
、
信
長

は
自
ら
越
前
へ
出
陣
し
て
壊
滅
さ
せ
、
九
月
二
六
日
に
岐
阜
に
帰
陣
し
ま
し
た
。
毛

利
側
か
ら
進
物
と
し
て
太
刀
と
馬
を
贈
ら
れ
、
小
早
川
左
衛
門
佐
（
隆
景
）
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

⑸

　織
田
信
長
朱
印
状

　

［
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）］　
長
岡
兵
部
大
輔
（
藤
孝
）・
中
川
瀬
兵
衛
尉
（
清

秀
）
宛

就
大
坂
赦
免
、
尼

崎
矢
留
事
、
令
同

心
候
、
彼
退
城
不
可
有
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以
前
の
と
お
り
取
っ
て
も
よ
ろ
し
い
。

　
　
宛
先
の
猪
飼
野
（
い
か
い
の
）
氏
は
近
江
の
志
賀
郡
の
一
族
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

課
税
に
つ
い
て
信
長
が
認
め
、
猪
飼
野
氏
に
伝
え
た
も
の
で
す
。

 

⑵

　織
田
信
長
朱
印
状

　

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）　
蒲
生
左
衛
門
大
夫
（
賢
秀
）・
蒲
生
忠
三
郎
（
氏
郷
）

宛

　　
　
　
　
領
中
方
目
録

一
　
千
石
　
　
　
　
　
吉
田
分

一
　
四
百
石
　
　
　
　
赤
佐
分

一
　
八
百
石
　
　
　
　
安
部
井
分

一
　
五
百
石
　
　
　
　
河
井
分

一
　
参
百
石
　
　
　
　
大
塚
分

一
　
貳
百
石
　
　
　
　
横
山
分

一
　
貳
百
五
拾
石
　
　
栖
雲
分

一
　
参
拾
石
　
　
　
　
梅
若
大
夫
分

一
　
参
拾
石
　
　
　
　
交
山
分

一
　
貳
千
石
　
　
　
　
小
倉
越
前
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右
近
大
夫
分
共
ニ

　
　
已
上
五
千
五
百
拾
石

　
　
　
　
此
外

一
　
市
原
四
郷
一
職
ニ
加
之

右
所
充
行
也
、
全
領
知
不
可
有
相

違
之
状
、
如
件
、

元
亀
元

　
　
　
五
月
十
五
日
　
　
信
長
（
朱
印
）

　　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
左
衛
門
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
忠
三
郎
殿

読
み領

中
方
目
録

（
中
略
）

此
外

一
　
市
原
四
郷
一
職
に
之
を
加
う
、

右
充
て
行
う
所
也
、
す
べ
て
領
知
し
、
相
違
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
状
、
件
の
如
し
、

元
亀
元
年
五
月
十
五
日
　
信
長
（
朱
印
）

蒲
生
左
衛
門
大
夫
（
賢
秀
）
殿

同
　
　
　
忠
三
郎
（
氏
郷
）
殿

意
味
と
解
説

　
吉
田
分
の
千
石
を
は
じ
め
と
す
る
五
千
五
百
十
石
と
、
こ
の
他
市
原
分
（
現
在
の

永
源
寺
周
辺
）
を
あ
わ
せ
、
す
べ
て
領
地
と
し
て
（
蒲
生
氏
に
対
し
て
）
支
配
し
な

さ
い
。

　
宛
先
の
蒲
生
（
が
も
う
）
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
の
日
野
城
主
の
蒲
生
賢
秀
・
氏
郷

親
子
で
す
。
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
信
長
が
近
江
に
侵
攻
し
た
際
に
、
蒲
生

氏
は
そ
の
下
に
降
り
て
従
軍
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
信
長
は
、
二
年

後
の
こ
の
年
（
元
亀
元
年
・
一
五
七
〇
）
領
地
を
与
え
た
も
の
で
す
。
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⑺
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」 

　H
19898

荒
尾
次
郎
作
（
隆
重
）
宛
て
　［
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）］
三
月
朔
日
　
226
×

420

⑻
「
豊
臣
秀
吉
書
状
」　H

19899
徳
川
中
納
言
（
家
康
）
宛
て
　［
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）］
二
月
二
四
日
　
330

×
428
　〈
大
阪
城
天
守
閣
「
豊
臣
と
徳
川
」（
二
〇
一
五
）
№
19
〉

⑼
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」　H

19901

寺
西
筑
後
守
（
正
勝
）
宛
て
　
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
八
月
九
日
　
216
×
552

⑽
「
豊
臣
秀
吉
自
筆
書
状
」　H

19903

大
納
言
（
徳
川
家
康
カ
）
宛
て
　［
年
不
詳
（
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
カ
）］　
351

×
640
　
＊
重
要
美
術
品

⑾
「
徳
川
家
康
書
状
」　H

19905

木
作
左
衛
門
佐
（
木
造
具
政
）・
戸
木
入
道
宛
て
　［
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）］ 

五
月
一
八
日
　
110
×
458

⑿
「
明
智
光
秀
諸
役
免
許
状
」　H

19910

曽
祢
（
曽
根
）
村
惣
中
宛
て
　
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
二
月
二
〇
日
　
266
×
427

⒀
「
明
智
光
秀
書
状
」　H

19911

細
井
戸
右
近
宛
て
　［
年
不
詳
（
天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
カ
）］　
二
月
二
七
日

　
140
×
634

⒁
「
明
智
光
秀
書
状
」　H
19912

土
橋
平
尉
（
重
治
）
宛
て
　［
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）］
六
月
一
二
日
　
114
×

568

（
注
）　
⑾
「
徳
川
家
康
書
状
」
に
つ
い
て
、
展
示
時
に
は
寄
託
資
料
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
寄
付
手
続
が
行
わ
れ
、
現
在
は
館
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　

（
か
に
み
つ
お
　
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）

⑴

　織
田
信
長
朱
印
状

永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）　
猪
飼
野
佐
渡
守
・
猪
飼
野
孫
右
衛
門
尉
　
宛

当
郡
自
山
中

出
牧
材
木
場

役
之
事
、
如
前
々

可
令
取
沙
汰
之
状
、

如
件
、

永
禄
十
二

　
四
月
日
　
信
長
（
朱
印
）

猪
飼
野
佐
渡
守
殿

猪
飼
野
孫
右
衛
門
尉
殿

読
み当

郡
山
中
よ
り
出
す
牧
材
の
木
場
役
の
事
、
前
々
の
如
く
取
沙
汰
せ
し
む
べ
き
の
状
、

件
の
如
し
、

永
禄
十
二
　

四
月
日
　
信
長
（
朱
印
）

猪
飼
野
佐
渡
守
殿
　

猪
飼
野
孫
右
衛
門
尉
殿

意
味
と
解
説

当
郡
（
志
賀
郡
）
の
山
か
ら
狩
り
出
さ
れ
る
木
材
の
木
場
（
貯
蔵
場
）
の
税
に
つ
い
て
、
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以
前
の
と
お
り
取
っ
て
も
よ
ろ
し
い
。

　
　
宛
先
の
猪
飼
野
（
い
か
い
の
）
氏
は
近
江
の
志
賀
郡
の
一
族
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

課
税
に
つ
い
て
信
長
が
認
め
、
猪
飼
野
氏
に
伝
え
た
も
の
で
す
。

 

⑵

　織
田
信
長
朱
印
状

　

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）　
蒲
生
左
衛
門
大
夫
（
賢
秀
）・
蒲
生
忠
三
郎
（
氏
郷
）

宛

　　
　
　
　
領
中
方
目
録

一
　
千
石
　
　
　
　
　
吉
田
分

一
　
四
百
石
　
　
　
　
赤
佐
分

一
　
八
百
石
　
　
　
　
安
部
井
分

一
　
五
百
石
　
　
　
　
河
井
分

一
　
参
百
石
　
　
　
　
大
塚
分

一
　
貳
百
石
　
　
　
　
横
山
分

一
　
貳
百
五
拾
石
　
　
栖
雲
分

一
　
参
拾
石
　
　
　
　
梅
若
大
夫
分

一
　
参
拾
石
　
　
　
　
交
山
分

一
　
貳
千
石
　
　
　
　
小
倉
越
前
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右
近
大
夫
分
共
ニ

　
　
已
上
五
千
五
百
拾
石

　
　
　
　
此
外

一
　
市
原
四
郷
一
職
ニ
加
之

右
所
充
行
也
、
全
領
知
不
可
有
相

違
之
状
、
如
件
、

元
亀
元

　
　
　
五
月
十
五
日
　
　
信
長
（
朱
印
）

　　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
左
衛
門
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
忠
三
郎
殿

読
み領

中
方
目
録

（
中
略
）

此
外

一
　
市
原
四
郷
一
職
に
之
を
加
う
、

右
充
て
行
う
所
也
、
す
べ
て
領
知
し
、
相
違
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
状
、
件
の
如
し
、

元
亀
元
年
五
月
十
五
日
　
信
長
（
朱
印
）

蒲
生
左
衛
門
大
夫
（
賢
秀
）
殿

同
　
　
　
忠
三
郎
（
氏
郷
）
殿

意
味
と
解
説

　
吉
田
分
の
千
石
を
は
じ
め
と
す
る
五
千
五
百
十
石
と
、
こ
の
他
市
原
分
（
現
在
の

永
源
寺
周
辺
）
を
あ
わ
せ
、
す
べ
て
領
地
と
し
て
（
蒲
生
氏
に
対
し
て
）
支
配
し
な

さ
い
。

　
宛
先
の
蒲
生
（
が
も
う
）
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
の
日
野
城
主
の
蒲
生
賢
秀
・
氏
郷

親
子
で
す
。
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
信
長
が
近
江
に
侵
攻
し
た
際
に
、
蒲
生

氏
は
そ
の
下
に
降
り
て
従
軍
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
信
長
は
、
二
年

後
の
こ
の
年
（
元
亀
元
年
・
一
五
七
〇
）
領
地
を
与
え
た
も
の
で
す
。
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「
文
化
の
森
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
展
示
資
料
に
つ
い
て

可

児

光

生

　
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
市
内
在
住
の
森
俊
郎
氏
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

自
身
が
収
集
さ
れ
た
資
料
及
び
森
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
貴
重
な
資
料
を
こ
の
ほ
ど
多
数

寄
贈
い
た
だ
い
た
。
寄
贈
資
料
の
内
訳
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
古
文
書
、
美
濃
加
茂
市

ゆ
か
り
の
岡
本
一
平
・
か
の
子
の
作
品
、
そ
の
他
地
域
の
歴
史
資
料
な
ど
約
五
〇
点
で
、

他
に
古
文
書
数
点
を
寄
託
い
た
だ
い
た
。

　
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
）
四
月
二
三
日
（
土
）
か
ら
六
月
四
日
（
日
）
の
会
期
で

美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
「
文
化
の
森
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
開
催
し
、
寄

贈
及
び
寄
託
資
料
の
う
ち
か
ら
織
田
信
長
、
明
智
光
秀
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
関

す
る
古
文
書
一
四
点
を
展
示
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
展
示
時
の
翻
刻
と
若
干
の
解
説
を
再
掲
し
、
合
わ
せ
て
写
真
を
掲
載
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
貴
重
な
史
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
森
俊
郎
氏
、
及
び
翻
刻
と
解
説
を
記
述
す
る
に

あ
た
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
鳥
居
和
之
氏
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
文
庫
長
）
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
展
示
資
料
リ
ス
ト
】

№
／
史
料
名
　
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
資
料
登
録
番
号
　
／
宛
所
等
／

年
月
日
［
　
］
は
推
定
／
寸
法
（
本
紙
　
縦
×
横
・㎜
）
／
備
考
〈
出
品
履
歴
等
〉

　⑴
「
織
田
信
長
朱
印
状
」　H

19887

猪
飼
野
佐
渡
守
・
猪
飼
野
孫
右
衛
門
尉
宛
て
　
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
四
月

312
×
462
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」（
二
〇
一
二
）

№
24
〉

⑵
「
織
田
信
長
朱
印
状
」　H

19888

蒲
生
左
兵
衛
大
夫
（
賢
秀
）・
蒲
生
忠
三
郎
（
氏
郷
）
宛
て
　
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）

五
月
一
五
日
　
264
×
703
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」

（
二
〇
一
二
）
№
25
、
安
土
城
考
古
博
物
館
「
信
長
の
家
臣
た
ち
」（
二
〇
一
六
）

№
37
〉

⑶
「
織
田
信
長
書
状
」　H

19889

　

遊
佐
［
信
教
］
宛
て
　［（
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）］
一
〇
月
二
日
　
245
×
350
　〈
岐

阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」（
二
〇
一
二
）
№
26
〉

⑷
「
織
田
信
長
黒
印
状
」　H

19890

小
早
川
左
衛
門
左
（
隆
景
）
宛
て
　［
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）］
一
〇
月
二
日
　

171
×
532
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」（
二
〇
一
二
）

№
77
〉

⑸
「
織
田
信
長
朱
印
状
」 

　H
19891

長
岡
兵
部
大
輔
（
藤
孝
）・
中
川
瀬
兵
衛
尉
（
清
秀
）
宛
て
［
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）］

四
月
四
日
　
　
144
×
411
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」

（
二
〇
一
二
）
№
38
〉

⑹
「
豊
臣
秀
吉
陣
立
書
」 

　H
19896

［
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）］　
489
×
301
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「
文
化
の
森
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
展
示
資
料
に
つ
い
て

可

児

光

生

　
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
市
内
在
住
の
森
俊
郎
氏
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

自
身
が
収
集
さ
れ
た
資
料
及
び
森
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
貴
重
な
資
料
を
こ
の
ほ
ど
多
数

寄
贈
い
た
だ
い
た
。
寄
贈
資
料
の
内
訳
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
古
文
書
、
美
濃
加
茂
市

ゆ
か
り
の
岡
本
一
平
・
か
の
子
の
作
品
、
そ
の
他
地
域
の
歴
史
資
料
な
ど
約
五
〇
点
で
、

他
に
古
文
書
数
点
を
寄
託
い
た
だ
い
た
。

　
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
）
四
月
二
三
日
（
土
）
か
ら
六
月
四
日
（
日
）
の
会
期
で

美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
「
文
化
の
森
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
開
催
し
、
寄

贈
及
び
寄
託
資
料
の
う
ち
か
ら
織
田
信
長
、
明
智
光
秀
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
関

す
る
古
文
書
一
四
点
を
展
示
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
展
示
時
の
翻
刻
と
若
干
の
解
説
を
再
掲
し
、
合
わ
せ
て
写
真
を
掲
載
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
貴
重
な
史
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
森
俊
郎
氏
、
及
び
翻
刻
と
解
説
を
記
述
す
る
に

あ
た
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
鳥
居
和
之
氏
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
文
庫
長
）
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
展
示
資
料
リ
ス
ト
】

№
／
史
料
名
　
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
資
料
登
録
番
号
　
／
宛
所
等
／

年
月
日
［
　
］
は
推
定
／
寸
法
（
本
紙
　
縦
×
横
・㎜
）
／
備
考
〈
出
品
履
歴
等
〉

　⑴
「
織
田
信
長
朱
印
状
」　H

19887

猪
飼
野
佐
渡
守
・
猪
飼
野
孫
右
衛
門
尉
宛
て
　
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
四
月

312
×
462
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」（
二
〇
一
二
）

№
24
〉

⑵
「
織
田
信
長
朱
印
状
」　H

19888

蒲
生
左
兵
衛
大
夫
（
賢
秀
）・
蒲
生
忠
三
郎
（
氏
郷
）
宛
て
　
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）

五
月
一
五
日
　
264
×
703
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」

（
二
〇
一
二
）
№
25
、
安
土
城
考
古
博
物
館
「
信
長
の
家
臣
た
ち
」（
二
〇
一
六
）

№
37
〉

⑶
「
織
田
信
長
書
状
」　H

19889

　

遊
佐
［
信
教
］
宛
て
　［（
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）］
一
〇
月
二
日
　
245
×
350
　〈
岐

阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」（
二
〇
一
二
）
№
26
〉

⑷
「
織
田
信
長
黒
印
状
」　H

19890

小
早
川
左
衛
門
左
（
隆
景
）
宛
て
　［
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）］
一
〇
月
二
日
　

171
×
532
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」（
二
〇
一
二
）

№
77
〉

⑸
「
織
田
信
長
朱
印
状
」 

　H
19891

長
岡
兵
部
大
輔
（
藤
孝
）・
中
川
瀬
兵
衛
尉
（
清
秀
）
宛
て
［
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）］

四
月
四
日
　
　
144
×
411
　〈
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
「
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
」

（
二
〇
一
二
）
№
38
〉

⑹
「
豊
臣
秀
吉
陣
立
書
」 

　H
19896

［
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）］　
489
×
301




